
『
美
術
館
大
学
構
想
』
が
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、
人
間
が
本
来
も

っ
て
い
る
生
き
生
き
と
し
た
感
受
性
を
い
か
に
と
り
も
ど
す
か
、
そ

し
て
そ
れ
を
い
か
に
養
っ
て
い
く
か
―
―
を
構
想
（
創
意
工
夫
）
す

る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
も
そ
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
か
ら
学
部
の
垣
根
も
自
在
に
超
え
、
活
動
の
範
囲
も
学
内
に
と

ど
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
活
動
の
一
端
に
も
触
れ
て
、
い
く
つ

も
の
彩
り
豊
か
な
連
携
の
成
果
を
示
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
、

そ
こ
で
は
祝
祭
的
な
空
間
を
共
有
し
た
り
、
町
興
し
に
も
手
を
貸
し

た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
も
基
本
に
置
い
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、『
美

術
館
大
学
構
想
』
の
企
画
は
多
く
の
人
た
ち
の
媒
介
（
仲
立
ち
）
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
す

べ
て
共
同
作
業
で
す
。
広
い
意
味
の
「
芸
の
草
の
根
」
的
な
活
動
の

成
果
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
何
事
も
コ
ト
を
起
こ
す
と
い
う

こ
と
は
、
コ
ト
の
意
味
の
新
し
い
発
見
と
も
む
す
び
つ
く
。『
美
術

館
大
学
構
想
』
だ
っ
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

酒
井
忠
康
﹇
美
術
館
大
学
構
想
委
員
長
﹈
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2008年度 東北芸術工科大学美術館大学構想年報

F/style

（
五
十
嵐
恵
美
＋
星
野
若
菜
）   

聞
き
手
＝
宮
本
武
典

幸
せ
の
等
分
を
可
能
に
す
る「
も
の
づ
く
り
」の
循
環

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る
『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

18

中
山
ダ
イ
ス
ケ   

聞
き
手
＝
宮
本
武
典

梶
井
照
陰
＋
赤
坂
憲
雄

中
原
慎
一
郎
＋
服
部
滋
樹
＋F/style

＋
坂
東
慶
一
＋
酒
井
忠
康
＋
中
山
ダ
イ
ス
ケ

中
原
慎
一
郎
＋
服
部
滋
樹 

「
人
の
手
」の
感
触
を
求
め
る
こ
と
で
、

デ
ザ
イ
ン
は
ピ
ュ
ア
な
も
の
づ
く
り
へ
と
変
容
し
て
い
く

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る
『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

8

共
感
が
つ
な
い
で
い
く
デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る
『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

26

集
落
の「
声
」を
、背
負
う
こ
と
で
見
え
て
く
る

T
U

A
D

 A
rtist in R

esidence Program
 2008  “Syoin K

ajii ”

『
梶
井
照
陰
―
四
ヶ
村
』

51

人
生
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
、

表
現
へ
の
動
機
が
生
ま
れ
て
く
る

東
北
芸
術
工
科
大
学
卒
業
生
支
援
事
業
『I ’m

 here. 2008 

』

76

表紙・裏表紙＝『梶井照陰｜四ヶ村』より／
2頁＝『デザインのシュウカクサイ』会場風
景（撮影：姜哲奎）／3頁＝『ひじおりの灯』
（ペイント：後藤拓朗、デザイン：竹内昌義、
撮影：瀬野広美）／ 4頁＝『梶井照陰写真展
｜四ヶ村』会場風景（撮影：姜哲奎）

348488

制
作
ノ
ー
ト
＝
宮
本
武
典

あ
と
が
き
の
よ
う
な
、

私
的
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

92

〝
リ
ア
ル
の
在
処
〞は
還
流
し
て
い
る

日
韓
学
生
交
流
展
『M

yth
 in

 u
s

／
私
た
ち
の
神
話
』
制
作
ノ
ー
ト

E
n

o
m

a

滞
在
日
記
＝
ナ
ガ
バ
サ
ヨ 

ペ
ラ
ペ
ラ
の
紙
の
ま
ま
、画
鋲
で
と
め
、

密
集
し
た
り
重
な
っ
た
り
す
る
こ
と

東
北
芸
術
工
科
大
学
卒
業
生
支
援
事
業
『I ’m

 h
ere. 2008 

』

レ
ポ
ー
ト
＝
宮
本
武
典

灯
籠「
ひ
じ
お
り
の
灯
」が
照
ら
し
だ
す
、

肘
折
温
泉
一
二
〇
一
年
目
の
夏

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
〇
八
／
活
動
報
告

5 目次



日
時
＝
二
〇
〇
八
年
一
一
月
一
五
日（
土
）  

一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
ラ
ウ
ン
ジ
特
設
会
場

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
＝
宮
本
武
典

コ
ン
セ
プ
タ
ー
・
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
＝
坂
東
慶
一

空
間
デ
ザ
イ
ン
＝
田
勢
淳

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
構
想
室
／
東
北
芸
術
工
科
大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

企
画
協
力
＝F/style

／L
andscape Products

／graf

／
酒
井
忠
康
／
中
山
ダ
イ
ス
ケ

協
力
＝
ア
ノ
ニ
マ
・
ス
タ
ジ
オ
／
穂
積
繊
維
工
業
株
式
会
社
／
有
限
会
社
ツ
ル
ヤ
商
会
／
青
龍
窯
／
横
倉
晋
也（
横
倉
鑄
金
）／
長
野
陽
一

デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ

﹇
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹈

○
01 

大
学
か
ら　

一
三
時
〜
一
四
時

「
地
域
言
語
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
」

坂
東
慶
一﹇
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
／
本
学
准
教
授
﹈＋
宮
本
武
典﹇
本
学
主
任
学
芸
員
﹈

 
  

 

○
02 

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場　

一
四
時
〜
一
五
時

「graf 

とL
andscape Products

の
も
の
づ
く
り
の
伝
え
か
た
」

中
原
慎
一
郎﹇
デ
ザ
イ
ナ
ー
／L

andscape Products

代
表
﹈＋
服
部
滋
樹﹇
デ
ザ
イ
ナ
ー
／graf 

代
表
﹈

 
  

 

○
03 

地
場
産
業
を
訪
ね
て　

一
五
時
三
〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

「
著
書〈
エ
フ
タ
イ
ル
の
仕
事
〉の
出
版
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
」

F/style

（
五
十
嵐
恵
理
＋
星
野
若
菜
）

 
  

 

○
04 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で　

一
六
時
三
〇
分
〜
一
七
時
三
〇
分

「〝
デ
ザ
イ
ン
力
〞で
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す
」

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
中
原
慎
一
郎
／
服
部
滋
樹
／F/style

／
坂
東
慶
一
／
宮
本
武
典

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＝
酒
井
忠
康﹇
美
術
評
論
家
／
世
田
谷
美
術
館
館
長
﹈／
中
山
ダ
イ
ス
ケ﹇
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／
本
学
教
授
﹈

﹇
関
連
企
画
﹈

◯『
展
示
版　

デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

会
期
＝
一
一
月
一
五
日（
土
）〜
二
八
日（
金
）  

一
〇
時
〜
一
七
時
三
〇
分

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
ラ
ウ
ン
ジ

出
品
＝F/style

／L
andscape Products

／
坂
東
慶
一 

他

空
間
デ
ザ
イ
ン
＝
田
勢
淳

 
  

 

◯『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
〇
八
』

会
期
＝
一
一
月
一
五
日（
土
）〜
二
八
日（
金
）  

一
〇
時
〜
一
七
時
三
〇
分

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
本
館
内
通
路

協
力
＝
肘
折
温
泉
地
域
協
議
会

 
  

 

◯『
グ
ロ
ー
カ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
見
学
会
―
山
形
の
伝
統
産
業
を
め
ぐ
っ
て
』

開
催
日
＝
一
一
月
一
六
日（
日
）  

九
時
〜
一
八
時

見
学
ル
ー
ト
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
↓
横
倉
鑄
金（
山
形
鋳
物
）↓
ツ
ル
ヤ
商
会（
籐
工
芸
）

↓
七
日
町
で
昼
食
↓
穂
積
繊
維
工
業（
月
山
緞
通
）↓
青
龍
窯（
平
清
水
焼
）↓
東
北
芸
術
工
科
大
学

案
内
人
＝
坂
東
慶
一
／
宮
本
武
典

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る

　東北芸術工科大学は開学から 16年を迎えた。私たちはその

歩みにおいて 4つの事業――『東北学』、『美術館大学構想』、『高

校生デザイン選手権大会』、『こども芸術大学』を核に、東北地

方で唯一の美術・デザイン専門大学として、教育を地域に還元

するための様々な活動を展開してきた。近年では山形の産業界

や自治体から多くの産学連携のニーズがよせられ、衣・食・住

のあらゆる分野で、地域社会に向けたデザインの提案がキャン

パスから活発に発信されている。

 『デザインのシュウカクサイ』では、こうした本学における産

学連携プロジェクトの成果を、展示会やウェブサイト『DESIGN 

FARM』で紹介するとともに、「地域性×デザイン力」の可能

性を探るためのプラットフォームを創出した。本企画のアドバ

イザリーメンバーは、大都市ではなく、あえてローカルな場所

を拠点に活動しながら活躍の幅をひろげる 4人のデザイナーで

ある。

　東京や鹿児島でカフェやショップを展開しながら、地方のも

のづくりを紹介している『Landscape Products』の中原慎一郎。

大阪・中之島で家具やインテリアのデザインを手がけつつ、ア

ートとデザインの境界上を横断的に活動するクリエイター集団

『graf』の服部滋樹。新潟や山形の伝統産業とのコラボレーシ

ョンで注目を集める本学卒業生のデザインユニット『F/style』

――伝統産業や地域社会と向き合いながら、魅力的なデザイン

を提案しているクリエイターたちが『デザインのシュウカクサ

イ』に集い、それぞれの立場から“土地に根ざしたデザインワ

ーク”の流儀を語った。

グローカルデザインの種をまく
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1971

年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

代
表
。1997

年
に
友
人
ら
と
と
も
に

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
結
成
。

2000

年
有
限
会
社
ラ
ン
ド
ス 

ケ
ー
プ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
設
立
。
同
年
、
神
宮
前
に

シ
ョ
ッ
プ
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
オ

ー
プ
ン
。
デ
ザ
イ
ン
設
計
業
務
も
同
時

に
開
始
。2002

年
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン

テ
ン
」
千
駄
ヶ
谷
へ 

移
転
オ
ー
プ
ン
。

2004

年
千
駄
ヶ
谷
に
て
喫
茶
「T

as 
Yard

」
を
オ
ー
プ
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
な
ど
を
扱
う
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ

「Playm
ountain

」、活
版
印
刷
店「paper 

labo.

」、
子
ど
も
の
為
の
デ
ザ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
「C

H
IG

O

」
を
展
開
す
る
。

今
年
の
春
に
は
、
故
郷
の
鹿
児
島
に
今

ま
で
の
活
動
の
総
括
と
な
る
複
合
店

「D
W

E
LL Playm

ountain

」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。 

http://www.landscape-products.net/

1971

年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

代
表
。1997

年
に
友
人
ら
と
と
も
に

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
結
成
。

2000

年
有
限
会
社
ラ
ン
ド
ス 

ケ
ー
プ

プ
ロ
ダ
ク
ツ
設
立
。
同
年
、
神
宮
前
に

シ
ョ
ッ
プ
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
」
オ

ー
プ
ン
。
デ
ザ
イ
ン
設
計
業
務
も
同
時

に
開
始
。2002

年
「
プ
レ
イ
マ
ウ
ン

テ
ン
」
千
駄
ヶ
谷
へ 

移
転
オ
ー
プ
ン
。

2004

年
千
駄
ヶ
谷
に
て
喫
茶
「T

as 
Yard

」
を
オ
ー
プ
ン
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家

具
な
ど
を
扱
う
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ

「Playm
ountain

」、活
版
印
刷
店「paper 

labo.

」、
子
ど
も
の
為
の
デ
ザ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
「C

H
IG

O

」
を
展
開
す
る
。

今
年
の
春
に
は
、
故
郷
の
鹿
児
島
に
今

ま
で
の
活
動
の
総
括
と
な
る
複
合
店

「D
W

E
LL Playm

ountain

」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
。 

http://www.landscape-products.net/

　

経
済
の
崩
壊
が
協
働
の
可
能
性
を
拓
く

服
部　
　

僕
らgraf

（
グ
ラ
フ
）
は
一
九
九
八
年
に
大
阪
の
小

さ
な
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊

か
ら
三
〜
五
年
経
っ
た
時
期
で
す
。
そ
の
と
き
は
、
不
動
産
は

も
ち
ろ
ん
、
デ
ザ
イ
ン
業
界
を
と
り
ま
く
経
済
や
生
産
シ
ス
テ

ム
が
す
べ
て
崩
壊
し
た
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

　

バ
ブ
ル
以
前
は
メ
ー
カ
ー
が
い
て
、
生
産
者
が
い
て
、
ユ
ー

ザ
ー
が
い
る
と
い
う
縦
の
構
造
で
商
品
が
流
通
し
て
い
て
、
大

量
生
産
・
大
量
消
費
の
た
め
に
フ
ル
稼
働
し
て
い
た
の
で
す
が
、

バ
ブ
ル
と
と
も
に
そ
の
仕
組
み
が
瓦
解
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う

い
う
状
況
下
で
、
も
の
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
僕
た

ち
若
い
世
代
は
、
ど
う
や
っ
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
の
か
考
え
て
い
ま
し
た
。　

　

当
時
、
大
阪
に
集
ま
っ
た
六
人
は
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
仲
間
で
、

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
の
リ
ペ
ア
（
補
修
）
の
仕
事
を
し
て
い
た

の
で
す
。
家
具
職
人
と
か
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
か
、
シ

ェ
フ
を
や
り
た
い
人
た
ち
。
バ
ブ
ル
も
崩
壊
し
て
就
職
口
も
な

か
っ
た
し
、
も
う
自
分
た
ち
で
一
か
ら
も
の
づ
く
り
を
し
て
い

く
し
か
生
き
て
い
く
糧
は
な
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
で

僕
が
「
少
年
探
偵
団
み
た
い
な
集
団
つ
く
り
た
い
ね
ん
」
と
言

っ
た
の
がgraf

結
成
の
き
っ
か
け
で
す
。

　

少
年
探
偵
団
と
い
う
の
は
、
分
厚
い
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
人
が

ハ
カ
セ
君
に
な
り
、
難
し
い
計
算
式
を
解
い
て
く
れ
て
、
図
体

の
で
か
い
子
が
特
攻
隊
長
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
集
団
を
つ
く
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
僕
は
建
築
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
を
監
修
し
て
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
映
像
作
家
、
あ
と
は
大
工
さ
ん
に
家

具
職
人
、
そ
し
て
シ
ェ
フ
で
す
ね
。
こ
の
六
人
で
衣
食
住
を
兼

ね
た
空
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。

中
原　
　

最
初
か
ら
服
部
君
が
全
体
を
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
？　

服
部　
　

最
初
に
「
少
年
探
偵
団
」
と
言
っ
た
だ
け
で
す
け
ど

ね
。
そ
れ
に
賛
同
し
て
く
れ
た
人
た
ち
がgraf

立
ち
上
げ
時
の

メ
ン
バ
ー
で
す
。

中
原　
　

じ
ゃ
あ
続
い
て
僕
た
ちLandscape Products

（
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）
の
は
じ
ま
り
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
僕
が
東
京
に
出
て
き
て
就
職
し
た
の
が
イ
ー
ム
ズ（
注

1
）
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
椅
子
な
ど
を
輸
入
販
売
す
る
会
社
で
、

七
〜
八
年
働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
僕
の
大
学
の
後
輩

に
当
た
る
家
具
職
人
の
川
畑
健
一
郎
が
い
つ
も
た
む
ろ
し
て
、

イ
ー
ム
ズ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
色
々
と
語
り
合
っ
て
い
た
。

九
五
〜
六
年
頃
で
す
ね
。

　

当
時
は
イ
ー
ム
ズ
の
椅
子
が
も
の
す
ご
く
売
れ
て
い
る
と
き

で
、
四
〜
五
万
円
す
る
よ
う
な
椅
子
が
週
に
何
百
脚
と
い
う
脚

数
で
売
れ
る
イ
ー
ム
ズ
・
バ
ブ
ル
で
、
そ
の
中
で
僕
は
毎
日
、

椅
子
を
洗
っ
た
り
組
み
立
て
た
り
修
理
し
た
り
す
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
や
構
造
を
覚
え
「
自
分
で
も
の
を
つ

く
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
横

に
職
人
が
い
た
の
で
、
あ
る
と
き
か
ら
夜
な
夜
な
彼
の
働
い
て

い
た
木
工
所
に
忍
び
込
ん
で
家
具
を
つ
く
る
こ
と
を
、
怒
ら
れ

る
ま
で
ず
っ
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
僕
の
も
の
づ
く
り
の
ル
ー

ツ
で
す
ね
。

　

僕
た
ち
は
二
人
と
も
鹿
児
島
の
生
ま
れ
な
の
で
す
が
、
い
ま

は
う
ち
の
工
場（Factory1202

） を
任
せ
て
い
る
川
端
が
先
に
鹿

児
島
に
戻
り
、
自
分
で
木
工
所
を
は
じ
め
、
そ
の
あ
と
僕
が
一

九
九
八
年
に
会
社
を
辞
め
て
独
立
し
て
、Landscape Products

と
い
う
会
社
を
は
じ
め
ま
し
た
。

中
原
慎
一
郎

Shinichiro N
akahara

一
九
七
一
年
鹿
児
島
県
生
ま
れ
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
、Landscape Products

代
表
。

一
九
九
七
年
に
友
人
ら
と
と
も
に

L
andscape Products

結
成
。
二
〇
〇

〇
年
有
限
会
社Landscape Products

設
立
。
同
年
、
神
宮
前
に
シ
ョ
ッ
プ

「Playm
ountain

」
オ
ー
プ
ン
。
デ
ザ
イ

ン
設
計
業
務
も
同
時
に
開
始
。
二
〇
〇

二
年
「Playm

ountain

」
千
駄
ヶ
谷
へ

移
転
オ
ー
プ
ン
。
二
〇
〇
四
年
千
駄
ヶ

谷
に
て
喫
茶「T

as Yard

」
を
オ
ー
プ
ン
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
な
ど
を
扱
う
イ
ン
テ

リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
「Playm

ountain

」、
活

版
印
刷
店
「paper labo.

」、
子
ど
も
の

為
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ「C

H
IG

O

」
を

展
開
す
る
。
今
年
の
春
に
は
、
故
郷
の

鹿
児
島
に
今
ま
で
の
活
動
の
総
括
と
な

る
複
合
店
「D

W
E

LL Playm
ountain

」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。 

http://www.landscape-products.net/

©Landscape Products

中原慎一郎＋服部滋樹

「人の手」の感触を求めることで、
デザインはピュアなものづくりへと変容していく

東北芸術工科大学で地域デザインを語る  『デザインのシュウカクサイ』
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服
部　
　

そ
れ
わ
か
る
。
情
報
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
体
験
す
る
と

い
う
の
は
大
事
だ
ね
。
頭
で
覚
え
る
の
で
は
な
く
て
体
感
か
ら
、

自
分
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
脳
も
体
も
喜
ん
で
、「
こ
れ
は
自
分
の
天
職
か
も
」
と
思

う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
よ
ね
。

　

九
八
年
頃
っ
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
験
と
し
て
踏
ま
え
て
、

社
会
の
み
ん
な
が
「
何
が
い
ち
ば
ん
正
し
い
形
な
の
か
」
と
い

う
こ
と
を
模
索
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
僕
ら
の
よ
う
な
若
い

デ
ザ
イ
ナ
ー
集
団
っ
て
他
に
も
い
て
、 

東
京
だ
と
エ
グ
ジ
ッ

ト
・
メ
タ
ル
・
ワ
ー
ク
・
サ
プ
ラ
イ
（
注
2
）
と
い
う
鉄
ば
か
り

扱
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
が
い
て
、
同
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
で
は

Tom
ato

（
注
3
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
く
と
ス
ノ
ウ
ク
ラ
ッ
シ

ュ
（
注
4
）
や
、
ヴ
ァ
ル
ヴ
ォ
モ
（
注
5
）
と
い
う
プ
ロ
ダ
ク
ト
の

チ
ー
ム
が
い
た
り
と
か
。
社
会
経
済
の
低
迷
し
た
と
き
が
自
分

た
ち
で
何
か
を
は
じ
め
る
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。『
バ
ブ
ル
の
落
と
し
子
』
と
自
分
で
は
言
っ
て
い
る
の

で
す
け
ど
。

　

 

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

中
原　
　

僕
ら
の
場
合
は
、
比
較
的
は
や
い
段
階
か
ら
つ
く
っ

た
も
の
を
見
せ
る
場
を
お
互
い
に
持
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
？　

そ
れ
も
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
僕
は
も
の
を
探
し
た
り
つ
く
っ

た
り
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
売
る
ま
で
の
経
過
を
話
し

な
が
ら
接
客
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
ま
ず
シ
ョ
ッ
プ
あ

り
き
で
会
社
を
は
じ
め
た
感
じ
が
あ
っ
た
。

　

も
と
も
と
鹿
児
島
の
実
家
が
自
営
業
で
、
弁
当
の
仕
出
し
屋

を
や
っ
て
い
た
か
ら
、
家
の
裏
の
厨
房
で
料
理
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
お
店
で
売
る
と
い
う
流
れ
が
自
然
に
染
み
込
ん
だ
の
か
も

知
れ
な
い
。
内
装
と
か
、
カ
フ
ェ
を
は
じ
め
た
流
れ
も
そ
う
。

つ
く
る
こ
と
と
売
る
こ
と
を
離
し
て
考
え
ら
れ
な
く
て
。

服
部　
　
「
人
に
伝
え
た
い
欲
求
」
か
ら
物
事
が
は
じ
ま
っ
た

ほ
う
が
、
も
の
づ
く
り
っ
て
ピ
ュ
ア
に
な
れ
そ
う
な
気
が
す
る

よ
ね
。「
人
・
事
・
物
」
と
い
う
言
い
方
を
す
る
人
が
い
る
じ

ゃ
な
い
？　

僕
は
そ
の
順
番
だ
っ
た
ら
正
し
い
と
思
う
け
ど
、

「
事
・
物
・
人
」
と
か
、
順
番
が
違
う
だ
け
で
大
き
く
も
の
の

伝
わ
り
方
が
変
わ
る
気
が
す
る
。
人
あ
り
き
で
「
事
」
が
生
ま

れ
、
事
の
た
め
に
「
物
」
が
生
ま
れ
る
と
い
う
つ
な
が
り
が
い

ち
ば
ん
正
し
い
。
き
ち
ん
と
伝
え
る
た
め
の
場
所
と
し
て
カ
フ

ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
を
大
事
に
し
た
い
よ
ね
。

中
原　
　

建
築
の
設
計
を
手
が
け
る
と
き
も
、
最
初
に
人
に
会

っ
た
と
き
に
だ
い
た
い
相
手
が
求
め
て
い
る
も
の
と
か
、
イ
メ

ー
ジ
が
固
ま
る
で
し
ょ
う
？

服
部　
　

そ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
ね
。
例
え
ば
バ
ブ
ル
期
の
行
政

の
建
物
で
、「
事
」
の
内
容
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
予
算
の

関
係
上
、
今
期
内
で
使
い
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
建
築
だ

け
は
大
き
い
も
の
を
造
る
け
ど
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
た
め
の
ソ
フ

ト
開
発
が
な
い
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
っ
た
。

　

ハ
ー
ド
は
完
成
し
て
も
肝
心
の
使
う
人
た
ち
の
こ
と
を
想
定

し
て
い
な
い
か
ら
、
建
築
と
い
う
「
物
」
だ
け
が
余
っ
て
い
く

状
態
は
、
た
ぶ
ん
大
量
生
産
、
大
量
消
費
と
同
じ
よ
う
な
仕
組

み
じ
ゃ
な
い
か
な
。
は
じ
ま
り
方
が
矛
盾
を
抱
え
た
ま
ま
だ
と
、

結
局
ピ
ュ
ア
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
ら
な
い
気
が
す
る
。
そ
れ
を
教

え
て
も
ら
え
た
の
も
バ
ブ
ル
期
を
経
て
、
い
ま
の
時
代
に
な
っ

た
か
ら
だ
よ
ね
。
僕
ら
の
や
っ
て
き
た
も
の
づ
く
り
の
方
法
論

は
昔
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
ね
？　

中
原　
　

な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
に
特
別
な
こ
と
じ
ゃ
な

い
。

服
部
滋
樹

Shigeki H
attori

一
九
七
〇
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
、graf

代
表
。
京
都
精
華
大
学
デ
ザ

イ
ン
学
部
建
築
学
科
特
任
准
教
授
。
一

九
九
八
年
、
創
設
メ
ン
バ
ー
五
名
と
と

も
に
大
阪
、
南
堀
江
に
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

「graf

」
を
オ
ー
プ
ン
。
二
〇
〇
〇
年
、

有
限
会
社
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
モ
ー
ド
ナ
ン

バ
ー
ス
リ
ー
設
立
。
同
年
、
中
之
島
に

移
転
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「graf bld.

」

を
拠
点
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
企
画
・

製
作
・
販
売
、
店
舗
・
住
宅
設
計
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
至
る
ま
で
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
ご
と
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

http://www.graf-d3.com
/

©graf
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服
部　
　

そ
う
。
新
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
素
直
に
で
き
た
こ

と
だ
と
思
う
。

中
原　
　

そ
の
と
き
の
自
分
た
ち
の
事
業
規
模
と
い
う
か
、
体

力
的
な
も
の
で
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
し
。
例

え
ば
受
注
生
産
も
そ
う
。

服
部　
　

受
注
生
産
っ
て
本
当
に
す
ご
い
仕
組
み
だ
と
思
う
。

お
客
さ
ん
を
待
た
せ
な
い
よ
う
に
商
品
を
ち
ゃ
ん
と
つ
く
っ
て

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
い
て
、
お
客
さ
ん
が
来
た
ら
即
座
に
商
品
を

渡
す
と
い
う
の
が
普
通
の
商
売
の
や
り
方
。
で
も
受
注
生
産
な

ら
つ
く
る
側
は
ス
ト
ッ
ク
し
な
く
て
も
い
い
か
ら
、
お
客
さ
ん

に
「
い
ま
丁
寧
に
つ
く
っ
て
い
る
最
中
な
の
で
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
だ
け
で
、
無
駄
に
も
の
を
つ
く
ら
な
く

て
済
む
。
し
か
も
僕
ら
は
最
初
か
ら
お
金
を
持
っ
て
な
い
の
で
、

も
の
づ
く
り
か
ら
は
じ
め
ら
れ
る
仕
組
み
は
す
ご
く
よ
か
っ
た
。

お
金
あ
り
き
じ
ゃ
な
く
て
、
も
の
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

と
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で
生
ま
れ
て
い
く
気
が
す
る
よ
ね
。

中
原　
　

配
達
や
設
置
ま
で
自
分
た
ち
で
や
る
か
ら
、
届
け
た

先
で
さ
ら
に
仕
事
の
話
が
展
開
し
た
こ
と
も
あ
る
し
。
そ
の
辺

が
小
さ
い
単
位
で
や
っ
て
い
る
事
の
楽
し
さ
で
は
あ
る
か
な
。

服
部　
　

僕
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
っ
て
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド

だ
と
思
っ
て
い
て
、
例
え
ば
ミ
ク
シ
ィ
（
注
6
）
も
ウ
ェ
ブ
上
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
あ
れ
は
一
つ
の
指
向
や
価

値
を
共
有
す
る
人
た
ち
が
集
ま
る
場
所
で
し
ょ
？　

昔
は
老
人

ホ
ー
ム
と
か
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
っ
て
呼
ん
で
い
た
け

ど
、
い
ま
は
同
じ
価
値
基
準
で
集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
。
そ
の
共
有
の
あ
り
方
が
こ
れ
か
ら
は

す
ご
く
重
要
な
時
代
に
な
る
と
思
う
。
膨
大
な
ス
ト
ッ
ク
や
倉

庫
を
抱
え
る
大
量
生
産
・
大
量
消
費
の
買
い
方
や
考
え
方
で
は

な
く
て
、
目
の
前
に
い
る
人
た
ち
が
ど
う
い
う
価
値
基
準
を
持

っ
て
い
る
か
と
か
、
ど
う
い
う
つ
な
が
り
を
望
ん
で
い
る
か
を

注
視
し
て
、
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
も
の
を
つ
く
る
と
い
う
考

え
方
だ
ね
。

　

僕
た
ち
は
直
に
シ
ョ
ッ
プ
に
立
っ
て
、
来
て
く
れ
る
お
客
さ

ん
の
顔
を
見
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
人
の
求
め
て
い
る
価
値
は

リ
ア
ル
に
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
の
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
広
が

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
化
し
て
い
く
。
た
ぶ
ん
中
原
さ
ん
の
と
こ

ろ
で
も
自
分
た
ち
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
でLandscape Products

を
一
つ
の
核
と
な
る
価
値
観
に
し
て
成
立
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
あ
る
と
思
う
よ
。

中
原　
　

そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
自
分

の
も
の
づ
く
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、
目
の
届
く
範
囲
内
で
コ

ン
パ
ク
ト
に
動
け
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
。
人
を
雇
う
と
き
、

「
自
分
と
同
じ
体
験
を
さ
せ
た
い
」
と
い
う
考
え
が
ま
ず
あ
る

か
ら
、
入
社
し
た
て
の
社
員
で
も
は
や
い
段
階
で
海
外
に
連
れ

て
行
っ
て
、
同
じ
場
を
見
せ
て
同
じ
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
嘘
の
な
い
接
客
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
…
と

か
ね
。

　

シ
ョ
ッ
プ
で
扱
う
製
品
を
セ
レ
ク
ト
す
る
と
き
、
見
本
市
に

行
け
ば
済
む
わ
け
で
は
な
く
て
、
人
の
つ
な
が
り
、
人
と
の
出

会
い
が
決
め
て
い
く
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
実
際
に
そ

の
人
に
会
わ
な
い
と
な
か
な
か
う
ま
く
売
れ
な
い
。
そ
の
た
め

に
ス
タ
ッ
フ
に
は
僕
と
同
じ
体
験
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け

な
い
。
自
分
で
つ
く
っ
て
仕
入
れ
て
接
客
し
て
と
、
全
部
一
人

で
や
り
た
い
と
も
思
う
け
ど
、
そ
れ
だ
と
会
社
自
体
が
回
ら
な

い
か
ら
ち
ゃ
ん
と
任
せ
ら
れ
る
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
た
い
と
。

で
も
人
を
雇
っ
て
い
る
と
「
任
せ
る
勇
気
」
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
れ
っ
て
す
ご
く
難
し
い
こ
と
だ
よ
ね
。

服
部　
　

わ
か
る
。
言
葉
で
説
明
し
て
も
な
か
な
か
ね
…
。
や

っ
ぱ
り
同
じ
体
験
を
共
有
し
て
い
な
い
と
伝
わ
り
に
く
い
部
分

は
ど
う
し
て
も
あ
る
よ
ね
。
以
前
、
養
老
孟
司
（
注
7
）
さ
ん
と

話
を
し
た
と
き
、
す
ご
く
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。
養
老

さ
ん
は
何
十
年
も
連
れ
添
っ
て
い
る
嫁
さ
ん
と
よ
く
喧
嘩
を
す

る
ら
し
く
て
、
あ
る
と
き
「
俺
は
何
で
こ
ん
な
に
嫁
さ
ん
と
喧

嘩
す
る
の
か
？
」
と
自
問
し
た
。
よ
く
考
え
る
と
嫁
は
嫁
で
あ

あ
い
う
性
格
で
、
こ
の
年
齢
ま
で
一
緒
に
生
き
て
い
る
の
に
、

何
で
俺
は
「
こ
う
し
て
く
れ
」
と
か
、「
料
理
が
辛
い
」
と
か

言
っ
て
あ
い
つ
を
変
え
よ
う
と
し
て
し
ま
う
の
か
。
も
し
か
し

た
ら
俺
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。
す
る
と
そ
の
瞬
間

に
嫁
と
の
関
係
が
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
で
き
た
と
。

中
原　
　

そ
う
い
う
こ
と
は
あ
る
よ
ね
。
僕
ら
が
お
客
さ
ん
に

全
部
ダ
イ
レ
ク
ト
に
も
の
の
良
さ
を
伝
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
想
像
力
は
す
ご
く
重

要
。

　

こ
の
間
、
知
り
合
い
の
編
集
者
と
、
ス
タ
ッ
フ
に
ど
う
や
っ

て
仕
事
を
教
え
て
い
く
か
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
す
る
と
彼
は
、

「
父
親
と
子
ど
も
の
関
係
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
ち

ょ
っ
と
遠
ま
わ
し
に
教
え
る
〝
お
じ
さ
ん
〞
み
た
い
な
役
割
が

ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
言
っ
て
い
た
。
男
親
と
息
子
と
か
、
親
子

関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
と
逆
に
お
互
い
に
な
ん
と
な
く
言
い
づ

ら
く
な
る
け
ど
、「
お
じ
さ
ん
」
っ
て
あ
る
意
味
無
責
任
な
存

在
で
、「
タ
バ
コ
吸
っ
て
み
ろ
」
と
ま
で
は
言
わ
な
い
に
し
て
も
、

大
人
の
知
恵
を
遠
ま
わ
し
に
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も

あ
る
か
ら
。

服
部　
　

す
ご
い
そ
れ
！　

い
い
話
だ
ね
。
俺
も
使
お
う
そ
の

フ
レ
ー
ズ
。

中
原　
　

そ
れ
で
も
叱
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
？　

そ
の
叱
り
方
な
り
指
示
の
仕
方
を
、
も
の
づ
く
り
の

進
行
と
と
も
に
自
分
な
り
の
方
法
と
し
て
身
に
つ
け
な
き
ゃ
な

ら
な
い
ね
。

　

伝
統
工
芸
が
「
デ
ザ
イ
ン
」
を
健
全
化
す
る
？

中
原　
　

こ
の
あ
た
り
でF/style

の
話
を
し
て
お
こ
う
か
な
。

二
人
と
の
出
会
い
はPlaym

ountain

（
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
）

（
注
8
）
の
店
長
の
方
が
先
で
、
僕
は
わ
り
と
後
に
な
っ
て
彼
女

た
ち
の
も
の
づ
く
り
の
話
を
聞
い
た
。
ち
ょ
う
ど
民
藝
（
注
9
）

に
す
ご
く
興
味
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
か
ら
、

若
い
二
人
組
み
が
新
潟
で
何
か
や
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
に
惹

か
れ
て
、
実
際
に
お
会
い
し
て
。
そ
れ
か
ら
シ
ョ
ッ
プ
で
マ
ッ

ト
の
取
り
扱
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
縁
の
は
じ

ま
り
か
な
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
北
陸
の
方
に
行
っ
た
事
が
な
か

っ
た
か
ら
、
彼
女
た
ち
と
の
出
会
い
に
新
潟
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ

く
っ
て
も
ら
っ
た
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

服
部　
　

美
し
い
ね
、
そ
れ
。
入
り
口
が
い
い
よ
。

中
原　
　

彼
女
た
ち
の
話
題
に
辿
り
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
る
「
地
方
の
も
の
づ
く

り
」
に
つ
い
て
少
し
話
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
い

ま
、
服
部
君
と
一
緒
に
鳥
取
県
か
ら
呼
ば
れ
て
、
地
元
の
い
ろ

い
ろ
な
工
芸
家
の
人
た
ち
と
一
緒
に
工
芸
の
イ
ベ
ン
ト
『
ト
ッ

ト
リ
ノ
ス
ス
メ
』（
注
10
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
感

じ
る
け
ど
、
最
近
、
工
芸
の
領
域
が
デ
ザ
イ
ン
業
界
で
注
目
さ

れ
て
い
る
よ
ね
。

　
服
部　
　

そ
う
だ
ね
。
工
業
製
品
が
ア
ノ
ニ
マ
ス
・
デ
ザ
イ
ン

注
1　

チ
ャ
ー
ル
ズ
＆
レ
イ
・
イ
ー
ム

ズ
（C

harles &
 R

ay E
am

es

）

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
建
築
家
、
映
像
作
家
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
は
一
九
〇
七
年
ア
メ
リ
カ
、

ミ
ズ
ー
リ
州
（
〜
一
九
七
八
年
）、
レ

イ
は
一
九
一
二
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

生
ま
れ
（
〜
一
九
八
八
年
）。
チ
ャ
ー

ル
ズ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
に
て
構
造

工
学
を
学
び
、
後
に
建
築
オ
フ
ィ
ス
を

設
立
。 

そ
の
後
研
究
生
と
し
て
招
か
れ

た
ク
ラ
ン
ブ
ル
ッ
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
レ

イ
と
会
い
、M

oM
A

の
「
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
コ
ン
ペ
」
で
エ
ー

ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
と
共
に
プ
ラ
イ
ウ
ッ

ド
チ
ェ
ア
で
最
優
秀
賞
受
賞
。
結
婚
後
、

共
同
で
成
型
合
板
の
研
究
を
開
始
。
戦

時
中
は
添
え
木
や
担
架
、
飛
行
機
の
パ

ー
ツ
な
ど
も
製
作
し
た
。
一
九
四
六
年

に
発
表
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
の
チ
ェ

ア
は
「
世
紀
の
チ
ェ
ア
」
と
絶
賛
さ
れ
、

そ
の
後
も
彼
ら
は
素
材
を
プ
ラ
イ
ウ
ッ

ド
か
ら
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
、
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
、
ア
ル
ミ
を
使
用
す
る
こ

と
で
快
適
で
洗
練
さ
れ
た
彼
ら
の
理
想

の
形
を
実
現
し
、
大
量
生
産
を
可
能
に

し
た
。

注
2　

エ
グ
ジ
ッ
ト
・
メ
タ
ル
・
ワ
ー

ク
・
サ
プ
ラ
イ

一
九
九
六
年
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、

金
属
家
具
・
什
器
製
作
所
と
し
て
発
足
。

ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
を

は
じ
め
、
ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
、
金
属

家
具
・
什
器
の
製
造
を
手
掛
け
る
ク
リ

エ
ー
タ
ー
集
団
。
現
在
は
什
器
・
家
具

の
製
造
と
、
さ
ら
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
等
を
主
と
し
て
活
動
。

注
3　

ト
マ
ト
（T

om
ato

）

一
九
九
一
年
イ
ギ
リ
ス
で
設
立
さ
れ
た

デ
ザ
イ
ン
集
団
。
商
業
的
な
広
告
制
作

を
中
心
に
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・

ス
ペ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
等
も
手
掛
け
る

（
ナ
イ
キ
、
ア
デ
ィ
ダ
ス
、
セ
イ
コ
ー
、

カ
シ
オ
等
著
名
企
業
多
数
）。
個
人
個

人
の
作
品
を
発
表
し
続
け
、
制
作
力
を

強
化
し
て
い
る
。

注
4　

ス
ノ
ウ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

（SN
O

W
C

R
A

SH

）

一
九
九
七
年
、
ミ
ラ
ノ
の
家
具
見
本
市

サ
ロ
ー
ネ
サ
テ
ラ
イ
ト
で
、
他
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
合
同
で
開

い
た
展
示
会
。
一
九
九
八
年
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
投
資
会
社
プ
ロ
ヴ
ェ
ン
タ
ス

が
レ
ー
ベ
ル
の
権
利
を
買
収
し
、
二
〇

〇
〇
年
に
は
プ
ロ
ヴ
ェ
ン
タ
ス
傘
下
で

ア
ル
テ
ッ
ク
の
一
部
の
ブ
ラ
ン
ド
と
い

う
扱
い
に
な
っ
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
成
立
せ
ず
に
二
〇
〇
三
年
解
散
。
参

加
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、
そ
の
後
も

個
々
の
活
動
を
続
け
て
い
る
。

注
5　

ヴ
ァ
ル
ヴ
ォ
モ

（V
A

LV
O

M
O

）

ヘ
ル
シ
ン
キ
工
科
大
学
で
共
に
建
築
を

学
ん
だ
男
性
八
名
に
よ
り
一
九
九
三
年

に
設
立
さ
れ
た
、
国
際
的
に
活
躍
す
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
建
築
／
デ
ザ
イ
ン
集

団
。
九
七
年
の
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
に
お

い
て
他
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
と
合
同
で
開
い
た
展
示
会

「SN
O

W
C

R
A

SH

」
で
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
。
建
築
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
で

活
動
す
る
中
で
、
特
に
照
明
の
デ
ザ
イ

ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

注
6　

ミ
ク
シ
ィ
（m

ixi

）

二
〇
〇
四
年
二
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
た
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
構
築
す
る
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
一

つ
。
特
定
の
話
題
に
つ
い
て
共
通
の
関

心
を
持
つ
人
々
が
情
報
を
共
有
で
き
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』
機
能
が
あ
る
。
二

〇
〇
六
年
に
は
五
六
〇
万
人
以
上
の
参

加
者
、
九
〇
万
以
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

一
日
二
億PV

と
い
う
圧
倒
的
な
規
模

を
誇
り
、
ユ
ー
ザ
ー
一
人
あ
た
り
の
滞

在
時
間
で
は
国
内
首
位
に
な
っ
た
。
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（
注
11
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
う
一
度
デ
ザ
イ
ン
に
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
手
触
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
デ
ザ
イ
ン
は

様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
も
の
」
と
い
う
考
え
方
も
あ

る
け
ど
、
僕
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
答
え
は
出
せ
な
い
と
思

う
。
例
え
ば
器
で
あ
れ
ば
機
能
的
の
た
め
に
薄
い
ほ
う
が
い
い

と
か
強
度
も
必
要
と
か
、
用
途
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
答
え
は

出
せ
て
も
、
そ
れ
は
ト
ー
タ
ル
な
解
答
で
は
な
い
気
が
す
る
。

　

そ
れ
で
、
僕
ら
が
ど
う
し
て
地
方
の
工
芸
品
や
ク
ラ
フ
ト
に

惹
か
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
き
ち
ん
と
人
の
手
が
携
わ
っ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
単
純
に
手
づ
く
り
に
よ
る
温
か
み
と

か
だ
け
で
は
な
く
て
、「
安
心
」
だ
っ
た
り
「
安
全
」
だ
っ
た

り
「
信
用
」
だ
っ
た
り
ね
。

中
原　
　

確
か
に
。
イ
ー
ム
ズ
が
「
あ
る
問
題
に
対
す
る
解
決

手
段
の
一
つ
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
用
い
る
」
と
言
っ
て
い
て
、

僕
は
自
分
が
家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
に
、

必
ず
こ
の
言
葉
を
頭
に
浮
か
べ
る
よ
う
し
て
い
ま
す
。
自
分
の

デ
ザ
イ
ン
に
、
よ
い
工
芸
が
持
っ
て
い
る
健
康
的
な
部
分
が
作

用
し
て
、
前
に
進
む
た
め
の
解
決
策
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

僕
は
沖
縄
の
器
が
す
ご
く
好
き
で
、
あ
る
と
き
窯
元
を
い
ろ

い
ろ
回
っ
て
地
元
の
工
芸
家
と
話
を
し
て
、
自
分
た
ち
の
作
品

カ
タ
ロ
グ
を
見
せ
た
ら
、「
す
ご
く
か
っ
こ
い
い
け
ど
、
鹿
児

島
で
つ
く
っ
て
い
る
の
に
風
土
感
が
な
い
よ
ね
」
と
言
わ
れ
て
、

ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
は
服
部
君
が
言
っ
た
よ
う
に
、
薄
く
て
軽
い
だ
と

か
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

こ
だ
わ
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
の
と
き
を
機
に
も
の
づ
く
り
の
考

え
方
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
民
藝
運
動
の
こ
と
も
詳
し
く
調

べ
る
よ
う
に
な
っ
た
し
。
デ
ザ
イ
ン
の
効
能
っ
て
、
そ
の
あ
た

り
に
あ
る
か
な
と
思
っ
て
。

服
部　
　
「
風
土
」
っ
て
重
要
か
も
ね
。
も
の
が
生
ま
れ
る
必

然
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
風
土
に
し
か
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
民
俗
や
風
習
に
、
信
用

で
き
る
ピ
ュ
ア
で
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
も
の
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

が
宿
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

例
え
ば
山
に
す
ご
く
お
い
し
い
山
菜
が
生
え
て
い
て
、
普
通

な
ら
ば
竹
籠
を
担
い
で
採
り
に
行
く
け
ど
、
そ
こ
の
山
の
山
菜

は
繊
細
で
竹
籠
だ
と
傷
が
つ
い
た
り
し
て
灰
汁
が
出
て
お
い
し

く
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
そ
の
と
き
に
竹
籠
で
は
な
く
て
新
し
い

絹
の
袋
が
、
そ
の
山
の
山
菜
の
た
め
に
生
ま
れ
て
く
る
と
。
そ

の
袋
は
そ
こ
の
風
土
に
馴
染
ん
だ
も
の
で
、
生
ま
れ
る
理
由
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
。
だ
か
ら
「
正
し
い
か
た
ち
」
だ
と
。

　

み
ん
な
ね
、
地
方
で
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、

す
ぐ
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
」
っ
て
言
っ
て
し
ま
う
け
ど
、

あ
れ
は
必
ず
し
も
問
題
解
決
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
思
う
。
例

え
ば
僕
が
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
で
す

よ
ね
」
と
言
っ
た
ら
、「
じ
ゃ
あ
コ
ン
セ
プ
ト
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
」
と
な
る
。
で
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
つ
く
る
も
の
で
は
な

く
て
、
拾
い
出
す
も
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
が
風
土
の
中
に
ど
の

よ
う
に
眠
っ
て
い
る
か
。
産
地
の
歴
史
の
中
で
埋
も
れ
て
い
る

の
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
、
正
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
見
つ
け
方

じ
ゃ
な
い
か
な
。
そ
れ
さ
え
見
つ
か
れ
ば
そ
れ
を
適
正
に
デ
ザ

イ
ン
し
て
あ
げ
ら
れ
る
し
、
そ
れ
に
伴
っ
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　

同
じ
価
値
観
の
も
の
づ
く
り
で
、

　

世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
く

中
原　
　

い
ま
、
服
部
君
が
「
拾
い
出
す
」
と
言
っ
た
け
ど
、

僕
も
最
近
ル
ー
ツ
探
し
み
た
い
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
そ
も

そ
もLandscape Products

は
鹿
児
島
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
家

注
7　

養
老
孟
司（
よ
う
ろ
う
た
け
し
）

解
剖
学
者
。
一
九
三
七
年
鎌
倉
市
生
ま

れ
。
東
京
大
学
医
学
部
卒
。
東
京
大
学

に
て
解
剖
学
者
と
し
て
任
官
。
脳
関
係

の
解
剖
体
験
や
脳
外
科
的
見
地
か
ら
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
を
人
は
考
え
て
、
そ

れ
は
ど
う
現
代
社
会
に
影
響
し
て
い
る

か
を
研
究
。
人
は
人
と
な
ぜ
わ
か
り
合

え
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
本
質
を

突
い
た
『
バ
カ
の
壁
』
は
、
四
〇
〇
万

部
の
超
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
。
現
在
、

北
里
大
学
大
学
院
教
授
。
東
京
大
学
名

誉
教
授
。

注
8　

Playm
ountain

（
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
） 

二
〇
〇
五
年
にLandscape Products

が
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ

ッ
プ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
だ
け
で
な
く
、

ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
モ
ダ
ン
フ
ァ

ニ
チ
ャ
ー
や
一
点
も
の
の
装
飾
的
な
オ

ブ
ジ
ェ
、
現
代
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る

プ
ロ
ダ
ク
ツ
や
工
芸
品
な
ど
イ
ン
テ
リ

ア
に
関
連
し
た
小
物
や
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

も
充
実
し
て
い
る
。

注
9　

民
藝
（
み
ん
げ
い
）

『
民
衆
的
工
芸
』
の
略
語
。
一
九
二
五

年
に
柳
宗
悦
を
中
心
と
し
、
陶
芸
家
河

井
寛
次
郎
、
濱
田
庄
司
ら
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
た
造
語
で
、
一
般
の
民
衆
が

日
々
の
生
活
に
必
要
と
す
る
品
の
こ
と

を
指
す
。
木
喰
仏
や
日
常
的
な
工
芸
品

な
ど
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
日
本
の
造
形
に
着
目
し
、
日

本
各
地
の
民
藝
調
査
と
蒐
集
に
よ
る
民

藝
運
動
を
実
践
し
た
。
柳
は
民
藝
に
見

ら
れ
る
特
性
と
し
て
、
実
用
性
、
無
銘

性
、
複
数
性
、
廉
価
性
、
労
働
性
、
地

方
性
、
分
業
性
、
伝
統
性
、
他
力
性
を

挙
げ
、民
藝
美
の
内
容
を
『
無
心
の
美
』

『
自
然
の
美
』『
健
康
の
美
』
で
あ
る
と

説
明
し
て
い
る
。
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具
を
つ
く
っ
て
い
る
の
に
、
鹿
児
島
に
売
る
場
所
が
な
い
の
は

お
か
し
い
な
と
思
っ
て
シ
ョ
ッ
プ
『D

W
ELL Playm

ountain

（
デ
ュ
エ
ル
・
プ
レ
イ
マ
ウ
ン
テ
ン
）』
を
オ
ー
プ
ン
し
て
、
こ

こ
一
年
く
ら
い
か
な
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
人
と
会
っ
た
り
、

薩
摩
焼
の
歴
史
を
調
べ
た
り
し
て
、
す
ご
く
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
代
も
僕
自
身
も
そ
う
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
差
し
掛
か
っ
て
い

る
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
る
。

　

今
回
の
展
示
品
の
中
に
林
檎
の
形
を
し
た
シ
ュ
ガ
ー
ポ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
僕
の
鹿
児
島
め
ぐ
り
で
も
ら
っ
た
ご

縁
が
き
っ
か
け
で
生
ま
れ
た
も
の
で
、
薩
摩
焼
の
中
で
も
苗
代

川
焼
に
あ
る
窯
元
・
沈
壽
官
（
注
12
）
の
陶
器
で
す
。
沈
壽
官
は

豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
の
頃
に
島
津
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
か
ら

連
れ
て
こ
ら
れ
た
陶
工
で
す
。
そ
こ
か
ら
一
五
代
目
に
当
た
る

方
か
ら
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
薩
摩
焼
の
技
法
を
使
っ
て
新
し

い
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
な
の
だ
け
ど
、
沈
壽

官
の
こ
と
を
司
馬
遼
太
郎
の
本
な
ど
で
知
っ
て
い
く
と
、
自
分

が
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
歴
史
の
あ
る
会
社
だ
し
、

先
方
に
も
僕
ら
が
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
拒
否
感
が

あ
っ
て
悩
ん
で
い
た
。
で
も
あ
る
と
き
、
キ
ム
・
ヘ
ギ
ョ
ン
さ

ん
と
い
う
陶
芸
家
と
ロ
ン
ド
ン
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
て
、
彼
女

の
器
に
ほ
れ
込
ん
で
い
て
一
緒
に
仕
事
を
す
る
う
ち
に
、
彼
女

の
お
父
さ
ん
が
法
政
大
学
で
沈
壽
官
の
研
究
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
の
縁
を
つ
な
げ
て
、
キ
ム
さ
ん
が
沈
壽
官
の
新

し
い
器
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
そ
ん
な
ふ
う
に
縁
を
つ
な
げ
る
も

の
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
と
東
京
と
い
う
二
つ
の
土
地
を
抱
え
た
い
ま
、
改
め

て
服
部
君
に
聞
き
た
い
の
だ
け
ど
、graf

の
登
場
が
面
白
か
っ

た
の
は
、い
き
な
り
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
誌
『W

allpaper

（
注

13
）』
に
掲
載
さ
れ
た
り
し
て
い
て
、
大
阪
と
ロ
ン
ド
ン
を
行
き

来
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
か
ら
。
い
ま
ま

で
当
時
の
こ
と
を
聞
く
機
会
が
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
様
子
だ
っ

た
の
か
な
？

服
部　
　

単
純
に
東
京
よ
り
も
ロ
ン
ド
ン
の
仕
事
の
ほ
う
が
先

に
来
た
か
ら
ね
。
は
じ
め
か
ら
自
分
た
ち
が
思
っ
て
い
る
も
の

づ
く
り
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
、
日
本
国
内
で
探
す
の

は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ね
。
だ
か
ら
ま
ず

は
自
分
た
ち
の
セ
ン
ス
を
表
現
し
て
み
よ
う
と
、
シ
ョ
ッ
プ
や

カ
フ
ェ
や
工
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
、
大
阪
で
「
こ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
ん
で
す
」
っ
て
手
を
あ
げ
た
。

　

も
し
こ
れ
に
共
感
し
て
く
れ
る
人
が
世
界
中
に
い
る
と
し
た

ら
、
そ
の
人
た
ち
と
ど
う
や
っ
て
長
く
生
き
て
い
く
か
を
考
え

た
ほ
う
が
い
い
っ
て
思
っ
て
い
た
気
が
す
る
。
そ
し
た
ら
イ
ギ

リ
ス
か
ら
『W

allpaper

』
が
来
て
く
れ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
仕
事

の
依
頼
が
来
て
、
そ
の
お
か
げ
で
中
之
島
に
事
務
所
を
持
っ
た
。

意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
け
ど
ね
。

中
原　
　

僕
は
東
京
に
出
た
け
ど
、
三
年
前
か
ら
『
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
フ
ェ
ア
（
注
14
）』

に
招
待
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
で
も
そ
こ
で
は
、
日

本
で
の
も
の
の
売
り
方
や
伝
え
方
が
な
か
な
か
通
用
し
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
家
具
や
食
器
の
サ
イ
ズ
が
違
っ
た
り
す
る
し
、

日
本
だ
と
カ
ト
ラ
リ
ー
は
ば
ら
ば
ら
に
売
る
こ
と
が
多
い
け
ど
、

向
こ
う
だ
と
セ
ッ
ト
で
売
る
と
か
。
そ
う
い
う
ズ
レ
を
感
じ
な

が
ら
参
加
し
続
け
る
こ
と
で
気
付
い
た
こ
と
は
、
も
の
の
見
せ

方
も
大
事
だ
け
ど
、
流
通
の
仕
組
み
も
ト
ー
タ
ル
で
デ
ザ
イ
ン

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
一
昨
年
か
ら
服
部
君
のgraf

に
も
参
加
し
て
も
ら
っ

て
、『For Stockists E

xhibition

』
と
い
う
試
み
を
は
じ
め
ま
し

た
。
一
般
の
人
は
入
れ
な
い
バ
イ
ヤ
ー
向
け
の
ク
ラ
フ
ト
シ
ョ

ー
で
、
三
年
前
は
個
人
も
含
め
て
七
社
く
ら
い
、
そ
の
翌
年
に

F/style

の
二
人
に
も
声
を
か
け
て
、
一
八
社
く
ら
い
集
め
て

徐
々
に
ひ
ろ
が
っ
て
、
今
年
は
池
袋
の
自
由
学
園
明
日
館
（
注

15
）
と
い
う
、
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
（
注
16
）
の
歴
史
的

な
建
物
で
、
三
七
社
に
な
っ
た
。
会
場
が
狭
か
っ
た
の
に
何
千

人
も
人
が
集
ま
っ
て
盛
況
で
し
た
。

服
部　
　

あ
の
シ
ョ
ー
が
よ
か
っ
た
の
は
、
単
に
使
っ
て
も
ら

う
人
た
ち
の
関
係
性
だ
け
で
は
な
く
て
、
同
じ
も
の
づ
く
り
の

考
え
方
を
刺
激
し
た
り
共
有
し
あ
え
る
仲
間
た
ち
と
の
出
会
い

の
場
に
な
っ
て
い
た
じ
ゃ
な
い
？　

中
原　
　

そ
う
だ
ね
。
し
か
も
み
ん
な
地
域
性
が
に
じ
み
出
て

い
た
。
そ
れ
も
す
ご
く
面
白
い
と
思
っ
て
い
て
、
例
え
ば
北
欧

や
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
仕
入
れ
て
売
っ
て
い
る
人
も
い

る
け
ど
、
そ
の
土
地
固
有
の
も
の
づ
く
り
に
自
覚
を
持
っ
た
人

た
ち
も
た
く
さ
ん
出
展
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ

れ
も
た
だ
単
純
に
地
方
の
伝
統
工
芸
の
も
の
を
ア
レ
ン
ジ
す
る

の
で
は
な
く
て
、
若
い
人
た
ち
が
一
生
懸
命
に
「
そ
の
土
地
の

お
店
」
と
し
て
新
し
い
形
を
模
索
し
て
い
る
感
じ
が
い
い
。
少

し
悶
々
と
し
な
が
ら
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ね
。
そ
れ
が
す
ご

く
い
い
収
穫
だ
っ
た
と
思
っ
て
ま
す
。

服
部　
　

も
の
づ
く
り
を
根
本
的
に
つ
く
り
変
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
っ
て
す

ご
く
未
来
が
あ
る
と
思
う
。
単
に
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
な
も

の
に
囲
ま
れ
た
生
活
よ
り
も
、
も
う
ち
ょ
っ
と
デ
ザ
イ
ン
に

「
人
」
に
ち
か
い
感
触
を
求
め
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ね
。

　

ま
だ
僕
ら
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

っ
て
、
同
じ
よ
う
な
想
い
を
抱
え
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る

だ
ろ
う
か
ら
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
ら
れ
た
ら
い
い
。
さ
っ

き
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
話
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も
、
今
日
の
こ
の

会
や
『For Stockists E

xhibition

』
み
た
い
な
場
に
来
て
、
手

を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
と
思
う
。
そ
う
す
れ
ば
デ
ザ
イ

ン
を
通
し
て
理
解
し
合
え
る
人
た
ち
と
出
会
い
、
一
緒
に
生
き

て
い
く
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
ね
。

注
10　

ト
ッ
ト
リ
ノ
ス
ス
メ

鳥
取
の
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
者
、

若
手
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
運
営
す
る
イ
ベ
ン
ト
。
二
〇

〇
八
年
一
一
月
三
日
か
ら
一
二
月
七
日

ま
で
開
催
さ
れ
た
。

注
11　

ア
ノ
ニ
マ
ス
・
デ
ザ
イ
ン

特
別
な
芸
術
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ

っ
て
い
な
い
無
名
・
匿
名
の
デ
ザ
イ
ン

の
こ
と
。
つ
く
り
手
の
美
学
や
必
要
の

な
い
意
匠
を
取
り
去
っ
た
、
機
能
性
と

実
用
性
を
追
求
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
理
想

と
す
る
。
商
業
主
義
に
偏
重
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
プ
ロ
ダ

ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
柳
宗
理
が
提
唱
。

注
12　

沈
壽
官
（
ち
ん
じ
ゅ
か
ん
）

現
在
ま
で
一
五
代
に
わ
た
っ
て
、
伝
統

的
な
薩
摩
焼
の
名
品
を
つ
く
り
続
け
て

い
る
窯
元
。「
壽
官
陶
苑
収
蔵
庫
」
で

は
代
々
の
作
品
を
公
開
し
て
い
る
。

注
13　

W
allpaper

（
ウ
ォ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
）

一
九
九
六
年
に
創
刊
さ
れ
た
、
イ
ギ
リ

ス
の
代
表
的
な
デ
ザ
イ
ン
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
誌
。
様
々
な
分
野
に
お
け
る
デ
ザ

イ
ン
の
リ
ソ
ー
ス
的
存
在
と
し
て
、
世

界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に

愛
さ
れ
て
い
る
。

注
14　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
フ
ェ
ア

（N
YIG

F

）

北
米
最
大
の
日
用
品
ギ
フ
ト
分
野
の
専

門
見
本
市
。
毎
年
夏
と
冬
の
二
回
開
催

し
て
お
り
、
展
示
面
積
は
東
京
ド
ー
ム

の
約
五
倍
。
主
会
場
の「
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・

セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か
、
客
船
用
の
屋
内

桟
橋
「
ピ
ア
」
と
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
別

会
場
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
」
の
三
箇
所

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
出
展
者
は
米
国

企
業
が
中
心
だ
が
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
欧
州
か
ら
の

出
展
も
多
い
。
出
展
効
果
が
高
く
評
判

の
良
い
展
示
会
で
あ
る
た
め
、
ブ
ー
ス

確
保
は
極
め
て
難
し
い
。

注
15　

明
日
館
（
み
ょ
う
に
ち
か
ん
）

一
九
二
一
年
に
自
由
学
園
の
校
舎
と
し

て
建
設
。
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ

ト
と
遠
藤
新
の
共
同
設
計
。
一
九
三
四

年
に
自
由
学
園
が
南
沢
に
移
転
し
て
か

ら
は
、
明
日
館
は
主
と
し
て
卒
業
生
の

事
業
活
動
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
一
九

九
七
年
、
国
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受

け
る
。

注
16　

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

(Frank Lloyd W
right

）

建
築
家
。
一
八
六
七
年
ア
メ
リ
カ
の
ウ

ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
生
ま
れ
（
〜
一
九
五

九
年
）。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、ミ
ー
ス
・

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ
と
並
ぶ
二
〇

世
紀
の
三
大
建
築
家
の
一
人
。
一
八
九

三
年
建
築
家
と
し
て
シ
カ
ゴ
で
独
立
。

一
貫
し
て
自
然
と
建
築
の
共
存
を
提
唱

し
、
有
機
的
建
築
を
数
多
く
残
し
た
。

代
表
作
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
グ
ッ
ゲ
ン

ハ
イ
ム
美
術
館
や
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア

州
の
カ
ウ
フ
マ
ン
邸
（
落
水
荘
）
な
ど
。

建
物
や
住
居
だ
け
で
な
く
、
家
具
や
テ

キ
ス
タ
イ
ル
、
照
明
や
カ
ト
ラ
リ
ー
、

さ
ら
に
は
景
観
ま
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

全
体
と
し
て
統
一
し
た
創
造
姿
勢
は
デ

ザ
イ
ン
の
領
域
を
押
し
広
げ
、
二
〇
世

紀
の
建
築
と
装
飾
芸
術
の
発
展
に
深
遠

な
影
響
を
与
え
た
。
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学
生
時
代
の
「
心
残
り
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た

宮
本　
　

続
い
て
の
ト
ー
ク
に
は
、
本
学
卒
業
生
の
デ
ザ
イ
ン

ユ
ニ
ッ
ト
・F/style

（
エ
フ
ス
タ
イ
ル
）
の
お
二
人
を
お
迎
え

し
ま
す
。
五
十
嵐
恵
美
さ
ん
と
星
野
若
菜
さ
ん
で
す
。
お
二
人

は
生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
卒
業
生
で
、
現
在
は
出
身
地
で
も
あ

る
新
潟
市
内
に
事
務
所
を
構
え
、
地
場
産
業
と
連
携
し
た
も
の

づ
く
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
商
品
企
画
か
ら
流
通
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
を
ま
と
め
た
『
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
』
を
出
版

さ
れ
、
そ
の
地
場
の
つ
く
り
手
と
生
活
者
を
丁
寧
に
仲
介
す
る

ス
タ
イ
ル
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
中
原
慎
一

郎
さ
ん
と
服
部
滋
樹
さ
ん
の
対
談
を
聞
か
れ
た
感
想
か
ら
伺
い

た
い
の
で
す
が
。

星
野　
　

私
た
ち
は
お
互
い
新
潟
出
身
で
、
高
校
時
代
か
ら
の

付
き
合
い
で
す
。
い
ま
は
新
潟
を
拠
点
に
し
て
い
て
、
基
本
的

に
つ
く
り
手
と
開
発
し
た
商
品
を
、
全
国
の
お
店
に
扱
っ
て
い

た
だ
き
、
注
文
の
あ
っ
た
商
品
を
卸
し
て
い
く
と
い
う
「
流
通

＋
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

売
り
手
や
つ
く
り
手
の
方
た
ち
と
も
深
い
人
間
関
係
を
築
い

て
か
ら
商
品
化
に
至
る
と
い
う
独
自
な
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い
る

関
係
上
、
様
々
な
縁
に
導
か
れ
て
、
本
当
に
そ
れ
だ
け
を
信
じ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
今
日
の
こ
の
ト
ー
ク
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
、
普
段
か
ら
お
仕
事
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
中
原
慎
一

郎
さ
ん
や
服
部
滋
樹
さ
ん
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
こ
の

山
形
と
い
う
土
地
に
来
て
い
た
だ
い
た
こ
と
自
体
が
ま
ず
あ
り

が
た
く
、
う
れ
し
い
で
す
。
で
す
か
ら
、
お
二
人
の
対
話
を
そ
の

ま
ま
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
形
で
話
を
進
め
て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
在
学
中
に
産
学
協
同
（
注
1
）

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
て
、
山
形
の
中
小
企
業
一

五
社
く
ら
い
と
学
生
ス
タ
ッ
フ
六
名
で
、
学
生
側
が
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
を
企
業
に
提
案
し
、
企
業
か
ら
は
技
術
を
提
供
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
職

人
さ
ん
や
経
営
者
の
方
々
と
お
話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
た
ち
が
、
地
方
で

ど
の
よ
う
な
仕
事
し
て
い
る
の
か
を
知
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
山
形
県
の
製
造
メ
ー
カ
ー
が
、
都
心
に
住
む
有
名
デ

ザ
イ
ナ
ー
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
依
頼
す
る
場
合
、
高
い
デ

ザ
イ
ン
料
を
支
払
え
ば
商
品
は
生
ま
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
あ

と
の
流
通
に
関
し
て
は
つ
く
り
手
に
託
さ
れ
る
の
で
、
工
場
は

完
成
し
た
製
品
の
「
よ
さ
」
を
理
解
し
き
れ
な
い
ま
ま
、
自
社

の
商
品
と
し
て
売
り
方
を
開
拓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

地
方
で
も
の
づ
く
り
を
し
な
が
ら
、
全
国
各
地
の
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
お
店
を
知
り
、
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
す
。
学
生
な
が
ら
も
つ
く
り
手
さ
ん
た
ち
と
の
話
し
合
い
の

中
で
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
知
っ
た
こ
と
で
、
地
方
の
地
場
産

業
に
一
時
的
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
関
わ
っ
て
も
の
づ
く
り
を
す
る

と
き
の
矛
盾
を
感
じ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
産
学
協
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
あ
く
ま
で
大
学
内

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
、
そ
の
矛
盾
を
学
生
で
あ
る
私
た
ち
が

引
き
受
け
、
販
売
ま
で
請
け
負
う
こ
と
は
そ
の
当
時
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
感
じ
た
心
残
り
が
い
ま
の

F/style

の
仕
事
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
卒
業
し
て

す
ぐ
に
、
人
脈
も
経
験
も
な
い
状
態
で
し
た
が
、
そ
の
割
り
切

れ
な
い
気
持
ち
を
「
相
手
も
人
だ
か
ら
伝
わ
る
は
ず
」
と
い
う

ま
っ
た
く
楽
天
的
な
気
持
ち
で
、
ま
ず
は
穂
積
繊
維
工
業
さ
ん

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
手
が
け
た
犬
の
マ
ッ
ト
『H

O
U

SE
 

（D
oggy m

at

）』
を
カ
ー
ト
に
く
く
り
つ
け
て
、
表
参
道
を

ガ
ラ
ガ
ラ
引
っ
張
っ
て
行
商
し
て
い
ま
し
た
。

五
十
嵐　

行
商
に
出
た
経
験
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

F/style
エ
フ
ス
タ
イ
ル

五
十
嵐
恵
美
（
い
が
ら
し
え
み
）
一
九

七
八
年
、星
野
若
菜
（
ほ
し
の
わ
か
な
）

一
九
七
九
年
、
と
も
に
新
潟
県
生
ま
れ
。

二
〇
〇
一
年
に
東
北
芸
術
工
科
大
学
生

産
デ
ザ
イ
ン
学
科
（
現
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ

ザ
イ
ン
）
卒
業
後
、
新
潟
市
に
て
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
「F/style

（
エ
フ
ス
タ
イ

ル
）」
を
開
設
。
新
潟
の
地
場
産
業
を

中
心
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
提
案
か
ら
販
路

の
開
拓
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
。
主
な

仕
事
は
、
山
形
の
月
山
緞
通
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
ト
に
よ
る
マ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ
や
、

新
潟
の
伝
統
工
芸
品
シ
ナ
織
り
の
バ
ッ

グ
等
。
伝
統
産
業
が
次
世
代
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
へ
溶
け
込
む
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
と
、
高
い
品
質
の
商
品
を
提
供
し
て

い
る
。
二
〇
〇
八
年
に
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
ま
と
め
た
『
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕

事
』（
ア
ノ
ニ
マ
・
ス
タ
ジ
オ
）
を
刊
行
。

http://www.fstyle-web.net/

幸
せ
の
等
分
を
可
能
に
す
る

「
も
の
づ
く
り
」の
循
環

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る  『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

グ
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
種
を
ま
く vol.2―

―

著
書「
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
」で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

F/style

（
五
十
嵐
恵
美
＋
星
野
若
菜
）   

聞
き
手
＝

宮
本
武
典
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し
て
い
ま
す
ね
。

『
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
』
の
帯
に
は
「
二
人
の
女
性
が
は
じ

め
た
／
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
軌
跡
と
想
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、

僕
は
こ
の
本
を
、「
も
の
づ
く
り
の
い
ま
」
を
通
し
て
、
日
本

の
手
仕
事
の
原
型
を
拾
い
集
め
て
い
く
、
ま
さ
に
民
俗
学
者
の

紀
行
文
の
よ
う
に
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
前
の
ト
ー

ク
で
、graf

の
服
部
滋
樹
さ
ん
が
話
し
て
い
た
「
埋
も
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
を
、
も
う
い
ち
ど
掘
り
返
す
」
行
為
を
、F/style

は
実
践
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

五
十
嵐　

商
売
に
は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な

い
け
ど
、
商
品
を
取
り
巻
く
情
感
と
い
う
か
風
景
や
歴
史
、
も

の
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々
の
人
生
を
大
切
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
つ
く
り
手
の
生
活
や
環
境
か
ら
私
た

ち
が
受
け
る
豊
か
な
気
持
ち
を
商
品
と
と
も
に
伝
え
ら
れ
た
ら

い
い
と
思
う
か
ら
で
す
。

星
野　
　

そ
う
い
っ
た
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
背
景
を
ま

っ
た
く
無
視
し
た
か
た
ち
で
、F/style

の
デ
ザ
イ
ン
活
動
を
平

面
的
に
切
り
取
ら
れ
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
商
品
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る

の
で
は
な
く
て
、
そ
の
「
出
口
」
の
あ
り
か
た
を
常
に
考
え
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
商
品
が
生
ま
れ
て
か
ら
お
客
さ
ん
の
手
に

届
く
ま
で
の
そ
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
が
循
環
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
を
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
部
分
だ
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
一
番
い
い
の
は
今
回
の
よ
う
に
「
本
」
と
い
う
メ
デ
ィ

ア
で
私
た
ち
の
地
域
で
の
実
体
験
を
伝
え
る
と
か
、
こ
う
し
た

会
で
、
言
葉
で
ち
ゃ
ん
と
一
人
ひ
と
り
、
誰
か
一
人
で
も
い
い

の
で
す
け
れ
ど
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
す
ね
。

宮
本　
　

一
つ
の
商
品
を
生
み
出
す
プ
ロ
セ
ス
に
様
々
な
人
た

ち
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
中
でF/style

だ
け
が
突
出
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
は
仕
事
を
は
じ
め
た
と
き
か

ら
持
っ
て
い
た
の
で
す
か
？

　
五
十
嵐　

最
初
か
ら
そ
こ
ま
で
気
付
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

で
す
ね
。
ま
ず
つ
く
り
手
が
い
て
、
自
分
た
ち
が
商
品
開
発
の

企
画
を
お
手
伝
い
し
て
、
そ
の
販
売
を
お
願
い
す
る
シ
ョ
ッ
プ

が
あ
っ
て
、
購
入
い
た
だ
く
お
客
様
が
い
て
…
と
い
う
、
商
品

を
め
ぐ
る
循
環
を
よ
い
状
態
に
保
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
試
行
錯
誤
す
る
過
程
で
自
然
に
見
え

て
き
た
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　

も
う
ち
ょ
っ
と
前
の
話
か
ら
す
る
と
、F/style

が
例
え
ば
靴

下
を
手
が
け
る
場
合
で
も
、
は
じ
め
に
靴
下
工
場
を
探
す
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
も
の
づ
く
り
は
い
つ
も
つ
く
り
手
さ
ん
と
の
ご

縁
と
い
う
か
、
自
然
に
出
会
う
こ
と
で
は
じ
ま
り
ま
す
。
自
分

た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
工
場
に
行
っ
て
か
ら
探
し
て
い
く
。
訪

ね
た
現
場
で
、
も
と
も
と
そ
の
工
場
な
り
会
社
が
や
り
た
か
っ

た
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
、
最
終
的
に
は
彼
ら
の
技
術
と
、F/

style

の
も
の
づ
く
り
、
そ
し
て
経
営
を
支
え
る
市
場
と
の
、
ち

ょ
う
ど
い
い
「
落
と
し
ど
こ
ろ
」
を
考
え
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
の
で
す
。

星
野　
　

あ
と
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
自
分
た

ち
も
き
ち
ん
と
手
を
動
か
す
こ
と
で
す
ね
。
工
場
か
ら
あ
が
っ

て
き
た
商
品
を
丁
寧
に
検
品
し
て
か
ら
、
つ
く
り
手
の
歴
史
や

商
品
の
特
徴
を
込
め
た
タ
グ
を
手
づ
く
り
し
て
取
り
付
け
て
い

ま
す
。
印
刷
は
手
差
し
の
コ
ピ
ー
や
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン

タ
ー
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
で
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
商

品
に
私
た
ち
の
手
な
り
愛
情
な
り
を
か
け
て
、
実
際
に
使
っ
て

も
ら
う
人
の
手
元
ま
で
見
届
け
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
言
葉
で
、
工
場
の
背
景
も
踏
ま
え
て
話
す
こ
と
で
、

実
際
に
商
品
の
よ
さ
が
売
り
手
の
方
々
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
が

実
感
で
き
ま
し
た
。
製
造
現
場
や
事
務
所
に
ば
か
り
こ
も
っ
て
、

商
品
企
画
や
納
品
作
業
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、

も
の
を
手
に
取
る
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
姿
を
直
接
に
見
た
り
接
し

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
状
況
で
も
の
ご
と
を
捉
え
る
感
覚
を
養
え

る
場
に
、
自
分
達
を
さ
ら
す
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
場
で
得
ら
れ
た
声
は
商
品
に
関
わ
っ
た
み
ん
な
で
共
有

す
る
べ
き
で
、
そ
う
し
た
体
験
の
豊
か
さ
が
結
果
的
に
よ
い
も

の
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

星
野　
　

中
原
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
も
行
商
時
代
で
す
ね
。
は

じ
め
てPlaym

ountain

に
行
っ
た
と
き
、
中
原
さ
ん
は
い
ら
っ

し
ゃ
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
プ
の
方
に
見
て
い
た
だ

い
て
。
い
ま
だ
っ
た
ら
と
て
も
で
き
な
い
よ
う
な
、「
知
ら
な

い
力
」
だ
け
が
頼
り
で
…
。 

　

自
分
た
ち
に
は
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
く
り
手

さ
ん
の
技
術
に
は
す
ご
く
自
信
が
あ
っ
た
し
、
彼
ら
の
魂
を
後

ろ
に
背
負
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
頼
り
で
し
た
。
で
も
歩
く
こ

と
で
、
例
え
ば
中
原
さ
ん
の
よ
う
に
商
品
を
扱
っ
て
く
だ
さ
る

人
た
ち
と
出
会
っ
て
、
そ
の
目
線
に
も
育
て
ら
れ
て
い
く
の
で
、

私
た
ち
の
仕
事
は
ほ
ん
と
う
に
「
歩
い
て
、
見
て
、
聞
い
た
」

も
の
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。 

　
『
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
』
で
伝
え
た
か
っ
た
こ
と

宮
本　
　

以
前
お
二
人
は
宮
本
常
一
（
注
2
）
が
書
い
た
「
民
俗

学
の
旅
（
注
3
）」
に
影
響
を
受
け
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
が
、
い
ま
の
星
野
さ
ん
の
「
歩
く
・
見
る
・
聞
く
」
と
い
う

言
葉
は
、
そ
の
宮
本
が
監
修
し
た
日
本
観
光
文
化
研
究
所
の
機

関
誌
『
あ
る
く
・
み
る
・
き
く
』
と
ま
さ
に
直
接
的
に
リ
ン
ク

©F/style, Yoichi Nagano, anonima studio

宮
本
武
典

T
akenori M

iyam
oto

一
九
七
四
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
武
蔵
野

美
術
大
学
大
学
院
造
形
研
究
科
絵
画
専

攻
修
了
。
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
の

教
員
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
で
教
職
に
就
い
た
後
、
パ
リ

国
際
芸
術
家
都
市
（
フ
ラ
ン
ス
）
で
の

滞
在
研
究
、
原
美
術
館
学
芸
部
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
経
て
、
現
在
、
東
北
芸
術
工

科
大
学
主
任
学
芸
員
。
同
大
美
術
館
大

学
構
想
室
で
地
域
密
着
型
の
展
覧
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

／
ア
ー
ト
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
す

べ
て
の
企
画
を
手
が
け
る
。

注
1　

産
学
協
同

産
学
協
同
教
育
の
こ
と
。
学
内
に
お
け

る
勉
強
と
学
外
に
お
け
る
実
習
等
に
よ

る
職
務
経
験
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
教

育
法
。
ア
メ
リ
カ
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

注
2　

宮
本
常
一
（
み
や
も
と
つ
ね
い

ち
）

民
俗
学
者
。
一
九
〇
七
年
山
口
県
生
ま

れ
（
〜
一
九
八
一
年
）。
一
九
二
九
年

天
王
寺
師
範
学
校
卒
業
。
小
学
校
の
教

師
と
し
て
働
い
た
の
ち
民
俗
学
に
関
心

を
持
ち
、
一
九
三
三
年
、
雑
誌
『
口
承

文
学
』
を
発
刊
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

沢
田
四
郎
作
の
大
阪
民
俗
談
話
会
に
参

加
。
一
九
三
九
年
に
は
上
京
し
て
渋
沢

敬
三
主
催
の
『
ア
チ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ゼ

ア
ム
』
に
入
り
、
後
の
日
本
民
族
文
化

研
究
所
で
日
本
各
地
の
民
俗
調
査
を
す

る
。
主
な
著
作
に
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本

人（
一
九
八
四
年
）』、『
民
俗
学
の
旅（
一

九
九
三
年
）』
等
が
あ
り
、『
宮
本
常
一

全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

注
3　

民
俗
学
の
旅
（
宮
本
常
一
著　

講
談
社
学
術
文
庫　

一
九
九
三
年
）

生
涯
に
わ
た
り
全
国
を
く
ま
な
く
歩
き

つ
づ
け
た
著
者
の
、
幼
少
年
時
代
の
生

活
体
験
や
美
し
い
故
郷
の
風
光
と
祖
先

の
人
た
ち
、
そ
し
て
柳
田
國
男
や
渋
沢

敬
三
な
ど
優
れ
た
師
友
の
回
想
を
ま
じ

え
な
が
ら
、
そ
の
体
験
的
実
験
的
踏
査

が
克
明
に
綴
ら
れ
て
い
る
。 
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そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、F/style

の
市
場
は
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
な
視
点
で
も
の
の
価
値
を
判
断
す
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
、
細
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
デ
ィ
テ
ー
ル
は
、
工

場
の
人
た
ち
に
要
求
す
る
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
実
際
に

手
を
動
か
す
こ
と
で
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
の
で
す
。
手
間
は
か

か
り
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
で
つ
く
り
手
と
も
近
く
な
れ
る
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
を
意
図
的
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
新
商
品
開
発
の
リ
ス
ク
を
等
分
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
し
。
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
商
品
に

愛
情
を
か
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
シ
ョ
ッ
プ
で
商
品
を

丁
寧
に
扱
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
売
っ
て
い
た
だ
い
た
り
と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

宮
本　
　

そ
れ
だ
け
愛
情
を
こ
め
て
商
品
や
つ
く
り
手
さ
ん

た
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
と
、
売
っ
て
も
ら
う
シ
ョ
ッ
プ
と
の

関
係
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
ね
。

星
野　
　

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
い
ま
、
取
引
の
依
頼
は
多

い
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
ずF/style

は
私
た
ち
二
人
だ
け
で
動
か
し
て
い
る
た

め
、
お
の
ず
と
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
シ
ョ
ッ
プ
は
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
と
き
に
お
店
の
規
模
や
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

有
名
で
あ
る
と
か
は
重
要
で
は
な
く
て
、
お
店
の
方
と
腹
を

割
っ
て
話
し
合
え
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
い
て
い
け
る
か
が

大
切
で
。
た
だ
、
そ
の
こ
だ
わ
り
がF/style

の
エ
ゴ
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
、
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン
や
規
格
に
無
理
を
か
け

る
の
も
嫌
な
の
で
す
が
…
。
そ
こ
は
バ
ラ
ン
ス
で
す
が
、
二

人
で
悩
み
な
が
ら
か
た
ち
を
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

宮
本　
　

社
員
を
雇
っ
て
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
的
に
商
品
を
生

産
し
、
高
ま
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
受
注
体
制
を
拡
大
し
て
い

く
こ
と
と
、
お
二
人
が
や
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ス
は
ま
っ
た
く
相

反
す
る
も
の
で
す
。
も
の
づ
く
り
が
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
化
す
る

こ
と
で
何
が
失
わ
れ
る
と
お
考
え
で
す
か
？

星
野　
　

そ
も
そ
も
私
た
ち
の
器
が
大
き
く
な
い
の
で
、
誰
か

を
雇
っ
た
り
す
る
と
そ
ち
ら
に
気
が
と
ら
れ
て
、
も
の
づ
く
り

の
順
番
が
逆
に
な
る
気
が
す
る
の
で
す
。
例
え
ば
さ
っ
き
話
し

て
い
た
タ
グ
だ
っ
て
印
刷
会
社
に
発
注
す
れ
ば
も
っ
と
楽
で
す

が
、
ど
う
し
て
も
ロ
ッ
ト
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
。
す
る
と

そ
の
タ
グ
の
枚
数
分
の
商
品
を
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
頭
が
痛
く
な
る
（
笑
）。
本
来
、
も
の
づ
く
り
の
過
程
で

失
っ
て
は
な
ら
な
い
心
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
簡
単
に
惑
わ
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
あ
く
ま
で
身
の
丈
に
あ
っ
た
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

　

今
回
、『
エ
フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
』
を
出
版
し
た
の
は
、
私
た

ち
が
そ
う
い
っ
た
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
限
定
を
抱
え
込
ん
で
い

る
の
で
、本
を
通
し
て「
こ
ん
な
仕
事
の
か
た
ち
も
あ
る
よ
」
と

い
う
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
事
業
規

模
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
ど
、
本
の
中
でF/style

の
や
り
方
は
全
部
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
そ
の
結
果
い
ろ
い
ろ
な

土
地
で
私
た
ち
の
よ
う
な
活
動
が
ポ
コ
ポ
コ
と
生
ま
れ
て
き
た

ら
、
た
ぶ
ん
地
域
は
も
っ
と
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

新
潟
で
の
暮
ら
し
か
ら
、
も
の
づ
く
り
を
考
え
る

宮
本　
　

ア
ノ
ニ
マ
・
ス
タ
ジ
オ
（
注
4
）
の
丹
治
史
彦
さ
ん
と

一
緒
に
大
学
の
僕
の
デ
ス
ク
を
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
て
、
出
版
の

計
画
を
は
じ
め
て
伺
っ
た
の
が
三
年
前
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
じ

っ
く
り
時
間
を
か
け
て
本
づ
く
り
が
進
ん
で
い
っ
て
、
写
真
は

長
野
陽
一
（
注
5
）
さ
ん
、
装
丁
は
山
口
信
博
（
注
6
）
さ
ん
が
手

が
け
て
い
て
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
々
が

お
二
人
の
も
の
づ
く
り
の
姿
勢
に
共
感
し
、『
エ
フ
ス
タ
イ
ル

の
仕
事
』
を
支
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
造
本
も
美
し
い
の

で
す
が
、
こ
の
本
の
魅
力
を
特
に
際
立
た
せ
て
い
る
の
は
、
つ

く
り
手
さ
ん
へ
の
お
二
人
の
愛
情
や
尊
敬
、
そ
し
て
「
力
に
な

り
た
い
」
と
い
う
想
い
で
し
た
。
地
方
の
地
場
産
業
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

星
野　
　

私
た
ち
は
い
ま
、
新
潟
や
山
形
に
あ
る
一
四
の
会
社

と
お
付
き
合
い
し
て
い
ま
す
が
、
実
感
と
し
て
日
本
の
も
の
づ

く
り
っ
て
、
は
っ
き
り
言
っ
て
気
力
で
持
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
こ
と
で
も
ど
か
し
い
思
い
も
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
下
請
け
仕
事
の
商
品
は
、
上
代
を
設
定
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
原
価
が
も
う
決
ま
っ
て
い
る
中
で
製
造
側
が
コ
ス
ト
を

抑
え
る
た
め
に
、
品
質
を
妥
協
し
た
り
手
間
を
省
い
た
り
し
て

い
く
。
そ
の
結
果
、
高
い
技
術
を
持
っ
て
い
る
職
人
さ
ん
な
り

会
社
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
出
せ
な
い
よ
う
な
市
場
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
らF/style

の
も
の
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
は
、
上
代
設

定
か
ら
は
入
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
売
値
は
大
体
イ
メ
ー
ジ
し

て
進
め
ま
す
が
、
基
本
は
つ
く
り
手
さ
ん
た
ち
の
手
間
賃
を
た

た
か
な
い
よ
う
に
し
て
、
こ
ち
ら
も
技
術
を
知
る
こ
と
で
、
価

格
を
調
整
で
き
る
工
夫
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
制
約
で

も
あ
り
ま
す
が
、
ち
ゃ
ん
と
市
場
も
喜
び
、
工
場
も
う
ま
く
回

る
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
私
た
ち
の
「
デ
ザ
イ

ン
」
に
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を

感
じ
る
部
分
で
す
。

宮
本　
　

一
つ
の
商
品
の
か
た
ち
を
見
栄
え
よ
く
整
え
る
こ
と

が
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
い
ろ
い
ろ

な
関
係
も
含
め
て
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
か
な
い
と
、
幸
せ
の
等
分

注
4　

ア
ノ
ニ
マ
・
ス
タ
ジ
オ

Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
出
版
の
『
ご
は
ん
と
く
ら

し
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
レ
ー
ベ
ル
。
生

活
書
を
中
心
に
出
版
し
て
い
る
。
代
表

は
丹
治
史
彦
。

注
5　

長
野
陽
一（
な
が
の
よ
う
い
ち
）

写
真
家
。
一
九
六
八
年
福
岡
県
生
ま
れ
。

多
摩
美
術
大
学
絵
画
科
卒
業
後
、
一
九

九
八
年
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ガ
ー
デ
ン
主

催
の
公
募
展
『
人
間
の
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
お
い
て
、
沖
縄
、
奄
美
諸
島
の

島
々
に
住
む
一
〇
代
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

写
真
『
シ
マ
ノ
ホ
ホ
エ
ミ
』
の
シ
リ
ー

ズ
を
発
表
。
全
六
回
の
写
真
展
と
し
て

展
開
す
る
。
以
後
、
写
真
家
と
し
て
精

力
的
に
活
動
を
続
け
、『
シ
マ
ノ
ホ
ホ
エ

ミ
』（
二
〇
〇
一
年
）、『
島
々
』（
二
〇

〇
四
年
）、『why you are not alone.

』

（
二
〇
〇
五
年
）
を
刊
行
。

注
6　

山
口
信
博
（
や
ま
ぐ
ち
の
ぶ
ひ

ろ
）

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
一
九
四
八
年

千
葉
県
生
ま
れ
。
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
中
退
。
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、
コ
ス
モ

Ｐ
Ｒ
を
経
て
独
立
。
主
な
仕
事
と
し
て

は
、
住
ま
い
の
図
書
館
『
住
ま
い
学
大

系
』
全
一
〇
〇
冊
の
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、

鹿
島
出
版
会
の
雑
誌
『
Ｓ
Ｄ
』
の
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
Ｓ
Ｄ
選
書
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
著
書
に
『
白
の
消
息
』（
二

〇
〇
六
年
、ラ
ト
ル
ズ
）。
共
著
に
『
礼

の
か
た
ち
』『
折
る
、
贈
る
。』（
共
に

二
〇
〇
三
年
、
ラ
ト
ル
ズ
）、『
半
紙
で

折
る
折
形
歳
時
記
』（
二
〇
〇
四
年
、

平
凡
社
）。
現
在
有
限
会
社
山
口
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
代
表
、
折
形
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
主
宰
。

©F/style, Yoichi Nagano, anonima studio
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が
可
能
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
ス
ト
レ
ス
の
な

い
も
の
づ
く
り
と
い
う
か
…
。

星
野　
　

そ
う
で
す
。
私
た
ち
の
仕
事
は
製
造
側
の
気
持
ち
も

体
験
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
商
品
を
売
っ
て
い
く
人
た
ち

の
、
自
分
の
お
金
を
払
っ
て
そ
れ
を
仕
入
れ
る
リ
ス
ク
も
感
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
お
客
さ
ん
と
し
て

こ
の
値
段
でF/style

の
商
品
を
買
う
こ
と
で
、
実
際
に
使
っ

て
満
足
い
た
だ
け
た
か
ど
う
か
、
常
に
自
分
た
ち
を
実
験
台
に

し
て
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
工
場
の
つ
く
り
手
さ
ん
た
ち
の
反
応
は
気
に
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な
い
な
ぁ
」
と
い
う

も
の
は
、
わ
か
っ
て
も
ら
う
ま
で
形
を
つ
め
た
り
し
ま
す
ね
。

あ
と
家
族
を
は
じ
め
、
自
分
の
ま
わ
り
の
様
々
な
世
代
の
人
た

ち
に
「
こ
れ
は
ど
う
？
」
っ
て
、
サ
ン
プ
ル
の
段
階
で
聞
い
て

み
ま
す
。
せ
っ
か
く
つ
く
る
な
ら
普
遍
的
な
も
の
を
求
め
た
い

気
持
ち
が
あ
る
の
で
。

宮
本　
　

お
二
人
は
こ
う
し
た
展
示
会
も
含
め
て
、
日
本
各
地

を
よ
く
旅
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
え
て
新
潟
に
拠
点
を
置
く
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

五
十
嵐　

地
方
で
生
活
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
で
す

が
、
そ
の
土
地
で
き
ち
ん
と
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
は
目
が
澄

ん
で
い
て
、
あ
ま
り
適
当
な
こ
と
に
騙
さ
れ
な
い
し
、
芯
が
通

っ
て
い
る
の
で
、
自
分
た
ち
が
納
得
い
か
な
い
商
品
を
出
し
て

も
実
際
に
売
れ
な
い
の
で
す
ね
。
と
て
も
厳
し
い
評
価
を
い
た

だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
す
。
地
域
に
根
付
く
っ
て
す
ご
く
時
間

が
か
か
る
こ
と
で
す
か
ら
、
結
果
を
出
す
こ
と
を
決
し
て
急
い

で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
ん
な
が
心
地
よ
い
場
所
と
い
う
か
、
さ
っ
き
の
上
代
設
定

の
話
も
そ
う
で
す
が
、
み
ん
な
が
納
得
す
る
「
も
の
の
落
と
し

ど
こ
ろ
」
は
必
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
を
時
間
が
か
か
っ
て
も
見
つ

け
て
い
く
挑
戦
は
や
め
た
く
な
い
で
す
ね
。

宮
本　
　

学
生
時
代
に
出
会
っ
た
産
学
協
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

がF/style

結
成
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
は
じ
め
に
伺
い
ま
し
た

が
、
い
ま
、
山
形
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
い
る
若
い
人
た
ち
に

先
輩
の
お
二
人
か
ら
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

星
野　
　

は
い
。
私
た
ちF/style

の
仕
事
の
原
点
は
、
山
形
に

あ
る
こ
の
大
学
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
ま
ず
、
み
な
さ
ん

が
こ
う
し
て
都
会
で
は
な
く
地
方
の
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
勉
強

し
て
い
る
こ
と
を
、
宝
の
よ
う
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
環
境
で
き
ち
ん
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、
自

然
と
社
会
に
対
す
る
お
か
し
な
と
こ
ろ
と
か
矛
盾
に
気
付
い
て

い
く
の
で
。

　

例
え
ば
、
産
学
協
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
参
加
し
て
も

の
づ
く
り
の
現
場
に
出
て
い
く
と
、「
こ
れ
は
嫌
だ
」
と
か
、「
こ

れ
は
お
か
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
き
っ
と
生
ま
れ
て
く
る
は

ず
。「
大
学
」
っ
て
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
な
い
環
境
だ
か
ら
、

時
代
や
社
会
へ
の
疑
問
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
妥
協
す

る
の
で
は
な
く
若
さ
故
の
純
粋
さ
を
大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

五
十
嵐　

私
は
大
き
な
志
も
な
く
こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
の
で

す
が
、
そ
の
根
っ
こ
に
は
学
生
時
代
に
地
場
産
業
の
工
場
を
訪

ね
た
と
き
の
「
こ
う
い
う
技
術
が
あ
る
ん
だ
」
と
い
う
感
動
と

か
、
つ
く
り
手
さ
ん
た
ち
の
人
生
観
を
聞
い
た
り
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
の
感
動
は
い
ま
に
な
っ
て
も
薄
れ
な
い

の
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
を
一
生
の
仕
事
に
選
ん
だ
と
き
、
何
を
豊

か
に
思
う
か
、
楽
し
く
思
う
か
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

星
野　
　

あ
と
は
き
れ
い
ご
と
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
自
分
に
と
っ
て
大
事
な
人
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
で
、

そ
の
人
を
裏
切
れ
な
く
な
る
こ
と
っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自

分
が
傷
つ
か
な
い
関
係
を
増
や
し
て
い
く
よ
り
も
、
リ
ス
ク
も

抱
え
な
が
ら
、
一
人
で
も
二
人
で
も
深
く
関
係
を
結
べ
る
人
と

知
り
合
う
こ
と
で
、
そ
の
人
の
デ
ザ
イ
ン
は
育
て
ら
れ
る
気
が

し
て
い
て
い
ま
す
。
傷
つ
け
た
く
な
い
人
を
増
や
す
こ
と
で
ど

ん
ど
ん
も
の
づ
く
り
が
ス
ト
イ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
く
か
ら
、
そ

こ
と
戦
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
。
こ
れ
も
と
て
も
大

事
で
す
ね
。

宮
本　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
最
後
の
質
問

で
す
。
こ
の
先
、F/style

の
仕
事
は
ど
の
よ
う
展
開
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
？

五
十
嵐　

二
人
の
規
模
で
や
る
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
で
し

ょ
う
ね
。
と
に
か
く
続
け
て
い
く
こ
と
。
こ
れ
が
一
時
的
な
も

の
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
な
ら
意
味
を
成
さ
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

星
野　
　

女
性
な
の
で
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
は
仕
事
に
影
響

す
る
で
し
ょ
う
ね
。
私
は
主
婦
な
の
で
、
家
族
と
の
時
間
や
子

ど
も
の
こ
と
な
ど
、
自
分
の
生
活
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、

規
模
は
小
さ
く
な
っ
て
も
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
二
人

だ
か
ら
そ
う
し
た
わ
が
ま
ま
も
言
え
る
の
で
す
が
。
私
た
ち
自

身
の
生
活
を
豊
か
に
し
な
い
と
い
い
商
品
は
生
ま
れ
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
生
活
が
か
わ
っ
て
も
、
人
間
の
暮
ら
し
に
と
っ

て
本
当
に
リ
ア
ル
に
必
要
な
も
の
っ
て
か
わ
ら
な
い
と
思
う
。

そ
れ
をF/style

は
提
案
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

©F/style, Yoichi Nagano, anonima studio
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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
孕
む
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

坂
東　
　

こ
ん
に
ち
は
。
坂
東
慶
一（
＊
1
）
で
す
。『
デ
ザ
イ
ン

の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』
で
は
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
東
北

芸
術
工
科
大
学
の
産
学
協
同
の
実
例
を
ま
と
め
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
『
デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
（D

ESIG
N

 FA
R

M

）』（
注
1
）
の
基

本
設
計
を
手
が
け
ま
し
た
。

『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』
は
、
展
示
、
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
、
ウ
ェ
ブ
の
三
つ
の
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

地
域
に
お
い
て
デ
ザ
イ
ン
や
も
の
づ
く
り
が
「
社
会
に
役
立
つ

知
恵
」
と
し
て
、
人
々
に
自
覚
的
に
活
用
さ
れ
て
い
く
た
め
の

方
法
を
、
様
々
な
交
流
や
研
究
成
果
の
共
有
を
通
し
て
探
っ
て

い
く
た
め
の
試
み
で
す
。
こ
こ
ま
で
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

お
話
い
た
だ
い
た
中
原
慎
一
郎
さ
ん
、
服
部
滋
樹
さ
ん
、
そ
し

てF/style

の
お
仕
事
は
、
地
域
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
つ

な
が
り
方
と
い
う
点
で
、
僕
た
ち
教
員
や
学
生
に
と
っ
て
か
な

り
参
考
に
な
る
、
刺
激
的
な
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
と
な
る
こ
の
時
間
は
、
本
日
の
ゲ
ス
ト

ス
ピ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
う
一
度
舞
台
に
あ
が
っ
て
い
た
だ

い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
個
々
の
お
話
を
つ
な
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
世
田
谷
美
術
館
館
長

で
美
術
評
論
家
の
酒
井
忠
康
（
＊
2
）
さ
ん
と
、
情
報
デ
ザ
イ
ン

学
科
教
授
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
に
も
加
わ

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
で
は
は
じ
め
に
酒
井
さ
ん
か
ら
、
今
日
こ

こ
ま
で
の
感
想
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒
井　
　

率
直
に
申
し
上
げ
て
、
今
日
は
と
て
も
感
動
的
な
お

話
を
聞
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
新
し
い
気
付
き
や
言

葉
が
脳
内
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
を
お

話
し
し
た
い
の
で
す
が
、
ま
ず
私
が
敬
愛
し
て
い
る
哲
学
者
の

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
（
注
2
）
が
、「
折
り
紙
」
の
話
を
喩

え
に
、
今
日
の
お
話
に
つ
な
が
る
興
味
深
い
言
葉
を
残
し
て
い

る
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

蕾
は
展
開
す
れ
ば
花
に
な
る
。
し
か
し
、
折
り
紙
の
小
舟
が

展
開
す
れ
ば
単
な
る
平
た
い
紙
に
戻
る
。
こ
の
「
展
開
（
デ
ィ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）」
と
い
う
言
葉
の
両
義
性
を
指
摘
し
た
の

は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
で
し
た
。

　

今
回
の
『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』
は
、
そ
の
「
展

開
」
に
お
い
て
地
域
デ
ザ
イ
ン
は
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
し

て
蕾
を
花
に
す
る
「
展
開
」
が
で
き
る
の
か
？　

そ
の
ヒ
ン
ト

が
提
示
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
一
言
で
い
う
と
、
そ
れ
は
「
共

感
」
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
っ
て

い
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル（
注
3
）」
に
話
が
移
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は

グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
が
融
合
し
た
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
、

三
〇
年
前
に
学
生
運
動
を
や
っ
て
、
左
翼
の
な
り
そ
こ
な
っ
た

我
々
の
世
代
が
考
え
て
い
た
結
論
に
ち
か
い
の
で
す
。
当
時
、

私
た
ち
が
よ
く
話
し
て
い
た
の
は
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
孕

む
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
考
え
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
押
さ
え
つ
け
る
、
あ
る
い
は
抱
え
込

む
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
く
て
ね
。
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、

「
鹿
児
島
や
新
潟
や
山
形
に
い
て
世
界
を
見
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
ね
。
当
時
の
熱
い
議
論
を
、
改
め
て
思
い
出
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。
大
変
う
れ
し
く
、
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

服
部　
　

 「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
孕
む
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
と
い
う
響
き
は
、
僕
に
は
と
て
も
新
し
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

僕
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
社
会
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て

graf

を
つ
く
っ
た
部
分
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
日
本
国
内
だ
け
じ

ゃ
な
く
て
世
界
の
動
き
と
も
連
動
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
だ
っ
た

の
で
す
が
、
結
局
も
の
づ
く
り
は
善
く
も
悪
く
も
そ
ん
な
ふ
う

注
1　

デ
ザ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム

（D
E

SIG
N

 FA
R

M

）

『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』
の

開
催
に
あ
わ
せ
て
、
東
北
芸
術
工
科
大

学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ
た

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
。
産
学
協
同
の
窓
口
と

し
て
東
北
芸
術
工
科
大
学
が
こ
れ
ま
で

実
施
し
て
き
た
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
企

業
や
公
共
機
関
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
産
学
連
携
事
業
）
を
紹
介
し
て
い

る
。
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
坂
東

慶
一
、
企
画
・
編
集
は
宮
本
武
典
。

http://www.tuad.ac.jp/df/

注
2　

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

（W
alter Benjam

in

）

文
芸
評
論
家
。
一
八
九
二
年
ド
イ
ツ
生

ま
れ
（
〜
一
九
四
〇
年
）。
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
ぶ
。

文
化
社
会
学
者
と
し
て
、
史
的
唯
物
論

と
ユ
ダ
ヤ
的
神
秘
主
義
を
結
び
つ
け
た
。

エ
ッ
セ
イ
の
か
た
ち
を
採
っ
た
自
由
闊

達
な
エ
ス
プ
リ
の
豊
か
さ
と
文
化
史
、

精
神
史
に
通
暁
し
た
思
索
の
深
さ
、
二

〇
―
二
一
世
紀
の
都
市
と
人
々
の
有
り

様
を
冷
徹
に
予
見
し
た
よ
う
な
分
析
に

は
定
評
が
あ
る
。
著
書
に
『
ド
イ
ツ
悲

劇
の
根
源
』（
一
九
七
五
年
、
法
政
大

学
出
版
局
）、『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
』

（
一
九
六
九
年
、
紀
伊
國
屋
書
店
）、『
モ

ス
ク
ワ
の
冬
』（
一
九
八
二
年
、
晶
文

社
）、『
子
ど
も
の
た
め
の
文
化
史
』（
一

九
八
八
年
、
晶
文
社
）、『
パ
サ
ー
ジ
ュ

論
』（
一
九
九
三
年
、
岩
波
書
店
）
な

ど
多
数
。

注
3　

グ
ロ
ー
カ
ル

「
現
場
性
」
と
「
地
域
性
」
の
意
味
を

併
せ
持
つ
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
と
、「
全
地

球
性
」
と
い
う
意
味
の
グ
ロ
ー
バ
リ
テ

ィ
を
合
成
し
た
造
語
。
グ
ロ
ー
カ
ル
公

共
哲
学
は
、
各
自
が
生
き
る
そ
れ
ぞ
れ

の
現
場
と
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
諸
問
題
に
取
り
組
む
学
問

を
意
味
す
る
。

共
感
が
つ
な
い
で
い
く

デ
ザ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
北
芸
術
工
科
大
学
で
地
域
デ
ザ
イ
ン
を
語
る  『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク
サ
イ
』

グ
ロ
ー
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
種
を
ま
く vol.3―

―

〝
デ
ザ
イ
ン
力
〞で
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
す

中
原
慎
一
郎
＋
服
部
滋
樹
＋F/style

＋
坂
東
慶
一
＋

酒
井
忠
康
＋
中
山
ダ
イ
ス
ケ
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に
時
代
背
景
に
受
け
身
で
流
さ
れ
て
い
く
。
で
も
、
さ
っ
き
中

原
君
と
の
対
談
で
話
し
て
い
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
価

値
観
の
共
有
の
あ
り
方
は
、「
時
代
」
に
よ
っ
て
束
ね
ら
れ
る

大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
は
な
く
て
、
も
っ
と
多
様
性
の
あ
る
、

ば
ら
ば
ら
の
土
地
で
生
ま
れ
て
い
る
小
さ
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
同

士
の
つ
ら
な
り
で
あ
っ
て
、
二
つ
は
異
な
る
動
き
だ
と
思
う
の

で
す
ね
。
た
ぶ
ん
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
価
値
の
連
動
が
世

界
を
覆
う
、
ま
さ
し
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

く
の
が
理
想
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
十
嵐　

そ
れ
は
私
た
ち
も
感
じ
る
こ
と
で
す
。
先
日
、『
エ

フ
ス
タ
イ
ル
の
仕
事
』
の
出
版
イ
ベ
ン
ト
を
新
潟
で
開
催
し
た

の
で
す
が
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
の
で
す
。
地
元
の
仲
間
と
一

つ
の
場
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
経
験
も
は
じ
め
て
の
こ
と
で
、

そ
の
仲
間
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ナ
ー
も
い
れ
ば
カ
フ
ェ
の
経
営
者
も
い
て
。

星
野　
　

農
家
の
方
と
か
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
る
の
が
上
手

な
お
客
さ
ん
と
か
。
彼
ら
と
何
回
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
、

「
新
潟
の
よ
さ
を
新
潟
の
人
に
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
イ
ベ

ン
ト
の
目
的
に
し
ま
し
た
。
会
場
は
北
方
文
化
博
物
館
分
館（
注

4
）
と
い
う
、
曾
津
八
一
（
注
5
）
が
亡
く
な
る
前
に
住
ん
で
い
た

歴
史
的
な
建
物
を
お
借
り
し
て
、
二
日
間
で
三
五
〇
人
く
ら
い

地
元
の
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
新
潟
で
暮
ら
し
て
い

る
人
の
リ
ア
ル
な
生
活
が
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で
、
す
ご
く
満
た

さ
れ
た
交
流
の
空
間
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

五
十
嵐　

F/style

の
も
の
づ
く
り
で
は
、
様
々
な
業
種
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
て
も
、
服
部
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
な
価
値
観
に
共
通
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
新
潟
で

の
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
、
い
つ
も
の
も
の
づ
く
り
と
は
違
う
物

事
に
み
ん
な
で
取
り
組
む
と
き
で
も
、
そ
の
共
有
さ
え
あ
れ
ば
、

う
ま
く
回
っ
た
り
、
強
く
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
実
感
し
て
、

す
ご
く
面
白
か
っ
た
の
で
す
。

坂
東　
　

す
ご
く
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
次
々
に
出
て
き
ま
し

た
ね
。
酒
井
さ
ん
の
折
り
紙
の
展
開
の
話
に
つ
な
げ
て
、
僕
な

り
に
こ
こ
ま
で
の
流
れ
を
整
理
す
る
と
、
み
ん
な
が
一
つ
の
折

り
方
で
で
き
た
大
き
な
船
を
つ
く
っ
て
航
海
し
て
い
た
ら
、
バ

ブ
ル
崩
壊
み
た
い
な
何
か
が
起
き
て
沈
没
し
て
全
部
そ
こ
で
終

わ
り
、
で
す
ね
。
で
もgraf

やF/style

の
よ
う
な
、
個
性
豊
か

な
小
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
か
「
船
団
」
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
の
速
度
や
航
路
で
一
つ
の
方
角
に

向
か
っ
て
行
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
ら
、
仮
に
二
、
三
個
が
沈

ん
で
も
他
に
浮
い
て
い
る
の
が
あ
れ
ば
社
会
と
し
て
は
補
完
で

き
る
、
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

服
部　
　

僕
も
「
小
船
化
」
っ
て
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。
港
に

行
け
ば
そ
こ
に
土
地
の
木
や
土
か
ら
成
る
資
材
が
あ
っ
て
、
舟

も
で
き
る
し
、
集
ま
っ
た
み
ん
な
で
船
団
だ
っ
て
組
め
る
。
一

つ
ひ
と
つ
の
小
舟
が
強
け
れ
ば
い
い
。

中
原　
　

う
ち
に
も
社
内
に
活
版
印
刷
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
手
が
け
る
チ
ー
ム
が
い
た
り
、
内
装
の
チ
ー
ム
が
い
た

り
、
家
具
の
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
小
舟
の

よ
う
に
各
チ
ー
ム
で
仕
事
を
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ひ
ろ
げ
て
、

母
体
で
あ
る
会
社
か
ら
離
れ
た
り
戻
っ
た
り
を
繰
り
返
し
て
い

る
う
ち
に
、Landscape Products

の
も
の
づ
く
り
に
新
し
い

価
値
を
加
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い

て
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
蓄
え
た
経
験
や
縁
を
、
会
社
と

い
う
仕
事
の
枠
か
ら
離
れ
た
も
の
づ
く
り
や
、
こ
う
し
た
会
で

表
現
で
き
る
と
も
っ
と
い
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
地
産
地
消
を
考
え
る

坂
東　
　

さ
き
ほ
ど
のF/style

さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞

い
て
い
て
、
す
ご
く
ヘ
ル
シ
ー
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
も
の

づ
く
り
の
成
果
が
自
然
に
土
地
に
還
元
で
き
て
い
る
。
服
部
さ

ん
と
中
原
さ
ん
の
対
話
の
中
で
も
、
山
菜
を
と
り
に
行
く
籠
の

話
﹇
14
頁
﹈
が
面
白
か
っ
た
。
そ
の
場
所
じ
ゃ
な
い
と
成
立
し
な

い
も
の
を
探
し
て
い
く
と
、
そ
の
土
地
固
有
の
カ
タ
チ
を
生
み

出
す
理
由
が
ち
ゃ
ん
と
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。「
デ

ザ
イ
ン
の
地
産
地
消
」
み
た
い
な
考
え
方
で
、
僕
た
ち
は
自
分

が
暮
ら
し
て
い
る
土
地
に
あ
る
も
の
の
成
り
立
ち
に
も
っ
と
意

識
的
で
あ
っ
た
方
が
い
い
で
す
ね
。
中
山
さ
ん
はF/style

の
お

二
人
の
ス
タ
ン
ス
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

中
山　
　

F/style

さ
ん
が
新
潟
で
実
践
し
て
い
る
も
の
づ
く
り

は
、
こ
の
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
は
是
非
こ

う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
僕
ら
の
願
い
を
、
ま
さ
に
体
現
さ
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
仕
事
が
正
し
く
み
ん
な
に
伝
わ
る
た
め
に
、
あ
え
て
危
険
だ

と
思
う
部
分
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ
（
注
6
）
さ
ん
が
デ
ィ
レ
ク
シ

ョ
ン
し
た
日
本
各
地
の
ク
ラ
フ
ト
や
伝
統
工
芸
や
特
産
品
を
集

め
た
デ
ザ
イ
ン
博
覧
会
を
、
銀
座
の
松
屋
で
見
て
き
ま
し
た
。

沖
縄
か
ら
北
海
道
ま
で
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ブ
ー
ス
に
各
地
方

で
つ
く
ら
れ
て
い
る
お
し
ゃ
れ
な
食
品
や
工
芸
品
が
陳
列
さ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
俯
瞰
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
何
だ
か
ど
れ

も
一
緒
に
見
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
い
ま
ま
で
田
舎
っ
ぽ
い

ベ
タ
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
だ
っ
た
商
品
に
、
都
会
的
な
ニ
ュ
ー
デ
ザ

イ
ン
が
貼
り
付
い
た
だ
け
で
さ
ほ
ど
差
は
な
い
。
そ
れ
が
松
屋

に
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、

で
も
こ
れ
、
き
っ
と
地
元
の
人
は
食
べ
た
り
買
っ
た
り
し
て
な

い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
っ
きF/style

さ
ん
が
、
地
元
の
新
潟
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
や

っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
「
東
京
進
出
」
み
た
い
な
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
安
心
し
た
の
で
す
が
、

お
二
人
が
手
が
け
た
マ
ッ
ト
を
、
新
潟
の
人
に
こ
そ
使
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
よ
ね
。
東
京
の
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
並
ぶ
だ

け
で
は
な
く
て
。

　

僕
は
讃
岐
う
ど
ん
の
メ
ッ
カ
の
香
川
県
で
育
っ
た
の
で
す
が
、

絶
対
的
に
地
元
の
う
ど
ん
は
う
ま
い
と
思
っ
て
い
て
、
東
京
で

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
も
讃
岐
人
は
冷
め
て
い
る
。「
こ
の
う
ま
さ

を
全
国
の
人
が
わ
か
る
わ
け
が
な
い
」
と
い
う
感
覚
が
、
ほ
ん

と
う
に
そ
の
土
地
で
愛
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
の
中
に
出
て
行
く
力
に
な
る
と
思
う
。

　
服
部　
　

で
も
お
い
し
か
っ
た
ら
伝
え
た
い
。

中
山　
　

そ
う
、
お
い
し
い
も
の
は
人
に
自
慢
し
た
く
て
し
ょ

う
が
な
い
（
笑
）。

坂
東　
　

そ
の
自
己
肯
定
感
は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
な
？

中
山　
　

や
っ
ぱ
り
関
西
人
だ
か
ら
（
笑
）。

　

地
元
の
人
が
実
際
に
食
べ
た
り
使
っ
た
り
し
て
い
る
素
晴
ら

し
い
も
の
が
、
な
か
な
か
外
に
出
て
行
く
き
っ
か
け
が
つ
か
め

な
い
と
き
、
デ
ザ
イ
ン
が
そ
の
ジ
レ
ン
マ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
あ

げ
ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
で
も
、
そ
の
土
地
に
も
と
も
と
あ

っ
た
も
の
が
、
そ
の
土
地
で
廃
れ
て
い
く
に
は
ど
ん
な
原
因
が

あ
る
の
か
？　

地
元
へ
の
還
元
で
は
な
く
都
会
の
流
行
に
な
び

い
て
、
本
来
の
も
の
づ
く
り
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
地
方

注
4　

北
方
文
化
博
物
館
分
館

一
九
二
八
年
に
建
築
さ
れ
る
。
建
築
は

新
潟
市
の
玉
野
玉
蔵
氏
、
箱
庭
は
後
藤

石
水
氏
の
作
。
館
内
に
は
秋
艸
道
人
の

歌
書
、
良
寛
の
書
を
多
数
展
示
し
て
い

る
。
曾
津
八
一
は
の
こ
の
洋
館
を
、
一

階
は
書
斎
と
応
接
室
、
二
階
を
寝
室
と

し
て
使
用
し
て
い
た
。

注
5　

曾
津
八
一
（
あ
い
づ
や
い
ち
）

東
洋
美
術
史
学
者
・
書
家
・
歌
人
。
一

八
八
一
年
新
潟
市
生
ま
れ
（
〜
一
九
五

六
年
）。
早
稲
田
で
英
文
学
を
学
ん
だ

の
ち
、
坪
内
逍
遥
の
招
き
で
早
稲
田
中

学
校
教
員
と
な
り
、
以
後
文
学
部
講
師
、

高
等
学
院
教
授
を
経
て
文
学
部
教
授
に

就
任
、
美
術
史
を
講
じ
た
。
ま
た
一
九

〇
〇
年
頃
か
ら
越
後
の
俳
壇
を
指
導
し
、

自
ら
も
歌
作
を
は
じ
め
歌
集「
鹿
鳴
集
」

な
ど
多
数
。
書
は
孤
高
蒼
古
の
境
地
を

表
出
し
、
東
洋
文
学
で
は
早
く
か
ら
文

献
と
実
物
と
の
相
関
関
係
を
唱
導
し
、

学
会
を
刺
激
し
た
。
著
書
多
数
。

注
6　

ナ
ガ
オ
カ
ケ
ン
メ
イ

デ
ザ
イ
ナ
ー
。
一
九
六
五
年
北
海
道
生

ま
れ
。
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
原
デ

ザ
イ
ン
研
究
室
（
現
・
研
究
所
）
を
経

て
、drawing and m

anual

を
設
立
。

二
〇
〇
〇
年
「D

&
D

E
PA

R
T

M
E

N
T

 
PR

O
JE

C
T

」
を
開
始
。
二
〇
〇
二
年

よ
り
、「
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
原
点

商
品
・
企
業
だ
け
が
集
ま
る
場
所
」
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
「60V

ISIO
N

（
ロ

ク
マ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
）」
を
発
案
し
、
カ

リ
モ
ク
の
六
〇
年
代
の
廃
番
商
品
を
リ

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
ほ
か
、
一
四
社

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
中
。
二
〇
〇

五
年
、
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
テ

ー
マ
と
し
た
隔
月
刊
誌
「d long life 

design

」
を
創
刊
。
現
在
、
地
場
の
若

い
つ
く
り
手
と
と
も
に
、
日
本
の
デ
ザ

イ
ン
を
正
し
く
購
入
で
き
る
ス
ト
ア
イ

ン
フ
ラ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「N

IPPO
N

 
PR

O
JE

C
T

」
を
四
七
都
道
府
県
に
展

開
中
。
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ト
を
つ
く
れ
ば
生
産
量
も
限
定
で
き
て
、
無
駄
に
も
の
を
つ
く

ら
な
く
て
も
済
む
し
ね
。

中
山　
　

graf 

は
最
初
か
ら
東
京
で
シ
ョ
ッ
プ
展
開
は
し
な
い

で
、
大
阪
の
若
い
子
た
ち
が
川
っ
ぺ
り
の
汚
い
ビ
ル
で
（
笑
）

家
具
を
つ
く
っ
て
ま
す
、
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
大
阪
に
行
っ

た
と
き
に
つ
い
で
に
寄
っ
て
み
た
ら
す
ご
く
面
白
く
て
、
さ
っ

そ
く
注
文
し
た
ら
「
生
産
が
追
い
つ
か
な
い
」
と
か
、
「
半
年

待
ち
」
み
た
い
な
、
え
ら
く
高
尚
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
（
笑
）。

そ
の
と
き
僕
は
、graf 

が
売
っ
て
い
る
の
は
大
阪
人
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
と
思
っ
た
。

　

海
外
の
デ
ザ
イ
ン
の
展
覧
会
を
見
に
行
っ
た
人
は
、
日
本
か

ら
参
加
し
て
い
る
家
具
の
チ
ー
ム
は
当
然
東
京
だ
ろ
う
と
思
っ

た
ら
、
実
は
大
阪
だ
と
い
う
こ
と
に
驚
く
。
ジ
ャ
パ
ン
＝
ト
ー

キ
ョ
ー
み
た
い
な
イ
メ
ー
ジ
を
逆
に
海
外
で
崩
し
て
い
る
わ
け

で
す
よ
ね
。

服
部　
　

な
る
ほ
ど
（
笑
）。

坂
東　
　

ど
こ
か
人
間
く
さ
い
も
の
づ
く
り
の
態
度
が
、graf

やLandscape Products

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
海
外
で
も
き
ち
ん

と
伝
わ
っ
て
い
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
向
こ
う
の
人
は
無

理
を
し
な
い
と
い
う
か
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
尊
重
す
る
か
ら
。

　

例
え
ば
僕
が
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
で
働
い
て
い
た

と
き
、
子
ど
も
が
よ
ち
よ
ち
歩
き
を
は
じ
め
た
ら
、
う
れ
し
く

て
み
ん
な
オ
フ
ィ
ス
に
呼
ん
じ
ゃ
う
。
デ
ス
ク
の
ま
わ
り
を
ぐ

る
ぐ
る
走
り
回
っ
た
り
し
て
邪
魔
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
小
さ

な
存
在
が
自
然
に
あ
る
の
が
社
会
だ
し
、
あ
ま
り
に
も
経
済
活

動
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
し
ま
う
と
ひ
ず
み
が
来
ま
す
よ
ね
。

　

あ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
（
注
7
）
で
有
名
で
、
経
済
的
に
は
必
ず
し
も
成
功
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
人
間
ら
し
さ
を

獲
得
す
る
た
め
の
挑
戦
や
実
験
を
社
会
が
ジ
ャ
ッ
ジ
し
て
選
ん

で
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。
自
分
が
ど
う
あ
れ
ば
幸
せ
に
な
れ

る
の
か
を
我
慢
し
な
い
で
、
声
を
大
に
し
て
行
動
し
て
い
く
と

こ
ろ
が
ね
。

　

均
質
化
す
る
時
代
で
ど
う
生
き
て
い
く
か
？

会
場
か
ら
①　

私
は
大
学
院
で
森
林
資
源
の
利
用
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
森
林
は
よ
り
多
様
な
植
物
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
多
様
性
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
山
だ
け
で
は
な
く
、
町
の
人
と
の
つ
な
が
り
が
山

の
多
様
性
と
同
じ
だ
け
多
様
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
展
開
し
て
い
け
る
の
か
悩
ん

で
い
た
の
で
す
が
、
今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
か
ら
す
ご
く
た

く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
や
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

服
部　
　

す
ご
く
い
い
研
究
テ
ー
マ
だ
ね
。
こ
の
と
こ
ろ
僕
は
、

「
主
婦
と
八
百
屋
の
関
係
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
て
、
こ
れ
が

答
え
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
話
し
て
み
よ
う
か
な
。

　

昔
の
主
婦
は
八
百
屋
さ
ん
に
野
菜
の
旬
や
産
地
、
料
理
法
を

教
え
て
も
ら
っ
て
、
商
品
を
選
ぶ
際
の
価
値
基
準
を
身
に
つ
け

て
い
っ
た
。
そ
の
次
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
現
し
て
、

選
ぶ
能
力
を
持
っ
た
お
客
さ
ん
だ
け
が
、
陳
列
さ
れ
た
中
か
ら

商
品
を
選
択
す
る
と
い
う
価
値
観
に
変
わ
っ
た
。
次
に
量
販
店

が
で
き
て
、
ス
ー
パ
ー
を
同
じ
よ
う
に
大
量
に
あ
る
商
品
の
中

で
、「
い
ち
ば
ん
安
い
も
の
は
こ
れ
で
す
よ
」
と
言
い
出
し
た
。

つ
ま
り
、「
い
ち
ば
ん
安
い
」
こ
と
が
次
の
価
値
観
に
な
っ
た

わ
け
で
す
ね
。
そ
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
で
き
て
、

こ
い
つ
は
売
れ
て
い
る
中
の
一
位
か
ら
三
位
だ
け
を
並
べ
る
よ

の
つ
く
り
手
だ
っ
て
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
で
す
ぐ
商
品
が
古

く
さ
く
な
っ
て
廃
れ
て
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
し
ょ
う
が
な
い
と

い
う
ケ
ー
ス
だ
っ
て
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
だ
か
らF/style

さ

ん
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
そ
の
土
地
に
入
っ
て
、
体
験
し
た
り
学

ん
だ
り
交
流
し
た
り
し
な
が
ら
、「
僕
ら
が
本
当
に
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何
か
」
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
事
で
す

よ
ね
。「
地
方
の
も
の
づ
く
り
万
歳
」
と
い
う
単
純
な
話
で
は

な
く
て
。

中
原　
　

僕
は
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
東
京
と
鹿
児

島
を
、「
都
市
と
地
方
」
と
い
う
対
比
で
見
る
こ
と
な
く
、
柔

軟
に
使
い
分
け
な
が
ら
や
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

と
い
う
の
も
、Landscape Products

と
い
う
会
社
は
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
り
、
親
が
亡
く
な
っ
た
り
と
い
う
個
人
的
な
人
生

の
転
機
に
応
じ
て
動
か
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
故
郷
の

鹿
児
島
に
あ
る
『D

W
ELL Playm

ountain

』
も
、
つ
く
っ
た

き
っ
か
け
は
親
父
の
体
調
が
悪
く
な
っ
て
、
頻
繁
に
帰
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

都
会
で
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
が
、
地
方
の
ピ
ュ
ア
な
も
の

に
触
れ
た
い
と
い
う
想
い
は
確
か
に
あ
っ
て
、
で
も
そ
れ
が
表

面
的
な
ニ
ー
ズ
で
は
な
く
て
、
例
え
ば
僕
の
よ
う
に
人
生
の
変

化
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
故
郷
の
豊
か
な
部
分
に
気
付
い
て
、

そ
れ
で
地
元
の
も
の
づ
く
り
に
注
目
す
る
人
も
い
る
。
東
京
の

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
時
代
の
眼
」
と
い
う
か
、
僕
な
り
の
デ
ザ

イ
ン
観
を
反
映
さ
せ
た
棚
を
つ
く
っ
て
い
る
け
ど
、
鹿
児
島
の

『D
W

ELL Playm
ountain

』
は
、
核
家
族
や
一
人
暮
ら
し
が

中
心
の
東
京
と
違
っ
て
、
親
の
世
代
と
一
緒
の
住
ま
い
方
を
意

識
し
た
デ
ザ
イ
ン
や
食
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

酒
井　
　

さ
っ
き
私
が
「
共
感
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
中
原
さ
ん
が
鹿
児
島
と
東
京
で
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
都
市
と
地
方
と
個
人
的
な
世
界
に
重
ね
合
わ
せ
る
と
い
う

か
、
絶
え
ず
重
層
さ
せ
る
、
そ
こ
に
新
し
い
共
感
を
発
見
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
物
事
を
絶
え
ず
寒
暖
と
か
、
白
黒
と
か
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
か
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
か
い
っ
た
、
あ
る

二
項
対
立
的
な
か
た
ち
に
お
か
な
い
で
、
重
ね
合
わ
せ
る
と
い

う
の
か
な
。
あ
る
い
は
重
層
さ
せ
る
。

五
十
嵐　

そ
の
重
ね
合
わ
せ
る
と
き
に
大
切
な
の
は
、
や
っ
ぱ

り
と
こ
と
ん
人
間
同
士
で
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。F/

style

の
も
の
づ
く
り
も
二
人
の
規
模
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
個

人
的
な
感
覚
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
情
報
は
と
て

も
濃
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
感
情
を
孕
ん
で
い
る
。
そ
こ
を
丁
寧

に
ひ
も
解
い
て
い
く
と
よ
い
解
決
方
法
が
見
つ
か
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
ね
。

星
野　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
「
歴
史
」
っ
て
、
振
り
返
れ
ば

す
ご
く
長
い
時
間
だ
け
ど
、
生
き
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
、
歴

史
か
ら
見
た
ら
粒
の
よ
う
な
一
瞬
の
中
で
ど
う
い
う
光
を
放
つ

か
が
、
結
果
的
に
共
感
を
つ
な
い
で
い
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

坂
東　
　

服
部
さ
ん
は
ど
う
で
す
か
？

服
部　
　

僕
らgraf

は
大
阪
に
い
る
の
で
、
も
ち
ろ
ん
大
阪
の

人
も
シ
ョ
ッ
プ
に
来
て
く
れ
ま
す
け
ど
、
地
元
の
人
の
た
め
に

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
は
薄
い
で
す
。
地
球
の
裏
側
に
同

じ
価
値
観
を
持
っ
た
人
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
人
た
ち
と
も

つ
な
が
り
た
い
と
思
う
。
例
え
ば
ウ
ェ
ブ
の
世
界
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
っ
て
、
世
界
中
を
一
瞬
の
う
ち
に
飛
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
る
け
ど
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
価
値
観
を
共

有
し
た
中
で
体
験
を
共
に
で
き
る
よ
う
な
友
人
を
世
界
に
持
て

た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
の
人
た
ち
の
た
め
にgraf

が
プ
ロ
ダ
ク

注
7　

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

一
人
あ
た
り
が
働
く
時
間
を
減
ら
し
雇

用
を
複
数
の
人
で
分
か
ち
合
う
制
度
。

リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
員
削
減
を
せ
ず
、

各
従
業
員
の
労
働
時
間
を
短
縮
し
人
件

費
を
削
減
す
る
こ
と
で
雇
用
を
確
保
で

き
、
失
業
対
策
や
子
育
て
時
の
雇
用
対

策
に
有
効
と
さ
れ
る
。
欧
米
で
導
入
が

進
ん
で
お
り
、
中
で
も
オ
ラ
ン
ダ
は
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
最
も
成
功
し
た

国
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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う
に
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
僕
ら
は
商
品
を
選
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
て
、
実
は
選
ば
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
言
う
「
多
様
で
あ
る
」
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の

人
の
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
能
力
が
必
要
だ
け
ど
、
き

っ
と
そ
こ
で
欠
落
す
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と
思
う
。

結
局
、
多
様
性
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ト
が
必
要
だ
け
ど
、
そ
れ
に
適
応
で
き

る
人
間
が
果
た
し
て
い
ま
い
る
の
か
な
？　

そ
う
考
え
て
い
く

と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
丁
寧
な
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
い
ち
ば
ん
ち

か
く
に
い
る
人
へ
の
思
い
や
り
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
く
と
か
、

「
多
様
化
」
を
「
単
純
化
」
で
き
な
い
か
な
と
逆
に
思
っ
た
り

し
て
ま
す
。

中
山　
　

ス
ー
パ
ー
と
い
え
ば
、
山
形
は
駅
前
が
す
ご
く
閑
散

と
し
て
い
て
、
人
と
カ
ル
チ
ャ
ー
が
集
ま
る
中
心
は
「
北
ジ
ャ

ス
コ
」
と
「
南
ジ
ャ
ス
コ
」（
笑
）。
要
す
る
に
コ
ン
ビ
ニ
の
で

か
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
ジ
ャ
ス
コ
で
、
最
近
は
ど
の
地
方
都
市
に

行
っ
て
も
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
が
中
心
で
す
よ
ね
。
住
宅
街
の
設

計
ま
で
ジ
ャ
ス
コ
に
シ
フ
ト
し
て
い
て
、
不
動
産
の
チ
ラ
シ
に

も
「
ジ
ャ
ス
コ
至
近
！
」
と
い
う
売
り
文
句
が
で
か
で
か
と
載

っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
は
そ
う
い
う
メ
ガ
カ
ン
パ
ニ
ー
を
デ
ザ
イ
ナ
ー
た

ち
は
毛
嫌
い
し
て
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
手
段
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
の
側
に
立
っ
て
い
ろ
い
ろ
講
じ
る
わ
け
だ
け
ど
、
逆
に
意
気

込
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
コ
ン
ビ
ニ
業
界
や
イ
オ
ン
グ
ル
ー

プ
に
就
職
し
て
、
僕
ら
に
近
い
考
え
方
で
地
方
を
活
性
化
す
る

試
み
を
は
じ
め
て
も
い
い
。
日
本
中
で
ま
っ
た
く
同
じ
カ
ー
デ

ィ
ガ
ン
が
同
時
に
売
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
地
方
文
化
が
恐
ろ

し
く
均
質
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
。

服
部　
　

ま
る
で
デ
ザ
イ
ン
の
同
時
多
発
テ
ロ
や
ね
（
笑
）。

中
山　
　

そ
れ
を
可
能
に
す
る
す
ご
い
流
通
シ
ス
テ
ム
を
持
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
北
ジ
ャ
ス
コ
と
南
ジ
ャ
ス
コ
で
違
い
を
出

し
て
も
い
い
わ
け
だ
し
。

服
部　
　

山
形
南
北
問
題
や（
笑
）。
こ
れ
は
同
時
多
発
テ
ロ
と

し
て
、
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
で
す
よ
。

中
山　
　

締
め
は
「
ジ
ャ
ス
コ
論
」（
笑
）。

坂
東　
　

い
や
い
や
（
笑
）。
こ
の
大
学
の
建
築
・
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
に
は
、
ジ
ャ
ス
コ
の
よ
う
な
郊
外
型
の
巨
大
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
周
辺
の
環
境
に
か
け
る
負
荷
を
研
究
し
て

い
る
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
よ
。
い
ま
、服
部
さ
ん
が
言
っ
た「
選

ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
選
ば
さ
れ
て
い
る
」
状
況
に
対
し
て

生
活
者
と
し
て
自
覚
的
で
あ
り
た
い
で
す
よ
ね
。
プ
ロ
テ
ク
ト

が
何
も
な
い
と
売
り
手
の
論
理
に
飲
み
込
ま
れ
る
だ
け
な
の
で
。

酒
井　
　

も
う
こ
れ
は
ね
、
消
費
を
め
ぐ
る
構
造
が
ど
ん
ど
ん

高
度
化
し
て
い
る
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
。
で
も
私
は
時
代
の
う

ね
り
に
抵
抗
が
で
き
る
の
は
、
こ
う
い
う
美
術
系
大
学
の
学
生

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
学
校
は
み
ん
な
体
制
に
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
を
前
提
に
「
優
秀
」
の
定
義
を
求
め
て
大
学
に
行
く

わ
け
だ
か
ら
。
私
自
身
も
そ
う
で
す
け
ど
美
術
や
デ
ザ
イ
ン
を

専
攻
す
る
人
は
、
あ
る
意
味
で
は
ジ
ャ
ス
コ
の
よ
う
な
巨
大
な

船
に
確
信
犯
的
に
乗
り
遅
れ
た
人
間
な
の
だ
と
自
覚
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
よ
。

　

例
え
ば
こ
の
夏
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
我
々
は
そ
こ
に
は
あ
え
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
な
い
で
、
あ
る

種
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
的
に
頑
張
ろ
う
と
。
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

喜
び
が
ど
ち
ら
が
深
い
か
一
律
に
は
言
え
な
い
で
す
よ
。
学
生

の
み
な
さ
ん
は
一
般
の
公
務
員
の
よ
う
な
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に

な
っ
て
も
い
い
け
ど
、
な
れ
な
く
た
っ
て
い
い
。
い
や
、
な
ら

な
く
て
も
い
い
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
見
え
て
こ
な
い
も
の
が
あ

る
の
で
す
よ
。

会
場
か
ら
②　

僕
は
こ
の
大
学
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
学

ん
で
い
て
、
将
来
は
東
京
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
思
う
一
方
で
、
今
日
の
み
な
さ
ん
の
お
話
か
ら
、

F/style

さ
ん
の
言
う
「
人
と
の
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
と
か
、

地
方
の
お
か
し
な
状
況
と
か
、
デ
ザ
イ
ン
を
と
り
ま
く
価
値
観

の
複
雑
さ
を
知
っ
て
、
山
形
出
身
の
自
分
は
今
後
ど
ん
な
方
向

性
で
経
験
を
積
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
何
か
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

星
野　
　

私
た
ち
は
地
元
の
新
潟
で
、
基
本
的
に
出
荷
な
ど
の

地
味
な
仕
事
を
日
々
コ
ツ
コ
ツ
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
学
生
の

み
な
さ
ん
も
こ
の
大
学
だ
っ
た
り
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
フ
ィ

ー
ル
ド
で
、
目
の
前
に
あ
る
こ
と
を
誠
実
に
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
世
界
が
急
に
開
け
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
日
は
「
地
方
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
た
と
え
話
の
よ
う
な
も
の
で
、
み
な

さ
ん
の
発
言
は
、
別
に
「
地
方
だ
か
ら
こ
う
じ
ゃ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
い
う
話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
で

き
る
こ
と
を
、
そ
の
人
の
持
ち
味
で
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、

自
然
と
大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
く
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

中
原　
　

僕
は
鹿
児
島
の
の
ど
か
な
田
舎
に
生
ま
れ
育
っ
て
、

家
も
自
営
業
で
大
学
も
地
元
だ
っ
た
か
ら
、
都
会
の
価
値
観
に

触
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
鹿
児
島
大
学
で
は
教
育
学
部
に

通
い
ま
し
た
。
親
が
自
営
業
で
苦
労
も
し
て
い
た
の
で
、「
と

に
か
く
先
生
に
な
り
な
さ
い
」
と
。
教
員
免
許
も
と
っ
た
け
ど
、

学
生
時
代
は
何
を
や
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
て
不
安
で

し
た
。
卒
業
後
に
東
京
に
出
た
ら
、
そ
の
反
動
で
知
識
欲
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
て
、
い
ま
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

親
不
孝
な
息
子
で
す
け
ど
、
自
営
業
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
血

は
ず
っ
と
意
識
し
て
い
ま
し
て
、
も
の
を
通
し
て
人
と
接
す
る

こ
と
の
喜
び
が
根
底
に
あ
っ
て
、
自
分
が
扱
う
も
の
に
携
わ
る

人
を
よ
く
し
て
い
け
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法

論
を
ず
っ
と
探
し
て
い
ま
す
。
地
方
と
東
京
と
い
っ
た
場
所
の

違
い
も
、
時
間
が
か
か
る
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
き
っ
と
う
ま

く
付
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

F/style

さ
ん
も
話
し
て
い
た
け
ど
、
若
い
頃
の
「
知
ら
な
い

力
」
っ
て
い
い
な
と
思
う
の
で
す
。
知
ら
な
い
こ
と
で
ほ
っ
た

ら
か
す
の
で
は
な
く
て
、
知
ら
な
い
自
分
を
自
覚
し
て
、
物
事

や
人
と
接
す
る
態
度
は
ど
こ
で
仕
事
を
す
る
に
し
て
も
重
要
な

の
で
。

坂
東　
　

僕
も
今
回
は
い
ろ
い
ろ
学
べ
て
個
人
的
に
す
ご
く
楽

し
か
っ
た（
笑
）。
山
形
で
モ
ヤ
モ
ヤ
と
自
分
な
り
に
デ
ザ
イ
ン

で
検
証
し
て
行
動
し
て
き
た
こ
と
が
、
酒
井
先
生
ふ
う
に
言
え

ば
こ
の
連
続
し
た
ト
ー
ク
の
な
か
で
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
と
い

う
か
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
何
枚
も
重
ね
て
い
く
よ
う

な
感
じ
で
、
自
分
の
立
っ
て
い
る
地
点
の
よ
う
な
も
の
が
座
標

軸
で
見
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
日
は
お
昼
か
ら
長
い

時
間
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
1坂

東
慶
一

K
eiichi Bando 

一
九
六
七
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
。U

niversity of 
W

ashington, A
rt E

xtension course

修
了
（
ア
メ
リ
カ
）。
多
摩
美
術
大
学

美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
修
了
。
通
産

省
主
催
の
コ
ン
ペ
受
賞
に
よ
りR

oyal 
C

ollege of A
rt, Print M

aking C
ourse

（
イ
ギ
リ
ス
）へ
留
学
。
以
後
デ
ザ
イ
ン

環
境
全
体
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
社
会
実

験
を
展
開
。こ
れ
ま
で
に
シ
ア
ト
ル（
ア

メ
リ
カ
）、ロ
ン
ド
ン（
イ
ギ
リ
ス
）、
デ

ン
・
ハ
ー
グ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
居
を
構
え
、

美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
現
地
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
に
勤
務
し
、
実
務
と
教
育
両
面
か

ら
デ
ザ
イ
ン
分
野
を
横
断
的
に
活
動
。

一
九
九
〇
年JA

C
A

日
本
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
展
銅
賞
、
パ
ル
コ
ア
ー
バ

ナ
ー
ト
展
入
選
、「T

H
E

 C
H

O
IC

E

」

特
選
、「A

BSO
LU

T
E

 R
C

A

」
デ
ビ

ッ
ド
ホ
ッ
ク
ニ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ロ
ン

ド
ン
）、
文
化
庁
芸
術
家
在
外
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
選
出
等
、
展
覧
会
、
受
賞
多

数
。
本
展
『
デ
ザ
イ
ン
の
シ
ュ
ウ
カ
ク

サ
イ
』
で
は
コ
ン
セ
プ
タ
ー
・
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担
当
。
現
在
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
学
科
准
教
授
。

＊
2酒

井
忠
康

T
adayasu Sakai

一
九
四
一
年
北
海
道
生
ま
れ
。
世
田
谷

美
術
館
館
長
。
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

美
術
史
科
卒
。
一
九
六
四
年
神
奈
川
県

立
近
代
美
術
館
勤
務
。
一
九
九
二
年
館

長
。
二
〇
〇
四
年
同
館
顧
問
。
世
田
谷

美
術
館
館
長
就
任
、
現
在
に
至
る
。
そ

の
間
、
数
多
く
企
画
展
を
担
当
。
東
北

芸
術
工
科
大
学
大
学
院
客
員
教
授
。
全

国
美
術
館
会
議
理
事
。
美
術
館
連
絡
協

議
会
理
事
長
。
国
際
美
術
評
論
化
連
盟

会
員
。
日
本
近
代
の
美
術
史
に
造
詣
が

深
く
、
芸
術
家
の
風
土
性
や
気
象
を
ベ

ー
ス
に
し
た
美
術
評
論
に
特
色
が
あ
る
。

目
下
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
の
現
状

に
つ
い
て
調
査
中
。
一
九
七
九
年
、『
開

化
の
浮
世
絵
師 

清
親
』（
せ
り
か
書
房
、

一
九
七
八
）
で
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
受

賞
。
八
六
、
八
八
年
ヴ
ェ
ニ
ス
・
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
。
八
九
、

九
一
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
。
主
な
著
書
に
、『
彫

刻
家
へ
の
手
紙
』（
未
知
谷
、
二
〇
〇

三
）、『
海
の
鎖―

描
か
れ
た
維
新
』（
青

幻
舎
、
二
〇
〇
四
）、『
そ
の
年
も
ま
た

―

鎌
倉
近
代
美
術
館
を
巡
る
人
々―

』

（
鎌
倉
春
秋
、二
〇
〇
四
）
な
ど
が
あ
る
。
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＊
1

灯
籠
絵
鑑
賞
会
「
ひ
じ
お
り
の
灯
」

点
灯
期
間
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日

（
日
）〜
八
月
二
〇
日（
水
）一
八
時
三
〇

分
〜
二
〇
時
／
会
場
＝
肘
折
温
泉
地
区

（
温
泉
街
通
り
）
／
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
学
生
・
大
学

院
生
…
大
塚
麻
美
、
加
藤
彩
子
、
古
木

美
智
子
、
松
山
隼
、
須
藤
光
和
、
三
浦

弘
恵
、
栢
谷
め
ぐ
み
、
林
こ
ず
え
、
岩

本
陽
子
、
海
老
名
麻
末
、
柴
野
緑
、
竹

下
修
司
、
土
井
沙
織
、
針
生
卓
治
、
松

浦
翼
、
菊
地
渉
、
鈴
木
邦
之
、
須
藤
詩

織
、
田
中
敦
子
、
戸
村
歩
、
斉
藤
修
、

佐
藤
賀
奈
子
、
立
花
泰
香
、
尾
崎
万
里

奈
、
竹
田
奈
那
、
羽
賀
文
佳
／
洋
画
コ

ー
ス
卒
業
生
有
志
…
佐
藤
真
衣
、
佐
藤

妙
子
、
後
藤
拓
朗
／
特
別
出
品
…
若
月

公
平
﹇
版
画
家
／
東
北
芸
術
工
科
大
学

教
授
﹈
／
灯
籠
制
作
＝
竹
内
昌
義
（
デ

ザ
イ
ン
）、庄
内
木
工
技
術
研
究
会
（
組

子
制
作
・
表
具
）、
下
山
基
行
（
鍛
造

金
具
）、
三
浦
一
之
（
月
山
和
紙
）

　

二
〇
〇
八
年
版「
ひ
じ
お
り
の
灯
」の
点
灯（
＊
1
）

　

約
四
千
人
の
村
民
が
暮
ら
す
、
慎
ま
し
く
美
し
い
村
・
山
形

県
最
上
郡
大
蔵
村
の
、
さ
ら
に
山
の
奥
底
に
「
肘
折
温
泉
」
は

あ
る
。

　

肘
折
は
観
光
を
目
的
と
し
た
温
泉
地
で
は
な
く
、
自
然
と
と

も
に
生
き
る
農
業
中
心
の
暮
ら
し
に
あ
わ
せ
て
、
農
閑
期
に
骨

休
み
を
す
る
「
湯
治
場
」
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
る
。
ま
た
、

月
山
の
登
山
口
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
は
山
岳
信
仰

の
霊
湯
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
で
は
夜
明
け
と
と
も
に
立
つ
朝

市
に
緑
濃
い
山
菜
が
な
ら
び
、
お
年
寄
り
た
ち
が
狭
い
路
地
か

ら
路
地
へ
、
下
駄
を
鳴
ら
し
な
が
ら
の
ん
び
り
と
行
き
交
う
穏

や
か
な
風
情
が
好
ま
れ
て
、
年
間
一
二
万
人
の
湯
治
客
を
迎
え

て
い
る
。

　

肘
折
温
泉
は
二
〇
〇
七
年
の
夏
、
開
湯
か
ら
一
二
〇
〇
年
を

迎
え
た
。
小
さ
な
温
泉
街
に
は
郷
里
の
歴
史
的
な
日
を
祝
う
た

く
さ
ん
の
人
々
が
集
い
、
様
々
な
神
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な

わ
れ
た
が
、
そ
ん
な
中
で
、
温
泉
街
通
り
で
ほ
の
か
に
灯
る
二

三
基
の
灯
籠（
と
う
ろ
う
）が
あ
っ
た
。
こ
の
八
角
の
灯
籠『
ひ

じ
お
り
の
灯
』
は
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
が
推
進
す
る
地
域
活

性
化
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
肘
折
地
区
か
ら
の
要

請
を
受
け
て
制
作
し
た
も
の
だ
。

　

灯
籠
は
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
八
角
形
の

枠
組
み
は
、
庄
内
地
方
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
組
子
の
技
術
で
仕

上
げ
、
紙
は
手
漉
き
の
月
山
和
紙
を
使
用
す
る
な
ど
、
地
元
・

庄
内
地
方
の
職
人
の
手
や
素
材
を
求
め
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
は

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
竹
内
昌
義
教
授
が
担
当
し
、
金

具
の
意
匠
に
は
か
つ
て
肘
折
温
泉
街
を
飾
っ
て
い
た
雲
の
意
匠

を
再
現
し
た
。

　

温
泉
街
で
暮
ら
す
人
々
と
の
交
流
や
、
湯
治
の
伝
統
が
育
ん

だ
肘
折
独
自
の
風
土
感
を
、
現
代
的
な
感
性
で
写
し
と
っ
た
若

者
た
ち
の
灯
籠
絵
は
、
古
の
温
泉
街
の
夜
を
幻
想
的
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
再
生
の
一
つ
の

試
み
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
。

　

し
か
し
、『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
は
、
肘
折
温
泉
へ
の
誘
客
だ

け
を
目
的
と
し
た
「
村
興
し
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
。
東
北

で
芸
術
を
学
ぶ
若
者
た
ち
を
地
域
社
会
と
の
協
同
で
育
て
、
地

域
活
性
化
の
担
い
手
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
、
人
材
育
成
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
も
あ
る
。
そ
の
理
想
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
肘

折
温
泉
に
着
目
し
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
と
の
縁
を
つ
な
い
だ

の
は
、
大
蔵
村
で
民
俗
学
調
査
を
続
け
て
き
た
東
北
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
の
赤
坂
憲
雄
所
長
と
森
繁
哉
教
授
だ
っ
た
。
学
生
た

ち
に
よ
る
現
地
取
材
の
前
に
は
、
一
二
〇
〇
余
年
の
歴
史
を
持

つ
湯
治
場
・
肘
折
温
泉
の
歴
史
や
民
俗
、
自
然
環
境
な
ど
に
つ

い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
両
教
授
に
よ
っ
て
度
々
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

若
者
た
ち
の
肘
折
温
泉
で
の
逗
留
制
作
は
、
ま
だ
雪
の
残
る

初
春
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
肘
折
温
泉
を
訪
れ
た
大
学
院
洋
画
・

日
本
画
コ
ー
ス
有
志
と
卒
業
生
ら
は
、
二
一
軒
の
旅
館
に
分
宿

し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
灯
籠
の

図
案
を
練
っ
た
。
そ
の
と
き
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
か
れ
た
の

は
、
山
菜
や
浴
衣
姿
の
湯
治
客
や
朝
市
の
様
子
な
ど
、
目
に
見

え
る
温
泉
街
の
風
物
だ
け
で
な
く
、
同
地
の
伝
説
や
妖
怪
奇
譚
、

月
山
信
仰
に
基
づ
く
様
々
な
儀
礼
、
銅
山
川
を
流
れ
る
雪
解
け

の
水
音
な
ど
、
肘
折
的
小
宇
宙
を
構
成
す
る
有
形
無
形
の
モ
チ

ー
フ
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
学
生
た
ち
の
地
域
に
向
け
ら
れ
た
眼
差
し
の
多
様

さ
は
、
森
教
授
ら
に
よ
る
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
に
よ
っ
て
喚
起
さ

れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
学
生
た
ち
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
記
録

さ
れ
た
肘
折
の
断
片
は
、
大
学
の
ア
ト
リ
エ
で
岩
彩
、
ア
ク
リ

ル
絵
具
、
銅
版
画
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
様
々
な
素
材
・

技
法
で
仕
上
げ
ら
れ
、
庄
内
地
方
の
建
具
職
人
の
手
で
灯
籠
に

表
装
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
宿
泊
し
た
旅
館
の
軒
先
に
設
置
さ

れ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
度
の
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
は
、
内
閣
府
の
『
地

方
の
元
気
再
生
事
業
』
に
採
択
さ
れ
、
行
政
か
ら
の
支
援
を
受

け
て
初
年
度
よ
り
規
模
を
拡
大
し
て
開
催
さ
れ
た
。
灯
籠
の
個

数
を
増
や
し
、
温
泉
街
の
部
分
的
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
、
旧

郵
便
局
舎
の
再
利
用
な
ど
の
景
観
デ
ザ
イ
ン
、
各
種
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
講
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
実

施
、
グ
ッ
ズ
制
作
な
ど
を
新
た
に
試
み
て
い
る
。

　

ま
た
、
前
年
に
描
か
れ
た
灯
籠
絵
は
木
枠
か
ら
外
し
、
額
装

を
施
し
て
旧
郵
便
局
舎
に
常
設
設
置
し
た
。
毎
年
夏
の
『
ひ
じ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
ひ
じ
お
り
の
灯
二
〇
〇
八
／
活
動
報
告

レ
ポ
ー
ト
＝

宮
本
武
典

灯
籠「
ひ
じ
お
り
の
灯
」が
照
ら
し
だ
す
、肘
折
温
泉
一
二
〇
一
年
目
の
夏
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お
り
の
灯
』
の
点
灯
が
終
わ
る
た
び
、
そ
の
年
の
灯
籠
絵
は
地

域
に
還
元
さ
れ
、
数
十
年
後
に
は
肘
折
温
泉
の
湯
治
文
化
や

人
々
の
営
み
と
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
交
感
の
記
憶
を
伝

え
て
い
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ー
カ
イ
ブ
を
形
成
し
て
い
く
だ
ろ

う
。

　

共
同
浴
場
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

　

壁
画『
肘
折
媒
染
』の
設
置（
＊
2
）

　

肘
折
地
区
の
共
同
浴
場
「
上
の
湯
」
は
、
普
段
か
ら
住
民
が

内
湯
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
二
階
部
分
に
は
寄
り
合
い
所
も

あ
る
。
地
区
に
と
っ
て
は
古
く
か
ら
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

中
核
的
施
設
だ
が
、
老
朽
化
か
ら
外
壁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣

化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
フ
ァ
サ
ー
ド
部
分
の
改
修
デ
ザ
イ

ン
が
本
学
に
依
頼
さ
れ
た
。

「
湯
治
客
に
は
肘
折
ら
し
い
佇
ま
い
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
住
民
に

は
公
共
施
設
に
相
応
し
い
開
放
的
な
空
間
を
」
と
い
う
地
区
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
設
計
を
手
が
け
た
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
学
生
チ
ー
ム
は
、
季
節
に
応
じ
て
開
閉
で
き
る
ガ
ラ
ス

製
の
可
動
式
壁
面
に
よ
っ
て
、
明
る
く
ひ
ら
か
れ
た
待
合
ス
ペ

ー
ス
を
創
出
し
た
。

　

さ
ら
に
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ
ー
ス
の
学
生
チ
ー
ム
が
、
改
修

工
事
後
の「
上
の
湯
」の
内
壁
に
壁
画
作
品
を
設
置
し
た
。
辻
け

い
教
授
と
学
生
の
チ
ー
ム
は
、
西
川
町
の
紙
漉
き
職
人
・
三
浦

一
之
氏
の
協
力
の
も
と
、
温
泉
で
媒
染
し
た
生
糸
や
、
採
取
し

た
植
物
な
ど
を
和
紙
に
漉
き
あ
わ
せ
内
壁
全
体
に
貼
り
込
ん
だ
。

　

肘
折
の
温
泉
水
が
含
有
す
る
酸
化
鉄
の
色
彩
や
、
肘
折
特
有

の
植
生
、
地
下
の
分
水
パ
イ
プ
を
流
れ
る
湯
の
イ
メ
ー
ジ
を
造

形
化
し
た
作
品
『
肘
折
媒
染
』
は
、
今
後
、
約
二
年
間
隔
で
テ

キ
ス
タ
イ
ル
の
学
生
に
よ
る
貼
り
替
え
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
伸
縮
性
が
あ
り
水
に
強
い
和
紙
を
、
上
か
ら
張
り
重

ね
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
「
上
の
湯
」
の
白
壁
に
、

歴
史
あ
る
湯
治
場
に
相
応
し
い
風
合
い
が
加
え
ら
れ
た
。

　

な
お
、『
肘
折
媒
染
』
の
制
作
に
伴
い
、
同
テ
キ
ス
タ
イ
ル
コ

ー
ス
院
生
の
加
藤
み
な
美
に
よ
る
藍
染
め
の
縄
暖
簾
と
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科
院
生
の
築
地
敦
司
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
に

よ
る
椅
子
も
、
あ
わ
せ
て
共
同
浴
場
に
設
置
さ
れ
た
。
椅
子
は

番
台
周
辺
の
空
間
に
あ
わ
せ
た
形
状
・
サ
イ
ズ
で
設
計
さ
れ
、収

納
時
に
は
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
で
き
た
り
、
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た

ち
な
ど
、
座
る
人
に
あ
わ
せ
て
座
高
調
節
が
可
能
だ
っ
た
り
と
、

使
用
状
況
に
配
慮
し
た
機
能
的
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
ー
ク
リ
レ
ー「
肘
折
絵
語
り
・
夜
語
り
」を

　

夜
の
温
泉
街
で
開
催（
＊
3
）

　

肘
折
温
泉
の
起
源
を
祝
う
地
区
の
お
祭
り
『
開
湯
祭
』
の
翌

日（
七
月
一
四
日
夜
）に
は
、三
一
基
の
灯
籠
絵
制
作
者
全
員
が

肘
折
を
再
訪
し
て
、
自
作
の
灯
籠
の
下
で
作
品
解
説
を
お
こ
な

う
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
『
肘
折
絵
語
り
・
夜
語
り
』
を
開
催
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば
か
り
の
共
同
浴
場
「
上
の
湯
」
で
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
・
赤
坂
憲
雄
教
授
が
挨
拶
を
お
こ
な

っ
た
後
、
ゆ
る
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
夜
語
り
」
の
輪
は
、

幻
想
的
に
浮
か
び
あ
が
る
灯
籠
を
リ
レ
ー
形
式
で
つ
な
ぎ
、
全

長
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
温
泉
街
を
移
動
し
て
い
っ
た
。

　

緻
密
に
描
か
れ
た
生
命
力
あ
ふ
れ
る
山
菜
た
ち
、
銅
山
川
の

石
や
砂
で
描
か
れ
た
肘
折
の
「
水
の
地
図
」、
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ

ュ
で
写
し
取
っ
た
石
碑
や
格
子
戸
の
紋
様
、
真
っ
黒
な
巨
体
を

横
た
わ
ら
せ
る
小
松
渕
の
大
蛇
、
各
旅
館
の
浴
衣
の
意
匠
を
モ

ザ
イ
ク
風
に
ち
り
ば
め
た
も
の
、
湯
あ
た
り
し
な
が
ら
共
同
浴

場
で
三
時
間
も
ス
ケ
ッ
チ
し
た
と
い
う
湯
に
寛
ぐ
女
た
ち
…
。

学
生
た
ち
の
多
彩
な
技
法
や
、
取
材
時
の
体
験
談
に
感
嘆
の
声

が
あ
が
っ
た
。
旅
館
の
旦
那
衆
か
ら
は
気
前
よ
く
学
生
や
お
客

さ
ん
に
お
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
夜
の
ト
ー
ク
は
終
始
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
で
三
時
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
。

　
『B

ar H
ijiori

』と
移
動
カ
フ
ェ
の

　

期
間
限
定
オ
ー
プ
ン（
＊
4
）

　

温
泉
街
に
あ
る
七
軒
の
商
店
は
朝
市
に
あ
わ
せ
た
営
業
体
制

を
と
っ
て
い
る
た
め
、
灯
籠
の
点
灯
時
に
は
多
く
の
店
舗
が
閉

店
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
温
泉
街
の
中
心
に
あ
り
、
現
在

は
使
わ
れ
て
い
な
い
旧
郵
便
局
舎
を
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
鑑

賞
者
の
た
め
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
放

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
二
〇
〇
七
年
度
の
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
で
披
露
し
た
灯

籠
絵
を
、
灯
籠
の
木
枠
か
ら
外
し
て
額
装
し
、
局
舎
の
内
部
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
解
説
資
料
や
映
像
と
と
も
に
展
示
し
た
。
さ

ら
に
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生

有
志
が
、
古
い
木
造
局
舎
の
風
情
を
活
か
し
た
期
間
限
定
の

『B
ar H

ijio
ri

』
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

郵
便
局
を
バ
ー
に
改
造
す
る
と
い
う
学
生
の
斬
新
な
提
案
に
、

計
画
当
初
は
地
域
か
ら
驚
き
や
戸
惑
い
の
声
も
あ
が
っ
た
が
、

実
際
に
オ
ー
プ
ン
し
て
み
る
と
、
か
つ
て
郵
便
窓
口
だ
っ
た
木

製
の
立
ち
飲
み
用
カ
ウ
ン
タ
ー
や
、
廃
校
の
古
い
椅
子
や
テ
ー

ブ
ル
を
集
め
て
つ
く
っ
た
客
席
は
「
湯
治
場
の
風
情
に
馴
染

む
」
と
具
合
よ
く
、
大
勢
の
湯
治
客
や
地
元
の
人
々
が
詰
め
か

け
、
学
生
た
ち
と
の
語
ら
い
を
楽
し
ん
だ
。
い
つ
も
は
ひ
っ
そ

り
と
し
て
い
る
肘
折
の
夜
が
、
灯
籠
の
光
と
局
舎
か
ら
も
れ
て

く
る
人
々
の
談
笑
に
よ
っ
て
、
温
泉
街
の
情
緒
を
残
し
つ
つ
、

開
放
的
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

そ
し
て
日
中
の
局
舎
前
で
は
、
水
戸
市
を
中
心
に
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
渡
辺
秀
明
氏
の
『
出
張
お
茶
サ
ー
ビ
ス
社
』

が
移
動
カ
フ
ェ
『
お
茶
道
楽
』
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
軽
ワ
ゴ
ン

を
改
造
し
た
厨
房
か
ら
供
さ
れ
る
、
渡
辺
氏
が
産
地
を
訪
れ
て

自
ら
仕
入
れ
る
と
い
う
中
国
茶
の
他
、
様
々
な
ハ
ー
ブ
を
お
客

さ
ん
の
体
調
に
あ
わ
せ
て
調
合
し
て
く
れ
る
と
い
う
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
が
、
肘
折
の
湯
の
癒
し
の
効
果
と
絶
妙
な
マ
ッ
チ
ン
グ
と

な
り
、「
飲
む
湯
治
」
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
た
。

　

番
場
三
雄
准
教
授
に
よ
る

　
一
般
対
象
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
（
＊
5
）

　

農
作
業
の
疲
れ
を
癒
す
た
め
、
農
閑
期
に
ゆ
っ
く
り
湯
に
つ

か
っ
て
い
た
伝
統
的
な
湯
治
の
形
態
は
、
時
代
の
変
化
に
よ
り

急
激
に
そ
の
ニ
ー
ズ
を
失
っ
て
い
る
。
宿
泊
客
の
長
期
逗
留
を

促
す
新
た
な
誘
客
方
法
を
探
る
た
め
、
宿
泊
付
き
の
ス
ケ
ッ

チ
・
ツ
ア
ー
を
肘
折
温
泉
組
合
と
共
同
企
画
し
て
、
一
般
か
ら

参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
山
形
県
内
か
ら
壮
年
層
を
中
心
に

二
一
名
が
集
ま
っ
た
。

　

受
講
者
は
、
本
学
日
本
画
コ
ー
ス
の
番
場
三
雄
准
教
授
か
ら

ス
ケ
ッ
チ
の
心
得
を
、
ま
た
地
元
の
ガ
イ
ド
か
ら
は
肘
折
周
辺

の
自
然
や
史
跡
に
関
す
る
解
説
を
聞
き
な
が
ら
温
泉
街
を
散
策

し
た
後
、
め
い
め
い
ポ
イ
ン
ト
に
分
か
れ
、
持
参
し
た
ス
ケ
ッ

チ
道
具
で
写
生
に
取
り
組
ん
だ
。
日
が
暮
れ
て
か
ら
は
、
温
泉

街
で
点
灯
す
る
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
や
、旧
郵
便
局
舎
の
『B

ar 

H
ijio

ri

』
で
学
生
や
地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

企
画
と
し
て
試
験
的
に
開
催
し
た
が
、
こ
う
し
た
体
験
型
ツ
ア

ー
が
浸
透
す
れ
ば
、
肘
折
温
泉
が
身
体
の
癒
し
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
文
化
を
楽
し
み
、
芸
術
や
文
学
な
ど
の
創
作
を
ゆ
っ
た
り

と
楽
し
め
る
場
と
し
て
ひ
ろ
く
認
知
さ
れ
、
具
体
的
な
誘
客
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ス
ケ
ッ
チ
・
ツ
ア
ー
は
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
点
灯

終
了
後
の
九
月
末
に
再
び
開
講
し
、
灯
籠
絵
を
描
い
た
大
学
院

生
た
ち
が
ガ
イ
ド
と
講
師
役
を
務
め
た
。
ま
た
、
温
泉
街
が
最

大
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
秋
に
は
、
旧
郵
便
局
舎
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
番
場
三
雄
准
教
授
に
よ
る
葉
山
や
月
山
、
最
上
川
な
ど
、

肘
折
周
辺
の
雄
大
な
自
然
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
素
描
展
『
風
景

＊
4

gallery 

ひ
じ
お
り
の
灯

開
廊
期
間
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日

（
日
）〜
八
月
二
〇
日（
水
）  九
時
〜
二
一

時 

※
土
・
日
・
祝
日
は
常
時
オ
ー
プ
ン
。

平
日
は
鑑
賞
台
帳
に
名
前
を
記
入
の
上
、

「
カ
ネ
ヤ
マ
商
店
」
か
「
お
茶
道
楽
ワ
ゴ

ン
」
で
旧
肘
折
郵
便
局
舎
の
鍵
を
借
り

て
鑑
賞
す
る
。
八
月
二
四
日（
日
）〜
一

一
月
三
日（
月
）ま
で
は
日
・
祭
日
の
み

限
定
で
オ
ー
プ
ン
。
／
会
場
＝
旧
肘
折

郵
便
局
舎
内
／
会
場
設
計
＝
亀
岡
真
彦

（
大
学
院
建
築
テ
サ
イ
ン
領
域
一
年
）

Bar 

郵
便
局

オ
ー
プ
ン
期
間
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
一

二
日（
土
）〜
一
四
日（
月
）一
八
時
〜
二

二
時
／
企
画
・
運
営
＝
建
築
・
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科 

竹
内
昌
義
研
究
室

お
茶
道
楽

滞
在
期
間
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
一
三
日

（
日
）〜
七
月
下
旬
頃
ま
で
営
業
／
営
業

場
所
＝
旧
肘
折
郵
便
局
舎
前
／
店
舗
管

理
＝
渡
辺
秀
明
（
出
張
お
茶
サ
ー
ビ
ス

社
）

＊
5

番
場
三
雄 

素
描
展
『
風
景
の
恩
恵
―

山
形
・
肘
折
』

会
期
＝
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
日（
水
）

〜 

一
一
月
三
日（
月
・
祝
）／
会
期
＝
二

〇
〇
八
年
一
〇
月
一
日（
水
）〜 

一
二

月
七
日（
日
）／
会
場
＝gallery

ひ
じ
お

り
の
灯
（
肘
折
温
泉
旧
郵
便
局
舎　

〒

九
九
六
―
〇
三
〇
一 

山
形
県
最
上
郡
大

蔵
村
肘
折
温
泉
）／
開
廊
時
間
＝
一
〇

時
〜
一
六
時
／
休
廊
日
＝
火
曜
日
／
関

連
イ
ベ
ン
ト
＝
番
場
三
雄
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
「
旅
と
画
帳
」（
一
〇
月
四
日 

一
三
時
〜
一
五
時
）

＊
2

肘
折
媒
染
（
ひ
じ
お
り
ば
い
せ
ん
）

公
開
期
間
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
よ
り
恒

久
設
置
／
設
置
場
所
＝
共
同
浴
場
「
上

の
湯
」
フ
ァ
サ
ー
ド
内
壁
／
壁
画
制
作

＝
加
納
里
美
、
坂
内
ま
ゆ
子
、
佐
々
木

周
平
、
二
階
堂
恵
、
平
田
真
理
江
、
平

塚
太
一
郎
、藤
本
紗
世
、松
田
か
や
（
工

芸
コ
ー
ス
テ
キ
ス
タ
イ
ル
専
攻
四
年
）

／
暖
簾
制
作
＝
加
藤
み
な
美
（
大
学
院

工
芸
領
域
一
年
）／
椅
子
制
作
＝
築
地

敦
司
（
大
学
院
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

領
域
一
年
）／
制
作
指
導
＝
辻
け
い
、

山
崎
和
樹
、
柳
田
哲
雄
／
紙
漉
き
指
導

＝
三
浦
一
之

＊
3

肘
折
絵
語
り
・
夜
語
り

開
催
日
時
＝
二
〇
〇
八
年
七
月
一
四
日

（
月
）一
八
時
〜
二
一
時
／
会
場
＝
肘
折

温
泉
街（
一
八
時
に「
上
の
湯
」を
出
発
）

／
鑑
賞
順
路
＝「
上
の
湯
」↓「
葉
山
館
」

方
面
↓
旧
肘
折
郵
便
局
舎
（
小
休
止
）

↓
「
元
河
原
湯
」
方
面
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の
恩
恵
―
山
形
・
肘
折
』
を
開
催
し
、
ス
ケ
ッ
チ
・
ツ
ア
ー
の

成
果
発
表
と
し
た
。

　

肘
折
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

　

流
し
灯
籠
づ
く
り
（
＊
6
）

　

大
蔵
村
内
に
点
在
す
る
五
つ
の
学
区
の
う
ち
、
赤
松
と
南
山

に
あ
る
小
中
学
校
は
す
で
に
少
子
化
に
よ
っ
て
閉
校
と
な
り
、

沼
ノ
台
と
肘
折
も
、
二
〇
〇
八
年
度
で
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
そ
の

長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
学

区
は
役
場
の
あ
る
清
水
地
区
に
統
合
さ
れ
る
。

　

学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
。
と
り
わ

け
秋
と
冬
に
お
こ
な
わ
れ
る
運
動
会
は
村
を
あ
げ
て
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
、
児
童
・
生
徒
、
地
区
内
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
だ

け
で
な
く
、
村
を
離
れ
た
若
者
た
ち
も
村
に
戻
っ
て
き
て
競
技

に
参
加
す
る
。
実
質
的
に
Ｏ
Ｂ
の
集
ま
り
で
あ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青

年
団
は
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
を
教
員
と
連
携
し
て
主

体
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
地
区
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
見
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
強

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
閉
校
の
決
定
は
地
域
に
と
っ
て
極
め
て
重

大
な
転
換
を
意
味
す
る
。

　

肘
折
小
中
学
校
の
閉
校
決
定
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
は
じ
ま

っ
た
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
状
況
を
受

け
て
、
肘
折
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
灯
籠
づ
く
り

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
講
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
テ
ー
マ
を
「
肘
折
小
中
学
校
の
思
い

出
」
と
し
、
彩
色
木
版
画
の
技
法
で
進
め
ら
れ
た
。
児
童
・
生

徒
の
制
作
指
導
に
は
、
造
形
教
育
を
専
門
に
学
ぶ
大
学
院
生
が

あ
た
り
、
参
加
者
と
指
導
者
の
双
方
に
と
っ
て
の
学
習
の
機
会

と
し
た
。

　

完
成
し
た
『
肘
折
小
中
学
校
の
思
い
出
灯
籠
』
は
、
八
月
一

七
日
に
肘
折
地
区
で
毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
る
精
霊
流
し
の
夜

に
、
銅
山
川
の
川
縁
で
披
露
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
木
版
画

で
表
現
し
た
「
肘
小
」
の
図
版
と
、
そ
こ
に
寄
せ
書
き
さ
れ
た

地
区
の
人
々
の
学
校
の
思
い
出
が
盆
送
り
の
夜
を
照
ら
し
、
二

〇
〇
八
年
度
の
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
点
灯
終
了
を
し
め
や
か

に
飾
っ
た
。

　

今
年
度
か
ら
『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
が
温
泉
街
の
各
商
店
に
設

置
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
温
泉
組
合
か
ら
「
肘
折
ら
し
い
新
た

な
土
産
物
の
開
発
を
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
た
。
そ
こ
で
、
東

北
芸
術
工
科
大
学
の
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
収
集
し
て
い

る
膨
大
な
絵
葉
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
昭
和
初
期
に
販
売
さ

れ
た
肘
折
温
泉
の
絵
葉
書
と
、
温
泉
組
合
が
保
管
し
て
い
る
古

写
真
の
一
部
を
『
復
刻
絵
葉
書
』
と
し
て
再
生
し
、
肘
折
温
泉

の
新
た
な
土
産
物
と
し
て
販
売
し
た
。

　

地
蔵
倉
、石
抱
温
泉
、共
同
浴
場「
上
の
湯
」な
ど
を
撮
影
し
た

白
黒
写
真
が
、
古
色
を
帯
び
た
ま
ま
温
泉
街
の
六
枚
組
の
絵
葉

書
セ
ッ
ト
に
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
ポ

イ
ン
ト
を
示
し
た
地
図（
セ
ッ
ト
に
同
封
）を
片
手
に
温
泉
街
を

散
策
す
れ
ば
、
肘
折
温
泉
の
今
昔
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

肘
折
温
泉
逗
留
芸
術
家
二
〇
〇
八
（
＊
8
）

『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
終
了
後
、
温
泉
街
で
は
東
北
芸
術
工
科

大
学
を
卒
業
し
た
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
二
名
が
、
二
ヶ
月
の
滞

在
制
作
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
）
に
挑
ん
で

い
た
。
旅
館
の
湯
治
部
屋
を
ア
ト
リ
エ
と
し
て
提
供
さ
れ
た
二

人
は
、
温
泉
街
の
人
々
か
ら
衣
・
食
・
住
の
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
都
会
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
時
間
が
流
れ
る
山
間
で
、
そ

れ
ぞ
れ
肘
折
で
の
生
活
感
覚
を
取
り
込
ん
だ
制
作
に
取
り
組
み
、

一
一
月
に
旧
郵
便
局
舎
で
報
告
展
を
開
催
し
た
。

　

大
学
で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
学
ん
だ
竹
田
佳
代
は
、
肘
折
地
区

の
保
育
園
児
の
た
め
に
、
肘
折
の
自
然
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
得
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
フ
ェ
ル
ト
帽
を
つ
く
り
、
子
ど
も

た
ち
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
と
も
に
展
示
し
た﹇
左
頁
写
真
﹈。日
本

画
家
の
広
瀬
直
子
は
、
肘
折
で
採
取
し
た
植
物
を
描
い
た
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
発
表
し
た
。
と
も
に
肘
折
の
人
々
の
あ
た
た
か

い
歓
待
に
応
え
る
よ
う
な
、
地
域
へ
の
贈
物
の
よ
う
な
展
覧
会

で
あ
っ
た
。
肘
折
温
泉
の
オ
フ
シ
ャ
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

『
逗
留
芸
術
家
ブ
ロ
グ
』（h

ttp
://airh

ijio
ri.ju

g
em

.jp
/

）
が

設
置
さ
れ
、
初
代
の
逗
留
芸
術
家
と
な
っ
た
彼
女
た
ち
の
、
繊

細
な
心
の
動
き
を
留
め
た
「
滞
在
日
記
」
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

＊
6

肘
折
の
ふ
る
さ
と
灯
ろ
う

開
講
日
＝
二
〇
〇
八
年
八
月
三
日（
日
）

一
〇
時
〜
一
七
時
／
精
霊
流
し
＝
二
〇

〇
八
年
八
月
一
七
日（
日
）一
九
時
〜
／

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会
場
＝
肘
折
セ
ン
タ

ー
（「
上
の
湯
」
二
階
）／
対
象
＝
肘
折

地
区
の
子
ど
も
た
ち
（
小
学
生
・
中
学

生
）
※
見
学
自
由
／
講
師
＝
林
こ
ず
え

（
大
学
院
こ
ど
も
芸
術
教
育
研
究
領
域

二
年
）／
ア
シ
ス
タ
ン
ト
＝
佐
藤
賀
奈

子
（
大
学
院
版
画
領
域
一
年
）

＊
7

肘
折
温
泉
復
刻
絵
葉
書

販
売
＝
肘
折
温
泉
商
店
組
合
／
企
画
監

修
＝
赤
坂
憲
雄
／
デ
ザ
イ
ン
＝
鈴
木
敏

志（JE
YO

N
E

）／
写
真
協
力
＝
東
北
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
肘
折
地
区
・
肘
折

温
泉
郷
振
興
株
式
会
社

＊
8

A
R

T
IST

 IN
 R

E
SID

E
N

C
E

  

逗
留
制

作
と
報
告
展「
竹
田
佳
代〈Poetrytim

e

〉

＋
広
瀬
直
子〈
ひ
と
ひ
ら
つ
な
ぎ
〉」

展
覧
会
期
＝
二
〇
〇
八
年
一
一
月
五
日

（
水
）〜
一
二
月
七
日（
日
）／
滞
在
期
間

＝
二
〇
〇
八
年
九
月
二
九
日（
月
）〜
一

二
月
七
日（
日
）／
会
期
＝
二
〇
〇
八
年

一
〇
月
一
日（
水
）〜
一
二
月
七
日（
日
）

／
会
場
＝gallery

ひ
じ
お
り
の
灯
（
肘

折
温
泉
旧
郵
便
局
舎　

〒
九
九
六
―
〇

三
〇
一　

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
肘
折

温
泉
）／
開
廊
時
間
＝
一
〇
時
〜
一
六

時
／
休
廊
日
＝
火
曜
日
／
関
連
イ
ベ
ン

ト
＝
竹
田
佳
代
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
フ

ェ
ル
ト
ボ
ー
ル
で
小
物
づ
く
り
」（
開

催
日
時
＝
一
一
月
一
六
日 

一
〇
時
三
〇

分
〜
一
七
時
、
会
場
＝gallery

ひ
じ
お

り
の
灯
、
定
員
＝
一
〇
名
）

　

古
き
良
き
湯
治
場
を
偲
ぶ
、

　
『
復
刻
絵
葉
書
』の
発
行
（
＊
7
）
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「肘折を舞台とする一連の試みは、温泉に

生きる人たち自身の“自分探し”であり、ア

イデンティティの模索であってほしい…」。

民俗学者・赤坂憲雄が発起人となり、1200

年の伝統を持つ霊湯・肘折温泉を舞台に、

大学と地域社会の創造的コラボレーション

がはじまった。2008年の『ひじおりの灯』

終了後に実施された『肘折温泉逗留芸術家 

2008』は、内閣府の「地方の元気再生事業」

の助成を受けて実現した。2つのアーティ

スト・イン・レジデンスと赤坂憲雄監修の

研究会で、肘折を舞台とした「現代版・湯

治文化」のあり方を探る。

①逗留制作と報告展「竹田佳代＋広瀬直子」

滞在期間＝ 2008 年 9 月29日（月）～ 12月

7日（日）

会場＝肘折温泉旧郵便局舎（〒 996-0301 

山形県最上郡大蔵村肘折温泉）

②トーク・セッション「あらたな湯治文化

は可能か？ ―温泉と芸術の不可思議な縁

を探るために」

スピーカー＝赤坂憲雄［民俗学者］＋ 森繁

哉［舞踏家］＋ 宮本武典［東北芸術工科大

学主任学芸員］

開催日：2008 年 11月 3日（月・祝）

「現場で画帳をひろげ、何度も鉛筆の線を

積み重ねていくことで、風景は私に美しい

自然の本質を授けるように見せてくれるこ

とがあります。冬の厳しい風景、春先の雪

と山との美しい調和、自分の好きな牛やヤ

クなどの素朴な動物たち…。肘折温泉をは

じめとする山形の四季折々の風景は、画家

にとって宝の山。一人の作家としてさらに

深くかかわっていきたい場所です――」

温泉街の閉鎖された郵便局で、2007年に

日本美術院大観賞を受賞した日本画家・番

場三雄の素描展を開催。東アジアやインド

への旅で知られ、山形県上山市に画室を構

える画家が、雪の月山、ラサ宮殿、富士山、

ベナレスの畔、そして肘折など、この数十

年の間に画帳に描きとめてきた風景との対

話を開示。

会期＝ 2008年 10月1日（水）～ 11月 3日

（月・祝）

会場＝肘折温泉旧郵便局舎（〒 996-0301 

山形県最上郡大蔵村肘折温泉）

関連イベント＝番場三雄ギャラリートーク

「旅と画帳」（10/4  13:00-15:00）

「もうすぐやって来る長い白い世界の前に、

わたしたちの周りの景色も、彩りで束の間

の自己主張をはじめる。散歩の途中で手に

取る、坂に転がる丸々と可愛い木の実。幻

想的に日々移り変わる山の連なりは、冷た

い時雨にも映える。温泉街を遠くから見つ

めると、大地の底の静かな爆発を思わずに

はいられない。童心に返る気持ちで秋の思

い出をフェルトに込めて、カルデラ盆地の

子どもたちへ――」

2008年夏のおわりから冬にかけて、山形県

の肘折温泉でおこなわれた竹田佳代による

アーティスト・イン・レジデンスの報告展

『Poetrytime』が、仙台の PICNIKAに巡回。

肘折保育園の 7名の小さな子どもたちのた

めに、作家が手づくりしたフェルトの不思

議な帽子からは、「子ども」という存在が

生来おびている神聖な存在感が浮かびあが

る。ポートレート撮影は姜哲奎。

会期＝ 2009 年 3月 23日（月）～ 4月 5日

（日）

会場＝ café, dining, and art PICNICA

（〒 980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町

1-5-31）

2008年春、過疎化の進む日本各地の村々

を取材した『限界集落―Marginal Village』

（フォイル刊）を発表した佐渡在住の写真

家・梶井照陰が、東北芸術工科大学のアー

ティスト・イン・レジデンスに参加。昨年

夏から秋にかけて山形県大蔵村の四ヶ村に

通い、この 3月に閉校を迎える学校の最後

の年中行事を軸に、村の祭礼や古老たちの

生活を撮影した。

レジデンス・プログラムの報告展として開

催された東北芸術工科大学での展覧会『四

ヶ村』では、野辺送りの葬列、耕作放棄地

から眺める集落の背中、子どもたちの最後

の水泳記録会などを撮影した 70余枚を発

表。梶井が「雲の上の世界のようだった」

と語った、美しい農村のドキュメント。

会期＝ 2009年 1月 20日（火）～ 30日（金）

会場＝東北芸術工科大学ガレリアノルド

関連イベント＝梶井照陰スライドショー

（1/20  17:40-19:00  ゲスト＝赤坂憲雄）

舞踏家・森繁哉が主宰する『実験跡地』は、

茅葺き屋根のふき替えや雪下ろしなど、村

の労働に従事しながらアートと農村文化の

共生を探っているアーティスト集団。

東北芸術工科大学出身のクリエイターを紹

介する展覧会『I’m here. 2008』では、大蔵

村における実験跡地の活動を取りあげた。

『集落とアートをめぐる七晩』は、柳渕集落

の廃校を利用した彼らの拠点『南山夜学校』

の看板を、山形市の古い荷蔵に移して開講

する連夜のレクチャープログラム。地域再

生や限界集落の問題に取り組んでいるアー

ティストや職人を招聘し、かつて土方巽が

提起した「衰弱体」と化している集落の現在

を検証する。中山間地域において「アート

に何ができるか」を真摯に模索した若者た

ちの 7日間。

会期＝ 2008年 11月 5日（水）・6日（木）・

9日（日）・13日（木）・14日（金）・15日（土）・

16日（日）

会場＝ギャラリー絵遊＋蔵

（〒 990-0033　山形市諏訪町 1-4-10）

講師＝森繁哉［舞踏家］、梶井照陰［写真

家／僧侶］、奥村孝［茅葺き職人］、高浜利

也［版画家］、酒井忠康［美術評論家］、工

藤桂［ミュージシャン］、他

山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村―

―

定
住
型
の
農
村
の
暮
ら
し
を
頑
に
守
り
続
け
る
美
し
い

村
で
、『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
の
点
灯
終
了
後
に
、
地
域
と
連
携
し
て
開
催
さ
れ
た
五

つ
の
体
験
型
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
都
市
生
活
者
の
〝
故
郷
喪
失
〞
と
、
過
疎
に

あ
え
ぐ
中
山
間
地
域
を
、
土
地
に
根
ざ
し
た
芸
術
活
動
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
つ
な
ぐ
。

村
で
過
ご
す
、光
に
み
ち
た
日
々
を
ア
ー
ト
に
か
え
て

竹田佳代展 梶井照陰写真展｜四ヶ村 集落とアートをめぐる七晩 肘折温泉逗留芸術家 2008 番場三雄素描展
「風景の恩恵―山形・肘折」
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梶
井
照
陰―

四
ヶ
村

会
期
＝
二
〇
〇
九
年
一
月
二
〇
日（
火
）〜
三
〇
日（
金
）

会
場
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
図
書
館
ガ
レ
リ
ア
ノ
ル
ド

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
構
想
室

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
＝
宮
本
武
典

協
力
＝
有
限
会
社
フ
ォ
イ
ル
、
四
ヶ
村
の
皆
さ
ん
、

　
　
　

大
蔵
村
立
沼
ノ
台
小
中
学
校
、
つ
た
や
肘
折
ホ
テ
ル

◯
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー「
四
ヶ
村
取
材
報
告
会
」

日
時
＝
一
一
月
五
日（
水
）  

一
七
時
三
〇
分
〜
一
九
時

会
場
＝
ふ
る
さ
と
味
来
館 

大
広
間（
山
形
県
最
上
郡
大
蔵
村
大
字
南
山
）

◯
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー「
限
界
集
落
を
歩
い
て
」

日
時
＝
一
一
月
六
日（
木
）  

一
八
時
〜
二
〇
時

会
場
＝
ギ
ャ
ラ
リ
ー
絵
遊
＋
蔵
（
山
形
市
諏
訪
町
）

※I ’m
 here. 2008

の
関
連
企
画
と
し
て
開
催

◯
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

「
梶
井
照
陰
に
よ
る〝
四
ヶ
村
〞ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
＆
ト
ー
ク
」

梶
井
照
陰
＋
赤
坂
憲
雄﹇
民
俗
学
者
／
東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
長
﹈

日
時
＝
一
月
二
〇
日（
火
）  

一
七
時
四
〇
分
〜

会
場
＝ 

東
北
芸
術
工
科
大
学
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　東北芸術工科大学では、著名なクリエイターを大学に招き、

長期の滞在制作をしてもらうことで、学生や地域の人々と交流

の場をつくるアーティスト・イン・レジデンス事業を、2005年

から継続して開催している。2008年度は、佐渡の波を撮影した

写真集『NAMI』で知られる写真家・梶井照陰を招聘した。

　新潟で真言宗の僧侶を務めている梶井は、2008年にルポタ

ージュ『限界集落―Marginal Village』を発表した。自身が暮

らす佐渡島の集落の、過疎化にあえぐ厳しい現実に一人の僧侶

として向き合いながら、今後 10年間で消滅するおそれのある

集落を訪ねる旅をはじめた梶井は、日本各地の村々の窮状を、

写真とテキストで丹念に記録している。

　レジデンス・プログラムは、こうした写真家・梶井照陰の旅

に共感をもって伴走し、棚田と林業の村「四ヶ村」（豊牧、滝の

沢、沼台、平林）の全面的な協力を得て進められた。

　2008年の夏から秋にかけて進められた四ヶ村での撮影は、

2009年 3月に閉校する沼ノ台小中学校の最後の日々を軸に、

村民総出の運動会、山神祭や野辺送りなどの集落の祭礼、バイ

タリティー溢れる古老たちの姿、美しい棚田の情景など、『限

界集落―Marginal Village』とは一転して生命力に満ちた村の

ドキュメントとなった。山深い大蔵村の、さらに隠れ里のよう

な小さな村の“いま”を見つめた、はかなくも力強い写真群には、

失われつつあるこの列島の原風景が記録されている。

　レジデンス・プログラムの報告展として東北芸術工科大学で

開催された『梶井照陰写真展―四ヶ村』では、梶井照陰が四ヶ

村で撮影した 70余枚の写真を展示し、初日には民俗学者の赤

坂憲雄との対話もおこなわれた。

限界集落を歩いて
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集
落
の「
声
」を
、背
負
う
こ
と
で
見
え
て
く
る

東
北
芸
術
工
科
大
学
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告

T
U

A
D
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『
梶
井
照
陰―

四
ヶ
村
』

梶
井
照
陰
＋
赤
坂
憲
雄
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「
限
界
集
落
」
は
名
付
け
の
暴
力
か
？

赤
坂　
　

今
日
の
対
談
の
は
じ
め
に
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言

葉
を
梶
井
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き

し
た
い
の
で
す
。
実
は
先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
週
刊
ブ
ッ
ク
レ
ビ

ュ
ー
』
と
い
う
番
組
に
出
演
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
梶
井
さ
ん

の
著
書
『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
他
の

書
評
者
が
拒
否
反
応
を
示
し
た
の
で
す
。
こ
の
本
は
表
紙
に
老

人
た
ち
が
薬
漬
け
に
な
っ
て
い
る
現
状
を
暗
示
さ
せ
る
写
真
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
高
齢
者
の
現
実
」
と
「
限
界
集
落
」

と
い
う
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
り
合
っ
て
、
神
経
を
逆
撫
で

す
る
よ
う
な
、
あ
る
種
の
挑
発
的
な
言
葉
と
し
て
受
け
と
め
ら

れ
た
の
で
す
ね
。

　

こ
の
「
限
界
集
落
」
と
い
う
言
葉
は
、
大
野
晃
（
注
1
）
さ
ん

の
『
山
村
環
境
社
会
学
序
説
（
注
2
）』
と
い
う
本
の
中
で
定
義

さ
れ
た
も
の
で
す
ね
？

梶
井　
　

そ
う
で
す
。「
限
界
集
落
」
と
は
、
六
五
歳
以
上
の

老
人
が
集
落
の
居
住
人
数
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
独
居

老
人
世
帯
が
増
え
て
、
共
同
生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
自
体

が
難
し
く
な
っ
た
集
落
で
す
。

赤
坂　
　

こ
の
『
山
村
環
境
社
会
学
序
説
』
自
体
は
と
て
も
い

い
研
究
書
な
の
で
す
が
、
大
野
さ
ん
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
社
会

学
、
あ
る
い
は
地
理
学
に
近
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
僕
の
よ
う

な
民
俗
学
の
人
間
が
村
に
入
る
と
き
の
感
触
と
ち
ょ
っ
と
違
う

の
で
す
。
僕
の
よ
う
に
限
界
集
落
ば
か
り
を
歩
い
て
い
る
人
間

は
、自
分
が
訪
ね
て
い
く
地
域
で「
こ
こ
は
限
界
集
落
で
す
ね
」

と
は
と
て
も
言
え
な
い
か
ら
ね
。

　

梶
井
さ
ん
は
新
聞
か
雑
誌
で
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
リ
ア
リ
ズ

ム
か
ら
自
分
は
〈
限
界
集
落
〉
と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
。
過
疎

化
と
い
う
現
実
は
も
う
と
っ
く
に
通
り
越
し
て
、
村
々
に
は
も

っ
と
厳
し
い
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
リ
ア
ル

に
表
現
す
る
た
め
に
自
分
は
そ
の
言
葉
を
あ
え
て
使
っ
た
…
」

と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
の

通
り
な
の
で
す
が
、
学
者
の
学
術
用
語
と
し
て
「
限
界
集
落
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
と
、
す
で
に
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
乗
っ
か
っ
て
広
く
流
布
し
て
い
る
レ
ベ
ル
で
は
言
葉
の

伝
わ
り
方
が
違
い
ま
す
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
「
限
界
集
落
」
と

い
う
言
葉
は
、
今
日
で
は
「
あ
な
た
は
後
期
高
齢
者
で
す
」
と

い
う
類
の
名
付
け
の
暴
力
に
重
な
っ
て
し
ま
う
危
険
も
あ
る
。

『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
過
敏

に
反
応
し
た
読
者
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？

梶
井　
　

僕
が
住
ん
で
い
る
佐
渡
島
の
鷲
崎
で
も
限
界
集
落
化

が
進
ん
で
い
ま
し
て
、
自
分
が
そ
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
と
、

実
際
に
村
が
消
滅
し
て
い
く
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
状
況
を
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は

何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
無
関
心
で
す
。「
こ
の
ま
ま
ひ
っ
そ

り
と
村
々
が
な
く
な
り
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
い
の
か
？
」
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
二
冊
目
の
書
籍
は
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
と
し
て
ま

と
め
て
、
挑
発
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
え
て
「
限
界
集
落
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
結
果

様
々
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
も
、
東
京
の
新
聞
社
が
限
界
集
落
の
現
状
に
つ
い
て
研

究
者
に
話
を
聞
く
と
い
う
主
旨
で
新
潟
ま
で
取
材
に
来
ら
れ
た

の
で
す
が
、「
そ
の
言
葉
が
嫌
い
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
何

人
か
の
研
究
者
か
ら
取
材
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
き

ま
し
た
。
ま
た
、
暮
れ
の
一
二
月
に
は
長
野
県
の
小
谷
村
に
行

き
ま
し
て
、
集
落
の
人
た
ち
と
座
談
会
を
し
た
の
で
す
が
、
そ

赤
坂
憲
雄

N
orio A

kasaka

民
俗
学
者
。
東
京
大
学
文
学
部
卒
業
。

専
門
分
野
は
東
北
文
化
論
。
東
北
も
小

さ
な
民
の
具
体
的
な
歴
史
を
掘
り
起
こ

し
、
歴
史
以
前
の
闇
の
な
か
に
埋
も
れ

た
〈
も
う
ひ
と
つ
の
東
北
〉
を
浮
き
彫

り
に
し
な
が
ら
、
東
北
学
の
構
築
を
め

ざ
し
て
い
る
。
主
な
著
書
に
『
異
人
論

序
説
』（
砂
子
屋
書
房
）、『
遠
野
／
物

語
考
』（
宝
島
社
）、『
柳
田
國
男
の
読

み
方
』（
ち
く
ま
新
書
）、『
東
北
学
へ
』

三
部
作
（
作
品
社
）、『
山
野
河
海
ま
ん

だ
ら
』（
筑
摩
書
房
）
な
ど
が
あ
る
。

二
〇
〇
七
年『
岡
本
太
郎
の
見
た
日
本
』

（
岩
波
書
店
）
で
ド
ゥ
マ
ゴ
文
学
賞
を

受
賞
、
二
〇
〇
八
年
に
は
同
書
で
芸
術

選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
。
現
在
、

東
北
芸
術
工
科
大
学
大
学
院
長
、
同
大

学
東
北
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
。

梶
井
照
陰

Syoin K
ajii

一
九
七
六
年
新
潟
県
生
ま
れ
。写
真
家
・

僧
侶
。
高
野
山
大
学
密
教
学
科
卒
業
。

一
六
歳
の
頃
よ
り
写
真
雑
誌
な
ど
で
作

品
を
発
表
し
始
め
る
。
一
九
九
五
年
〜

九
九
年
に
高
野
山
で
修
行
。
一
九
九
七

年
カ
ヌ
ー
と
自
転
車
を
使
っ
て
ベ
ト
ナ

ム
の
メ
コ
ン
デ
ル
タ
を
遡
行
。
一
九
九

九
年
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ン
テ
ア
イ
チ
ュ

マ
ー
遺
跡
・
イ
シ
ャ
ナ
プ
ラ
遺
跡
な
ど
、

世
界
各
国
を
訪
ね
、
積
極
的
に
取
材
し

て
歩
く
。
は
じ
め
て
の
著
書
と
な
る

『N
A

M
I

』（
フ
ォ
イ
ル
）
は
佐
渡
の
波

を
撮
り
続
け
た
シ
リ
ー
ズ
で
、
ヴ
ィ
ジ

ュ
ア
ル
誌
『FO

IL

』
が
お
こ
な
っ
た

公
募
『FO

IL A
W

A
R

D

』
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
す
る
。
ま
た
、
本
作
で
二

〇
〇
五
年
日
本
写
真
協
会
賞
新
人
賞
を

受
賞
。
二
〇
〇
八
年
に
は
全
国
一
二
カ

所
の
過
疎
地
や
、
消
滅
し
て
し
ま
う
お

そ
れ
の
あ
る
村
や
町
を
九
カ
月
に
わ
た

り
取
材
し
た
『
限
界
集
落
―M

arginal 
V

illage

』
を
フ
ォ
イ
ル
か
ら
刊
行
。
現

在
、
佐
渡
島
に
て
真
言
宗
の
僧
侶
を
す

る
か
た
わ
ら
、
新
潟
日
報
で
「
村
ひ
そ

か
に
」
を
連
載
す
る
な
ど
、
写
真
家
と

し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二

一
年
度
五
島
記
念
文
化
賞
美
術
新
人
賞

受
賞
。
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の
と
き
に
も
や
は
り
「〈
限
界
集
落
〉
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
？
」
と
い
う
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
半

数
く
ら
い
が
、「
限
界
集
落
」
が
定
義
す
る
状
況
を
客
観
的
に

受
け
入
れ
て
、「
む
し
ろ
こ
の
言
葉
を
バ
ネ
に
頑
張
っ
て
い
く

べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
で
し
た
が
、「
こ
の
ま
ま
い
く
と
集
落

が
駄
目
に
な
る
の
だ
か
ら
、
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と

は
言
わ
な
い
で
欲
し
い
」
と
い
う
声
も
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

村
の
お
年
寄
り
か
ら
は
、昔
は
都
会
の
人
に
も
っ
と
露
骨
に「
バ

カ
過
疎
」
な
ん
て
言
わ
れ
て
傷
つ
い
た
の
だ
と
い
う
話
も
出
た

り
…
。
中
高
生
は
そ
う
し
た
大
人
た
ち
の
議
論
を
す
ご
く
客
観

的
に
眺
め
て
い
て
、「
そ
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
る
人
が
い
る
の

な
ら
ば
、
無
理
に
自
分
た
ち
か
ら
（
限
界
集
落
と
）
名
乗
る
必

要
は
な
い
」
と
い
う
反
応
で
、
受
け
と
め
方
は
バ
ラ
バ
ラ
で
し

た
ね
。
小
谷
村
の
座
談
会
で
は
、
最
終
的
に
「
そ
れ
な
ら
自
分

た
ち
で
新
し
い
言
葉
を
つ
く
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
け
ば
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
の
で
す
が
。

　

ム
ラ
と
野
生
の「
境
」に
立
っ
て

赤
坂　
　

次
に
『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
の
中
身
に

つ
い
て
で
す
が
、
僕
も
民
俗
調
査
で
ず
い
ぶ
ん
同
じ
よ
う
な
村

に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
か
ら
梶
井
さ

ん
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
材
を
進
め
て
い
っ
た
の
か
、
だ

い
た
い
感
触
と
し
て
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
庭
先
で
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
何
か
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
な
目
線
で
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
る
の
か
、
す
ご
く
気
に
し
な
が
ら
読
ま

せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
角
度
が
梶
井
さ
ん
は
と
て
も

低
い
の
で
す
ね
。
特
に
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
で
は
、
全
体
的
に

人
々
へ
の
共
感
と
い
う
か
、
い
た
わ
り
が
あ
っ
て
、
表
紙
の
挑

発
性
と
の
落
差
が
心
地
よ
か
っ
た
。

　

逆
に
風
景
写
真
で
は
、
背
後
に
ま
わ
っ
て
集
落
の
全
体
像
を

撮
影
し
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
が
﹇
56
・
57
頁
﹈、
あ
の
場
所
は

す
ご
く
警
戒
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
よ
。得
体
の
知
れ
な
い「
よ

そ
者
」
が
村
に
入
っ
て
き
て
、
あ
の
場
所
に
立
っ
て
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
押
し
て
い
た
ら
、
き
っ
と
村
人
た
ち
は
ザ
ワ
ザ
ワ
し
ま
す

よ
。
そ
し
て
同
時
に
重
要
な
問
題
が
、
梶
井
さ
ん
の
立
っ
た
こ

の
場
所
か
ら
見
え
て
く
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
の
中
で
、

し
き
り
に
「
猿
が
来
る
、
猪
が
来
る
、
熊
が
来
る
。
こ
ん
な
こ

と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
だ
」
と
い
う
こ
と
が
村
の
老
人

た
ち
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。
野
生
の
獣
た
ち
が
村
に

侵
入
し
て
き
て
い
る
状
況
が
、
く
り
か
え
し
描
写
さ
れ
て
い
る
。

僕
は
こ
の
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
獣
た
ち
が
山
か
ら
下
り
て
き

て
、
人
間
た
ち
の
集
落
を
見
て
い
る
目
線
だ
と
感
じ
た
。
つ
ま

り
集
落
の
背
中
で
、
人
間
の
背
後
を
油
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

後
ろ
か
ら
窺
っ
て
い
る
と
い
う
。

梶
井　
　

限
界
集
落
の
実
情
を
つ
か
も
う
と
し
た
と
き
、
耕
作

放
棄
地
だ
と
か
、
村
と
山
の
境
か
ら
だ
と
地
形
的
に
状
況
が
よ

く
見
え
る
の
で
す
。
特
に
意
識
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
場
所
が
そ
の
ま
ま
獣
た
ち
の
世
界
と
の
境
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

赤
坂　
　

そ
の
場
所
と
い
う
の
は
、
宮
沢
賢
治
の
作
品
の
中
、

例
え
ば
『
か
し
は
ば
や
し
の
夜
』
に
出
て
く
る
「
畑
の
ヘ
リ
」

で
す
ね
。
つ
ま
り
里
山
と
集
落
と
の
「
境
」
は
、
獣
た
ち
が
や

っ
て
来
て
人
間
た
ち
の
営
み
を
覗
き
込
ん
で
い
る
よ
う
な
場
所

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
物
語
が
生
ま
れ
て
く
る
場
所
で
も
あ
る
。

異
界
と
の
交
流
が
発
生
す
る
場
所
で
す
。
僕
が
村
で
聞
き
書
き

し
て
い
て
も
、
そ
う
し
た
場
所
に
は
な
か
な
か
立
て
な
い
か
ら
、

こ
の
写
真
は
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

注
1　

大
野
晃
（
お
お
の
あ
き
ら
）

環
境
・
地
域
社
会
学
者
。
一
九
四
〇
年

高
知
県
生
ま
れ
。
日
本
全
国
の
山
村
地

域
の
ほ
か
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
な
ど
世
界
各
地
の
条
件
不
利
地
域
の

比
較
研
究
、
村
落
研
究
を
続
け
る
。
綿

密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
て
一
九

八
八
年
に
「
限
界
集
落
」
の
概
念
を
提

唱
。
四
万
十
川
や
千
曲
川
研
究
の
成
果

を
踏
ま
え
た
「
流
域
共
同
管
理
論
」
も

唱
え
る
。
山
村
再
生
や
地
域
づ
く
り
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
中
高
知
大

学
教
授
、
北
見
工
業
大
学
教
授
を
経
て

二
〇
〇
五
年
か
ら
長
野
大
学
環
境
ツ
ー

リ
ズ
ム
学
部
教
授
。
高
知
大
学
名
誉
教

授
。
千
曲
線
流
域
学
会
会
長
、
日
本
村

落
研
究
会
副
会
長
、
日
本
農
業
法
学
会

理
事
な
ど
を
歴
任
。

注
2　

山
村
環
境
社
会
学
序
説
（
農
山

漁
村
文
化
協
会　

二
〇
〇
五
年
）

三
〇
年
に
及
ぶ
豊
富
な
実
態
調
査
に
基

づ
き
、
山
村
の
危
機
と
そ
の
再
生
へ
の

途
を
考
察
し
、
山
村
再
生
が
も
つ
日
本

社
会
全
体
に
と
っ
て
の
意
味
を
分
析
し

て
い
る
。
現
代
山
村
の
二
類
型
、
す
な

わ
ち
雑
木
林
型
山
村
と
人
工
林
型
山
村

の
比
較
を
と
お
し
て
限
界
集
落
の
問
題

に
言
及
し
、「
流
域
共
同
管
理
」
と
い

う
広
い
視
野
で
再
生
の
方
途
を
考
え
る

こ
と
の
重
要
性
や
、
森
林
環
境
交
付
税
、

林
業
の
直
接
支
払
制
度
の
早
期
創
設
の

必
要
性
な
ど
を
提
言
。 
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気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

赤
坂　
　

奥
山
の
野
生
と
村
と
の
間
に
は
、
か
つ
て
緩
衝
地
帯

で
あ
る
里
山
が
あ
っ
て
、
里
山
に
は
常
に
村
人
が
入
っ
て
木
を

切
っ
た
り
キ
ノ
コ
を
採
っ
た
り
し
て
い
る
か
ら
、
景
観
が
開
け

て
い
る
。
だ
か
ら
野
生
の
動
物
た
ち
は
そ
こ
で
警
戒
し
て
、
村

ま
で
は
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
い
ま
は
雑
木
林
が
手
入

れ
さ
れ
ず
に
藪
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
奥
山
か
ら
村
の
境
ま
で

獣
た
ち
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
狩
猟
を
生
業
に
し
て
い
る
マ

タ
ギ
た
ち
の
村
に
ま
で
熊
が
侵
入
し
て
く
る
と
い
う
、
と
て
も

考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
起
こ
る
時
代
に
す
で
に
な
っ
て
い
ま
す

よ
。

　

僕
は
予
言
し
て
も
い
い
で
す
け
れ
ど
、
野
生
動
物
を
抑
え
て

い
る
マ
タ
ギ
た
ち
の
狩
猟
圧
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
五

年
か
一
〇
年
で
こ
の
山
形
市
内
に
も
野
生
動
物
は
出
て
き
ま
す
。

人
口
が
日
本
列
島
で
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

人
間
の
住
む
エ
リ
ア
を
狭
め
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
か
ら
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
梶
井
さ
ん
の
『
限
界
集
落

―
M

arginal V
illage

』
は
、村
の
消
滅
だ
け
で
は
な
く
て
、我
々

が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
野
生
と
の
困
難
な
共
生
も
予
告
し
て
い

ま
す
ね
。

　
『
四
ヶ
村
』で
見
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

赤
坂　
　

今
回
、
大
学
に
展
示
し
た
四
ヶ
村
の
写
真
は
、『
限

界
集
落―

M
arginal V

illage

』
と
は
感
触
が
ず
い
ぶ
ん
違
い

ま
す
ね
。
こ
れ
は
想
像
で
す
が
、
前
作
は
「
旅
人
」
の
視
点
で

す
よ
ね
。
取
材
先
の
集
落
に
滞
在
す
る
の
は
二
〜
三
時
間
で
す

か
？　

梶
井　
　

い
え
、
だ
い
た
い
二
〜
三
日
は
滞
在
し
た
の
で
す
が
、

梶
井　
　

全
国
の
村
々
を
訪
ね
歩
い
て
い
る
と
、
限
界
集
落
化

と
比
例
し
て
耕
作
放
棄
地
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き
、
獣
の
世

界
と
の
境
界
線
が
急
激
に
集
落
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
実

感
し
ま
す
。
猿
た
ち
が
里
に
お
り
て
来
て
田
ん
ぼ
の
稲
を
持
っ

て
い
く
と
い
う
話
は
、
集
落
の
ま
わ
り
を
歩
い
て
み
る
と
よ
く

理
解
で
き
ま
す
。

赤
坂　
　

僕
は
歴
史
遺
産
学
科
の
学
生
た
ち
と
福
島
の
川
衣
と

い
う
集
落
に
通
っ
て
い
て
、
そ
の
村
も
平
均
年
齢
七
〇
を
超
え

て
い
る
よ
う
な
村
で
典
型
的
な
限
界
集
落
で
す
。
そ
こ
で
焼
畑

農
業
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
学
生
た
ち
と
赤
カ
ブ
を
つ
く
っ
た
の

で
す
が
、
い
よ
い
よ
二
日
後
に
収
穫
だ
と
い
う
こ
と
で
行
っ
た

ら
、
村
の
じ
い
ち
ゃ
ん
が
「
鹿
に
食
わ
れ
た
」
と
呆
然
と
し
て

い
る
。
せ
っ
か
く
苦
心
し
て
育
て
た
カ
ブ
の
半
分
が
鹿
に
や
ら

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
集
落
で
は
明
治
以
降
、
鹿
を
見
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

奥
日
光
で
「
可
愛
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
鹿
を
保
護
し
た
の

で
す
ね
。
そ
れ
で
増
え
す
ぎ
た
鹿
が
食
べ
物
が
な
い
か
ら
あ
ふ

れ
て
、
餌
や
水
場
を
求
め
て
い
く
つ
も
山
を
越
え
福
島
に
や
っ

て
き
た
。
赤
カ
ブ
を
食
べ
荒
ら
し
た
鹿
は
二
〜
三
〇
頭
の
群
れ

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
ん
な
ね
じ
れ
た
現
実
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
転
が
っ
て
、
限
界
集
落
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
の
村
は
一

〇
年
後
に
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
心
配
し
て
い
ま

す
。「
過
疎
化
」な
ん
て
言
葉
が
追
い
つ
か
な
い
よ
う
な
現
実
が
、

ど
ん
ど
ん
ひ
ろ
が
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。

梶
井　
　

僕
の
暮
ら
す
佐
渡
で
も
、
山
に
手
が
入
ら
な
く
な
っ

て
狸
が
繁
殖
し
て
畑
を
荒
ら
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
苦
労
し

て
米
や
野
菜
を
育
て
て
も
狸
に
み
ん
な
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、

島
の
お
年
寄
り
は
畑
に
出
る
意
欲
が
失
せ
て
き
て
し
ま
っ
て
い

る
。
そ
う
な
る
と
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
く
し
、
村
も
元
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急
い
で
ま
わ
る
感
じ
で
し
た
ね
。

赤
坂　
　

四
ヶ
村
で
の
取
材
は
滞
在
型
で
す
よ
ね
。『
限
界
集

落―
M

arginal V
illage

』
は
村
の
日
常
の
中
に
す
っ
と
旅
人
が

来
て
入
り
込
ん
で
い
く
感
じ
で
す
が
、
今
回
は
も
う
少
し
ゆ
っ

く
り
滞
在
し
て
い
ま
す
か
ら
、
梶
井
さ
ん
の
立
っ
て
い
る
場
所

が
、
さ
き
ほ
ど
話
し
て
い
た
「
境
」
と
は
違
う
感
じ
が
し
ま
す

ね
。
通
り
過
ぎ
て
い
く
旅
人
の
速
度
で
外
か
ら
窃
視
し
た
よ
う

な
写
真
が
な
い
。

梶
井　
　

学
芸
員
の
宮
本
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、

最
上
郡
大
蔵
村
の
豊
牧
、
滝
ノ
沢
、
沼
の
台
、
平
林
と
い
う
四

つ
の
集
落
（
＝
四
ヶ
村
）
を
は
じ
め
て
案
内
し
て
も
ら
っ
た
と

き
、
健
康
な
農
村
の
も
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
か
、
生
命
力
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
今
回
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
で
は
、「
限
界
集
落
の
厳
し
い
現
実
」
で
は
な
く
て
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
農
村
の
美
し
さ
を
何
と
か
し
て
伝
え
た
い
、

残
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
取
材
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
は
集

落
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
い
う
感
じ
で
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　
赤
坂　
　

梶
井
さ
ん
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
修
行
な
ん
て

し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
？　

梶
井　
　

ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
で
す
。

赤
坂　
　

実
は
僕
が
は
じ
め
て
「
聞
き
書
き
」
に
入
っ
た
の
も
、

偶
然
に
も
今
回
、
梶
井
さ
ん
が
滞
在
し
た
四
ヶ
村
の
豊
牧
集
落

な
の
で
す
よ
。
中
島
さ
ん
と
い
う
、
カ
ン
ジ
キ
を
つ
く
っ
て
い

る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
森
繁
哉
さ
ん
（
注
3
）
に
連
れ
て
い
か

れ
た
の
で
す
。
当
時
の
僕
も
、
民
俗
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
訓
練
な
ん
て
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
す
べ
て
自
己

流
で
何
の
準
備
も
な
く
集
落
に
入
っ
て
、
午
前
中
ず
っ
と
話
を

聞
い
て
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
昼
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
。
そ
し

た
ら
中
島
さ
ん
が
、「
俺
は
昼
寝
を
す
る
か
ら
お
前
も
寝
ろ
」

と
言
う
。
僕
も
「
そ
う
い
う
も
の
か
」
と
思
っ
て
、
用
意
し
て

く
れ
た
毛
布
を
か
ぶ
っ
て
陽
だ
ま
り
で
寝
て
い
た
ら
、
森
さ
ん

が
戻
っ
て
き
て
僕
を
見
て
び
っ
く
り
し
て
る
（
笑
）。
そ
れ
が

豊
牧
だ
っ
た
の
で
す
が
、
梶
井
さ
ん
の
写
真
を
見
て
、
ず
い
ぶ

ん
変
わ
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

梶
井　
　

そ
う
で
し
た
か
。
実
際
に
何
日
も
村
に
滞
在
し
て
、

あ
ち
こ
ち
歩
い
て
話
を
聞
い
て
、
村
の
方
々
に
は
と
て
も
よ
く

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、
い
ろ
い
ろ
突
っ
込
ん
で
聞
い
て

も
、
そ
れ
を
ど
こ
ま
で
ル
ポ
と
し
て
伝
え
て
い
い
の
か
、
難
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
四
ヶ
村
で
も
若
い
人
た
ち

は
み
ん
な
街
に
働
き
に
行
っ
て
い
て
、
日
中
は
お
年
寄
り
し
か

い
な
い
。
山
神
祭
り
は
伝
統
的
な
儀
礼
は
省
略
し
て
し
ま
っ
て
、

お
社
の
近
く
で
み
ん
な
ご
飯
を
食
べ
る
だ
け
と
か
、
村
に
一
つ

し
か
な
い
小
中
学
校
が
閉
校
に
な
っ
て
し
ま
う
と
か
…
。
変
化

は
確
実
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
こ
こ
に
は
、
僕
た
ち

の
社
会
が
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
生
命
力
に
溢
れ
た
里
山

の
景
観
や
暮
ら
し
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

を
探
す
よ
う
に
撮
影
を
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

例
え
ば
こ
の
「
枕
飯
」
の
写
真
﹇
カ
バ
ー
写
真
﹈
は
お
葬
式
の
一

場
面
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
心
を
込
め
た
、
村
の
み
ん
な
で
お

こ
な
う
手
づ
く
り
の
葬
礼
は
、
形
式
は
残
っ
て
い
て
も
都
会
で

は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
の
農
村
地
帯
で
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
村
の
暮
ら
し
の
中
で
、
こ
う
し
た
儀

礼
が
生
み
出
さ
れ
た
お
お
も
と
は
何
だ
っ
た
の
か
、
掘
り
起
こ

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
赤
坂　
　

そ
こ
は
、
真
言
宗
の
お
坊
さ
ん
で
も
あ
る
梶
井
さ
ん

注
3　

森
繁
哉
（
も
り
し
げ
や
）

現
代
舞
踏
家
・
民
俗
学
者
。
一
九
四
七

年
山
形
県
大
蔵
村
生
ま
れ
。『
水
の
踊

り
』『
庭
、バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
』
な
ど
、

多
数
数
多
く
の
舞
台
作
品
の
他
、
道
路

で
の
表
現
活
動
『
第
一
次
』『
第
二
次

道
路
劇
場
』
を
経
て
、
出
羽
三
山
山
中

で
『
千
の
行
』
を
展
開
。
こ
う
し
た
活

動
の
様
子
が
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
の

C
N

N

の
特
集
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
日

本
を
代
表
す
る
舞
踏
家
の
一
人
と
し
て

知
ら
れ
る
。
地
元
大
蔵
村
で
舞
踏
集
団

「
里
山
ダ
ン
ス
事
務
所
」
を
構
成
す
る

村
人
た
ち
と
「
す
す
き
野
シ
ア
タ
ー
」

「
南
山
夜
学
校
」
を
運
営
。「
身
体
民
族

学
」
と
い
う
独
自
の
理
論
を
構
築
。
イ

ン
タ
ー
ク
ロ
ス
賞
、
山
形
県
社
会
文
化

賞
、N

H
K

東
北
ふ
る
さ
と
賞
な
ど
を

受
賞
。
現
在
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
教

授
・
同
大
学
こ
ど
も
芸
術
大
学
副
校
長
。
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ら
し
い
視
点
で
す
ね
。
今
回
の
写
真
展
に
は
、『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
と
同
じ
よ
う
な
お
年
寄
り
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
人
生
を
感
じ
さ
せ
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
に
加
え
て
、
お
葬
式

か
ら
保
育
園
、
お
祭
り
や
稲
刈
り
、
運
動
会
な
ど
の
村
の
行
事

が
す
ご
く
丁
寧
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
る
で
村
の
お
抱
え
写

真
家
で
す
ね
。
沢
山
の
人
々
が
写
真
に
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

僕
も
ね
、
新
聞
の
連
載
企
画
な
ど
で
聞
き
書
き
に
協
力
し
て

も
ら
っ
た
人
の
語
り
は
、
可
能
な
か
ぎ
り
紙
面
に
出
す
よ
う
に

心
が
け
て
い
る
の
で
す
。「
話
を
聞
く
」
こ
と
は
、
そ
の
人
が

抱
え
て
い
る
重
い
も
の
を
背
負
わ
さ
れ
る
覚
悟
も
必
要
で
す
。

梶
井
さ
ん
も
今
回
の
取
材
で
き
っ
と
い
ろ
い
ろ
背
負
い
ま
し
た

ね
。

　

そ
う
い
え
ば
お
坊
さ
ん
っ
て
、
集
落
の
中
で
は
実
は
「
よ
そ

者
」
な
の
で
す
ね
。
他
の
土
地
か
ら
移
り
住
ん
だ
人
間
だ
か
ら
、

聞
け
る
話
も
あ
る
。
梶
井
さ
ん
は
新
潟
に
生
ま
れ
て
、
佐
渡
に

い
た
お
じ
い
さ
ま
の
僧
籍
を
継
い
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
仏

僧
と
し
て
の
経
済
基
盤
は
村
の
人
か
ら
の
お
布
施
で
し
ょ
う
？ 

村
の
中
で
は
と
て
も
微
妙
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
儀
礼
の
継
続
を

担
っ
て
い
る
。
村
が
限
界
集
落
と
な
っ
て
消
滅
し
た
ら
、
そ
れ

こ
そ
お
寺
さ
ん
は
食
べ
て
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

梶
井　
　

佐
渡
の
お
寺
の
半
分
く
ら
い
が
無
住
で
、
昔
か
ら
の

寺
は
ど
ん
ど
ん
潮
風
に
朽
ち
て
壊
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
す
。

僕
の
住
ん
で
い
る
近
隣
の
集
落
で
も
、
祭
り
で
御
輿
を
か
つ
ぐ

若
い
人
が
い
な
い
の
で
、
隣
の
集
落
か
ら
来
て
も
ら
っ
て
か
つ

い
で
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
は
、「
よ
そ
者
」

で
も
い
い
か
ら
若
い
人
に
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
も
ら
う

と
お
寺
も
残
る
し
、『
限
界
集
落―

M
arginal V

illage

』
で
提

示
し
た
問
題
も
含
め
て
、
人
々
が
集
ま
っ
て
話
し
合
っ
た
り
協

働
し
た
り
で
き
る
場
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が

…
。
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赤
坂　
　

こ
の
東
北
芸
術
工
科
大
学
で
も
学
生
た
ち
が
市
町
村

に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
っ
て
、
廃
校
や
温
泉
街
を
舞
台
に
様
々

な
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
の

活
動
が
土
地
に
し
っ
か
り
定
着
す
れ
ば
、
芸
術
と
デ
ザ
イ
ン
を

軸
に
し
た
地
域
活
性
化
の
ス
タ
イ
ル
を
こ
の
山
形
で
生
み
出
せ

る
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
難
し
い
の
は
学
生
は
基
本
的
に

四
年
で
新
陳
代
謝
し
て
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
若
い
彼

ら
は
村
に
少
し
通
っ
た
だ
け
で
嬉
し
く
て
、
祭
り
な
ん
か
を
復

活
さ
せ
た
り
し
て
も
二
〜
三
年
で
卒
業
し
た
り
し
て
、
地
域
社

会
か
ら
ひ
き
あ
げ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
続
く
と
集
落
の

人
々
も
、「
だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
来
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
」

と
思
う
わ
け
で
す
。

梶
井　
　

僕
の
お
寺
に
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
た
ち
が
や
っ
て
き
て
三

年
間
、
集
落
の
宝
物
を
探
す
な
ど
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
や

っ
た
の
で
す
が
、
結
局
、
都
会
の
人
の
自
己
満
足
だ
け
で
済
ん

で
し
ま
っ
て
、
そ
の
後
に
は
何
も
な
く
て
…
。
そ
れ
で
は
ち
ょ

っ
と
困
り
ま
す
ね
。
失
敗
し
て
も
い
い
で
す
か
ら
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　

で
も
、
昔
だ
っ
た
ら
も
っ
と
強
固
に
「
郷
に
入
れ
ば
郷
に
従

え
」
と
い
っ
た
感
じ
で
、
村
の
外
か
ら
お
嫁
さ
ん
が
来
て
も
ほ

ん
と
う
に
大
変
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
閉
鎖
性
は

薄
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
、
逆
に
ど
ん
ど
ん
地
域
に
入
っ
て
い
け

る
時
代
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
す
ね
。
田
舎
と
都
会
を
分
け
る

こ
と
な
く
、
や
る
気
の
あ
る
若
い
人
た
ち
が
動
い
て
い
け
る
環

境
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
よ
。

　

僕
は
次
の
撮
影
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
中
国
の
農
村
地
帯

を
ま
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
国
で
も
地
方
と
都
市
の

格
差
が
も
の
す
ご
く
ひ
ろ
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
若
い
人
が
都
会

に
流
出
し
て
農
村
が
空
洞
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
環
境
が
破
壊

さ
れ
る
と
い
う
、
日
本
の
高
度
成
長
期
と
同
じ
状
況
が
起
き
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
僕
は
高
度
成
長
期
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代

で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
い
ま
、
中
国
の
東
北
部
で
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
を
見
て
、
日
本
の
限
界
集
落
の
現
状
を
考
え
た
い
。
来

年
は
日
本
と
中
国
を
往
復
す
る
生
活
に
な
り
ま
す
。

赤
坂　
　

梶
井
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
表
現
者
と
し
て
の
幅
が
、

僕
に
は
ま
だ
見
え
て
な
い
と
思
う
。
こ
の
人
が
次
に
何
を
や
る

の
か
わ
か
ら
な
い
。
け
っ
こ
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
す
よ
ね
。
実
は

梶
井
さ
ん
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
に
招
聘
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、僕
は
す
ぐ
に
『
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
と
『
限

界
集
落―

M
arginal V

illage

』
の
二
冊
を
同
時
に
取
り
寄
せ
た

の
で
す
よ
。
佐
渡
の
波
を
撮
影
し
た
写
真
集
『
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
は

す
ご
く
完
成
度
と
い
う
か
純
度
が
高
い
、
あ
る
種
、
宇
宙
的
な

世
界
で
す
よ
ね
。
佐
渡
の
集
落
も
た
っ
た
一
カ
ッ
ト
、
最
後
の

方
に
チ
ラ
ッ
と
し
か
写
っ
て
い
な
い
し
。
僕
は
、
ど
こ
か
生
き

る
も
の
を
拒
絶
す
る
「
人
間
嫌
い
」
の
写
真
だ
と
感
じ
た
の
で

す
。
で
も
そ
の
後
す
ぐ
に
『
限
界
集
落
』
の
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を

読
ん
で
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
び
っ
く
り
し
た
。
ま
だ
若
い
の
に
、

完
成
さ
れ
た
『
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｉ
』
の
世
界
観
を
脇
に
置
い
て
冒
険
を

し
ま
し
た
よ
ね
。

　

こ
の
『
四
ヶ
村
』
の
写
真
に
し
て
も
、
人
間
嫌
い
ど
こ
ろ
じ

ゃ
な
く
て
我
々
と
同
じ
よ
う
に
村
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
懐
に
す
っ
と
飛
び
込
ん
で
い
っ
て
、
す
ま
し
た
顔
を

し
て
撮
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
落
差
が
僕
に
は
す
ご
く
嬉
し

か
っ
た
。
自
分
を
ぶ
ち
壊
す
こ
と
を
た
め
ら
わ
な
い
、
穏
や
か

な
佇
ま
い
の
な
か
に
強
さ
と
い
う
か
激
し
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

そ
の
よ
う
な
表
現
者
と
し
て
の
梶
井
照
陰
さ
ん
の
姿
に
、
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
の
写
真
集
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
二
〇
〇
八
年
一
月
二
〇
日　

東
北
芸
術
工
科
大
学
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム
）

©Syoin Kajii©Syoin Kajii
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東北芸術工科大学卒業生支援事業 

I’m here. 2008
主催＝東北芸術工科大学（卒業生支援センター）
協賛＝東北芸術工科大学校友会／卒業生後援会
企画＝美術館大学構想室
キュレーター＝宮本武典

  『I’m here.』は、東北芸術工科大学を卒業した期待の若手

アーティストを紹介する展覧会シリーズで、今年で開催 4

回目を数える。

　夏は仙台、秋は山形、冬は東京と、3都市 7会場で開催

された 2008年度の『I’m here.』は、それぞれの街の特性を

取り入れて、3回とも異なるテーマ・形式で開催された。

　仙台展『ピクニクス・ドローイング』は、望月梨絵とナ

ガバサヨが、芸工大 OBが運営する 2つのギャラリーに泊

まり込み、仙台の街や人との出会いからインスピレーショ

ンを得たドローイングや映像を即興的に展示していった。

　山形展『絶／景』では、中山間地域でアートプロジェク

トに取り組むグループ・実験跡地が、限界集落で人知れず

倒壊していた小屋を山形市内のギャラリーに移築するプロ

ジェクトを発表。写真家の西澤諭志は、芸工大の卒業生で

結成されたデザイン集団・アカオニデザインが立ち上げた

オルタナティブスペース『Ruupa』で、自室を約 200カッ

トのアングルで撮影し再構成した巨大なプリント作品を展

示した。

　シリーズ最後となる東京展『森の発生／森の腐敗』では、

文明批評的な眼差しで人間と自然との関係をテーマに制作

する 3人のアーティストが、山形で習得した日本画や漆芸

の高い技術を駆使し、アートにおける新しい生態系を陳列

した。

I’m here. vol.1｜仙台展［ピクニクス・ドローイング］

望月梨絵 ＋ ナガバサヨ

会期＝ 2008年 7月21日（月）～ 8月3日（日）

会場＝ PICNICA＋ Enoma／ re:bridge edit

I’m here. vol.2｜山形展 ［絶／景］

西澤諭志 ＋ 実験跡地

会期＝ 2008年11月5日（水）～17日（月）

会場＝ Ruupa／ギャラリー絵遊 ＋ 蔵

I’m here. vol.3｜東京展 ［森の発生／森の腐敗］

中田朝乃 ＋ 土ヶ端大介 ＋ 古川紗帆

会期＝ 2009年1月19日（月）～ 31日（土）

会場＝表参道画廊

「わたしはここにいる。」――アーティストたちの三都物語

“山村スピーカー”
（ススキ、葦、大蔵村柳渕集落で2007年冬
に倒壊した小屋の廃材、スピーカー、他／
2008年）

実験跡地｜Jikken Atochi
2006年に結成された東北芸術工科大学学生
によるアーティスト・グループ。メンバー
は黒田良行、大宮かさね、阿部亮平、佐藤
恒平、小玉大介、佐藤啓太。大蔵村在住の
舞踏家・森繁哉とともに、限界集落化する
中山間地域でサイトスペシフィックな芸術
活動を展開している。2007年の大蔵村旧南
山小学校柳渕分校で「分教場の春」を開催。

実験跡地は、廃村跡地に残された家屋造成
の痕や果樹などの植生、錆びた農具などか
ら、かつての村の輪郭をトレースし、雪の
夜、家々が立ち並んでいたポイントで焚き
火をおこなうプロジェクトを続けている。
反対側の尾根からは、失われた集落が幽霊
のように立ち上るのが見えただろう。それ
はこの現代社会で人間が暮らすことのでき
る「限界」の指標であり、生と死の「臨界」
である。人間の暮らしの痕跡を覆い尽くす
雪や植物が、彼らのプロジェクトの重要な
モチーフになっている。
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 “ in and out”
（紙にミクストメディア、映像、他／ 2008年）

望月梨絵｜Rie Mochizuki
1985年静岡県出身。東北芸術工科大学大学
院ビジュアルコミュニケーションデザイン
専攻在学。2007年度卒展買い上げ。「Myth 
in us ／私たちの神話」（TOTAL MUSEUM、
ソウル／東北芸術工科大学ギャラリー）、
「Galerie Sho Projects」（ギャラリー・ショ
ウ・コンテンポラリー・アート）に参加。

望月梨絵のドローイングのイメージソース
は、古代の壁画や、南アメリカやアラブの
女たちの民族衣装である。新作『in and 
out』では、それらのシンボリックな意匠に
加えて、屠殺される動物たち、女性性にま
つわるセクシャルな図像、植物図鑑の断片、
西蔵王の景観などの脈絡のない断片が、そ
れら全てを統合性へと押し流していく即興
的な「染み」＝無秩序なデカルコマニーに
よって、美しく調和に満ちた世界へと至る。

 “芋蔓式”
（紙にアクリル、刺繍、コラージュ、他／
2008年）

ナガバサヨ｜Sayo Nagaba
1982年福島県出身。東北芸術工科大学美術
科洋画コース卒業。2007年第28回グラフィ
ックアート「ひとつぼ展」（ガーディアンガ
ーデン、東京）等に出品。

チラシの裏に面相筆で丁寧に描かれている
のは、室内空間からのサンプリング（…ナ
ガバによると、ソファーの凹みや、椅子の
脚や、カーテンの襞であったりする）なの
だが、一見して、作者以外がそれらのモチ
ーフにたどりつくことは不可能である。
『芋蔓式（いもづるしき）』と名付けられた
これらの作品群は、カタチの意味性から解
き放たれて純粋な色彩とリズムに変換され、
謎めいた方程式のように紙片に綴られてい
く。その先にある「答え」は、ナガバにとっ
てもまだぼんやりとしているが、蝸牛の這
った跡のように輝く筆致が日々淡々と更新
されている。



“星座や地図”
（インクジェットプリント、カッティング
シート／ 2008年）

西澤諭志｜Satoshi Nishizawa
1985年長野県出身。東北芸術工科大学デザ
イン工学部情報デザイン学科映像コース卒
業。「写真新世紀2007」で佳作トリプル受賞。
「アート・アワード・トーキョー」（行幸地
下ギャラリー、東京）、「THE EXPOSED 
of the art vol.3 PHOTOGRAPHS」（海岸
通ギャラリー CASO、大阪）に出品。

東北芸術工科大学卒業後も山形に留まって
活動している西澤諭志は、およそ「東北ら
しさ」とは無縁で没個性的な公共空間を、
ドイツ現代写真を想起させる均質な描写で
撮影している。蛍光灯の明滅や、冷蔵庫の
振動のような、「記号」と「実体」の境を切
り替えるある種の「スイッチ」が、西澤の
アイロニカルな凝視の記録に埋め込まれて
いて、観るものを幻惑させる。



 “creature”［右下写真手前］
（パネルに和紙、ストッキング、他／ 2009年）

土ヶ端大介｜Daisuke Tsuchigahata
1980 年東京都出身。東北芸術工科大学大
学院日本画専攻修了。2004年から創画展、
2005年「第16回臥龍桜日本画大賞展」（奨励
賞受賞・06年入選）、「第3回豊橋トリエン
ナーレ星野眞吾賞展」、2007年「第25回上野
の森美術館大賞展」などに出展。2008年に
「アート・アワード・トーキョー」でやなぎ
みわ賞を受賞（行幸地下ギャラリー、東京）、
「Cow Parade 2008 in 丸の内」に参加。主な
個展に2008年ギャラリー・ビー・トーキョ
ー（東京）など。

土ヶ端大介は、黒いストッキングを裂いた
りのばしたりすることで動植物を描いてき
た。しかし、動物たちのフォルムそのもの
は便宜的なもので、土ヶ端の興味は、生物
が死んで腐敗し、微生物に分解されていく
過程の実況中継のような制作行為そのもの
にある。そして、都市の片隅で人知れず朽
ちているはずの、カラスや猫の遺骸に明る
い路上で唐突に出会うような、直接的なマ
テリアルで観る者を待ち構える。

 “Human Portrait”［右下写真奥］
（紙本着彩／ 2008年）

中田朝乃｜Asano Nakada
1982年東京都出身。東北芸術工科大学大学
院日本画専攻修了。2004年から春季・秋期
創画展に出展（06-07）、2005年「第16回臥
龍桜大賞展」出展、「第19回青垣日本画展
2005」で佳作賞受賞。2008年に「菅楯彦大
賞展」出品。2008年にはなびす画廊（東京）
で個展を開催。

東北芸術工科大学で日本画を学んだ中田朝
乃のドローイングは、植物たちが人の「顔」
をプランターにして繁茂する。杉植林の後
遺症により帰るべき里山を荒廃させ、肥大
化する都市の隙間に詰め込まれるようにし
て暮らしている、私たち一人ひとりの肖像
にも見えてくる。ここに牧歌的な自然観は
なく、都市生活によってねじ曲げられた変
異体としての「植物（人間）」たちが佇む。

 “終わりと始まりの者たち”［右上写真］
（熊の毛皮、鹿の毛皮、漆、鉄、写真、他
／ 2007～2008年）

古川紗帆｜Saho Furukawa
1984年富山県出身。東北芸術工科大学大学
院工芸専攻在籍。主なグループ展に2007年
「再生と根幹～漆の造形空間～」（SPACE/
ANNEX、東京）、2007年「1984- espresso」
（Café Espresso、山形）、2008年「Myth in 
us／私たちの神話」（トータル美術館、ソ
ウル）など。2008年度日本藝術文化振興財
団奨学生。

東北芸術工科大学で伝統的な漆の技法を習
得した古川紗帆は、山形県小国町の伝統的
な猟師集団・マタギの協力を得て、朝日連
峰での狩りや獲物の解体、またそれに伴う
様々な儀礼の場に立ち会い、彼らから譲り
受けた熊、鹿、狸、兎などの毛皮を漆で固
めて作品化している。『Th e rifl e of the deer』
は、狩りで実際に使用された猟銃を乾漆で
複製し、鹿の毛皮と組み合わせたものだ。
漆掻きや狩猟など、山の民の古くからの生
業が、エレガントとグロテスクを同居させ
て造形化されている。
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。
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台
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繰
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れ
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れ
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。

　

当
時
、
大
学
に
残
っ
て
そ
の
ま
ま
ス
ム
ー
ズ
に
就
職
し
て
い

っ
た
同
級
生
は
、
電
通
と
か
博
報
堂
と
か
大
手
の
広
告
代
理
店

に
入
っ
て
い
っ
て
、
最
初
か
ら
も
の
す
ご
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額
の
給
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も
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て
い
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。
で
も
僕
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と
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織
で
働
く
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な
く
て
、
自

ら
進
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で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
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選
ん
で
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し
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そ
の
後
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ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
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の
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ニ
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ヨ
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エ
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テ
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な
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。

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
に
は
そ
の
延
長
で
、
や
は
り
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
「
場
」
を
つ
く
り
に
来
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
ね
。
僕
自
身
が
大
学
を
ド
ロ
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プ
ア
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ト
し
て
い
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の
で
、

ア
ー
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と
か
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ザ
イ
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教
え
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え
ら
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い
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に
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か
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限
界
を
感
じ
て
い
る
か
ら
、
学
生
た
ち
に
何

か
を
教
え
て
や
ろ
う
、
影
響
を
与
え
て
や
ろ
う
と
い
う
教
師
と

し
て
の
野
心
は
あ
ま
り
あ
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ま
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。
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ザ
イ
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。
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。
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。
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で

き
た
と
き
、
オ
ー
プ
ン
記
念
の
展
覧
会
に
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
残
念
な
が
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
重
な
っ

て
い
て
お
断
り
し
た
の
で
す
が
、
建
設
中
の
現
場
に
三
回
く
ら

い
通
い
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い
建
築
な
の
で
、
こ
の
場
所
を
起

点
に
し
て
ア
ー
ト
シ
ー
ン
が
は
じ
ま
る
予
兆
を
感
じ
ま
し
た
ね
。

　

そ
れ
か
ら
僕
は
音
楽
を
や
っ
て
い
る
友
人
が
多
く
て
、
彼
ら

か
ら
仙
台
の
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
注
4
）
の
噂
を
よ
く
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。「
街
の
い
た
る

と
こ
ろ
で
市
民
が
総
出
で
演
奏
し
て
い
る
雰
囲
気
が
、
パ
リ
の

音
楽
祭
み
た
い
だ
」
と
。
東
京
は
い
ろ
い
ろ
な
地
方
か
ら
出
て

き
た
人
た
ち
の
集
合
体
だ
か
ら
、
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
す
る

に
し
て
も
、
ど
こ
か
い
つ
も
「
観
客
」
な
の
で
す
。
隅
田
川
に

花
火
が
あ
が
ろ
う
と
、
浅
草
で
大
き
な
祭
り
が
あ
ろ
う
と
観
客

の
ま
ま
。
で
も
仙
台
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
祭
り
に
一
般
の
人
た

ち
が
関
わ
る
た
め
の
「
関
わ
り
方
」
を
知
っ
て
い
る
し
、
街
も

宮
本　
　

中
山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
は
昨
年
か
ら
東
北
芸
術
工
科
大

学
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
山
さ
ん
が
九
〇
年
代
に
大
学
を
中
退
し
て
東
京
郊
外

の
工
場
跡
に
立
ち
上
げ
た
『
ス
タ
ジ
オ
食
堂
（
注
1
）』
は
、
日

本
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
の
先
駆
け
と
し
て
伝
説
的
な

存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、「
ア
ン
チ
・
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
」
的

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
は
じ
め
て
主

体
的
に
サ
イ
ト
を
運
営
し
た
点
で
も
重
要
な
出
来
事
で
し
た
。

そ
ん
な
中
山
さ
ん
が
地
方
の
、
し
か
も
山
形
の
美
術
大
学
に
着

任
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
持
ち
だ
っ

た
の
で
す
か
？

中
山　
　

僕
が
大
学
一
、
二
年
生
の
頃
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
直

前
で
大
人
が
た
く
さ
ん
お
金
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ

ト
で
ち
ょ
っ
と
絵
を
描
く
と
三
万
、
五
万
円
と
気
前
よ
く
ポ
ン

と
く
れ
て
、「
お
前
、
帰
り
遠
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
言
っ
て
タ

ク
シ
ー
代
ま
で
く
れ
る
よ
う
な
、
い
ま
と
は
お
金
の
価
値
が
全

く
違
う
時
代
で
し
た
。
お
金
が
溢
れ
て
い
た
状
況
下
で
、
美
大

生
は
呼
べ
ば
絵
を
描
い
て
く
れ
る
、
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
バ
ー

っ
と
貼
っ
て
く
れ
る
便
利
で
都
合
の
い
い
「
兵
隊
」
で
し
た
。

　

僕
ら
学
生
も
「
こ
の
世
界
で
す
ぐ
に
お
金
を
儲
け
て
食
べ
て

い
け
る
の
で
は
な
い
か
？
」
と
安
易
な
勘
違
い
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
で
す
べ
て
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
に
、
こ
れ
か
ら
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
世
の
中
に
出
た

ら
「
大
人
が
用
意
し
て
く
れ
た
〈
場
〉
を
盲
目
的
に
信
用
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
考
え
を
胸
に
刻
み
ま
し
た
。
大
学
を
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
で
も
、
初
め
か
ら
活
動
の
場
は
自
分
自
身

で
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

武
蔵
野
美
術
大
学
で
は
教
授
と
ソ
リ
が
あ
わ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
中
退
し
て
後
輩
た
ち
と
一
緒
に
東
京
の
立
川
市
に
あ

っ
た
古
い
工
場
跡
を
見
つ
け
て
、
一
生
懸
命
に
レ
ジ
ュ
メ
を
書

注
1　

ス
タ
ジ
オ
食
堂

立
川
駅
か
ら
徒
歩
一
〇
分
。
旧
リ
ッ
カ

ー
ミ
シ
ン
工
場
の
社
員
食
堂
跡
を
改
造

し
た
共
同
ス
タ
ジ
オ
。
広
さ
約
三
〇
〇

坪
、
天
井
高
約
六
メ
ー
ト
ル
の
広
々
と

し
た
空
間
を
、
お
よ
そ
五
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
ず
つ
の
ブ
ー
ス
に
分
割
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
制
作
場
に
使
い
、
残
り
の
ス
ペ

ー
ス
を
共
有
。
家
賃
は
約
四
〇
万
円
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ペ
ー
ス
」
と
呼
ぶ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
て
企
画
展
を
開
い

た
り
、
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー

を
催
す
な
ど
、
単
な
る
共
同
ス
タ
ジ
オ

で
は
な
く
、
ノ
ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
な
組

織
と
し
て
の
活
動
し
て
い
た
。

re:bridge edit re:bridge edit re:bridge edit

re:bridge edit

人
生
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
向
き
合
う
こ
と
か
ら
、

表
現
へ
の
動
機
が
生
ま
れ
て
く
る

東
北
芸
術
工
科
大
学
卒
業
生
支
援
事
業 
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そ
れ
を
許
容
し
て
い
る
自
由
な
感
じ
が
し
て
す
ご
く
い
い
。
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
の
成
功
が
証
明
し
て
い
る
よ
う
に
、
仙
台
で
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
シ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
参
加
型
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と
き
に
重
要
な
要
素
は

「
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
プ
ロ
の
活
動
で

は
な
く
、
学
生
も
含
め
て
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
け
の
大
き
い
ア
ー
ト

イ
ベ
ン
ト
が
、
仙
台
な
ら
可
能
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
都
市
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
よ
く
中
央
に
美
術
館

を
置
い
て
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
、
あ
と
は
オ
マ
ケ

み
た
い
に
ア
マ
チ
ュ
ア
参
加
を
配
す
る
と
い
う
構
造
に
な
り
が

ち
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た
フ
ラ
ッ
グ
的
な
存
在
は
な
し
に
し
て
、

村
上
隆
さ
ん（
注
5
）
の
や
っ
て
い
る
『G

EISA
I

』（
注
6
）
み
た
い

に
、
全
部
を
ア
マ
チ
ュ
ア
参
加
に
し
て
、
海
外
の
ギ
ャ
ラ
リ
ス

ト
が
注
目
す
る
よ
う
な
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
仙
台

市
民
が
本
気
で
仕
掛
け
て
み
た
ら
す
ご
く
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
は
一
見
、
イ
ベ
ン
ト
化
し
や
す
い
の
で
、
一
、
二
回

の
打
ち
上
げ
花
火
は
簡
単
に
あ
げ
ら
れ
て
も
継
続
は
意
外
と
難

し
い
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
動
き
を
定
着
さ
せ
る
に
は
単
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
箇
所
で
も
構
わ

な
い
の
で
コ
ン
パ
ク
ト
で
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の
企
画
展
を
や
り

続
け
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
必
ず
「
あ
れ
な
ら

私
も
や
れ
る
か
も
？
」
と
い
う
人
が
増
え
て
、
自
然
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
く
の
で
。

　

そ
の
と
き
こ
そ
、
地
元
の
美
術
大
学
と
の
連
携
は
す
ご
く
大

事
で
す
。
京
都
も
た
く
さ
ん
美
大
が
あ
る
か
ら
昔
か
ら
街
に
根

ざ
し
た
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
活
力
が
あ
る
。
特
に
八
〇
年
代
の
半

ば
は
ダ
ム
タ
イ
プ
（
注
7
）
の
ス
タ
ジ
オ
横
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ

っ
て
、
そ
こ
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
て
い
た
。
な
ん
と
な
く
そ
の

「
場
」
に
通
っ
て
い
る
う
ち
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ
ち
ゃ
う

み
た
い
な
磁
場
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

　

で
も
先
日
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
高
谷
史
郎
さ
ん
（
注
8
）
と
話
を

し
て
い
た
ら
、彼
は「
い
ま
は
シ
ー
ン
が
つ
く
り
づ
ら
い
よ
ね
」

と
言
っ
て
い
た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
い
ま
の
若
い
美
大
生
た

ち
は
大
人
を
巻
き
込
め
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ

の
バ
ン
ド
と
同
じ
で
、
ど
の
地
方
で
も
ス
タ
ジ
オ
や
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
に
行
け
ば
バ
ン
ド
フ
ァ
ン
の
子
は
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、

そ
の
地
域
社
会
か
ら
見
て
彼
ら
の
集
ま
り
は
、
到
底
シ
ー
ン
と

は
い
え
な
い
小
さ
な
趣
味
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
よ
ね
。
そ
れ

と
同
じ
で
、
近
頃
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
に

ワ
ー
っ
て
若
い
子
が
集
ま
っ
た
ら
「
オ
ッ
ケ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
成

功
」
と
満
足
し
ち
ゃ
う
。
で
も
ア
ー
ト
は
そ
れ
で
は
や
っ
ぱ
り

駄
目
で
、
ど
れ
く
ら
い
近
所
の
大
人
が
温
か
い
目
で
見
て
く
れ

て
い
る
と
か
、
も
し
く
は
批
判
的
な
目
で
見
て
く
れ
て
い
る
と

か
、
地
域
の
大
人
も
場
に
混
ざ
っ
て
い
る
状
況
が
つ
く
れ
れ
ば

す
ご
く
い
い
の
で
す
が
。

宮
本　
　
『I ’m

 here.

』
は
卒
業
生
ク
リ
エ
イ
タ
ー
支
援
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
公
募
・
団
体
展
に
出
展
し
て
い
る

者
や
企
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
別
と
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

に
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
卒
業
生
ク
リ
エ
イ
タ
ー
は
苦
戦

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
都
会
の
美
術
大
学
と
違
っ
て
、
地
方
の

学
生
は
カ
ル
チ
ャ
ー
全
般
に
つ
い
て
の
経
験
値
が
乏
し
く
な
り

が
ち
で
、
環
境
的
な
ハ
ン
デ
が
一
因
と
し
て
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
中
山
さ
ん
が
こ
の
大
学
で
学
生
た
ち
と
触
れ
合
う
中
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
予
備
軍
と
し
て
の
彼
ら
の
課
題
は
何
だ
と
思
い

ま
す
か
？

 

中
山　
　

こ
れ
は
デ
ザ
イ
ン
系
、
ア
ー
ト
系
と
も
に
言
え
る
こ

と
な
の
で
す
が
、
講
評
会
な
ど
で
学
生
の
話
を
聞
い
て
い
る
と

「
コ
ン
セ
プ
ト
」
と
い
う
言
葉
が
、
す
ご
く
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

の
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
ね
。
作
品
に
そ
れ
っ
ぽ
い

注
5　

村
上
隆
（
む
ら
か
み
た
か
し
）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
一
九
六
二
年
東
京
都

生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
博
士
課
程
修

了
。
自
ら
の
作
品
制
作
を
行
う
か
た
わ

ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
カ
イ
カ
イ
キ

キ
を
主
宰
し
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
。
平
板
で
余
白

が
多
く
、
奥
行
き
に
欠
け
る
伝
統
的
な

日
本
画
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
セ
ル
画

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
造
形
上
の
特
徴

を
抽
出
し
た
「
ス
ー
パ
ー
フ
ラ
ッ
ト
」

を
提
言
す
る
な
ど
、
現
代
美
術
の
文
脈

に
、
日
本
特
有
の
オ
タ
ク
文
化
を
導
入

し
た
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア

の
作
品
が
有
名
。

注
6　

G
E

ISA
I

美
術
大
学
の
学
園
祭
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

二
〇
〇
二
年
の
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
想
定
し
た
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
発
掘
の
場
」
と
同
時
に
、「
ア

ー
ト
の
展
示
販
売
を
気
軽
に
行
え
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
あ
り
、
プ
ロ
デ

ビ
ュ
ー
の
チ
ャ
ン
ス
を
目
指
す
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
の
祭
典
。
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー

の
仕
方
、
作
品
の
見
方
、
買
い
方
、
売

り
方
を
日
本
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
即
し
た

形
で
学
ん
で
い
く
と
い
う
教
育
的
な
コ

ン
セ
プ
ト
を
抱
え
、
そ
う
い
っ
た
場
を

提
供
し
続
け
る
こ
と
を
根
幹
と
し
て
い

る
。
主
催
は
村
上
隆
率
い
る
カ
イ
カ
イ

キ
キ
。

注
7　

ダ
ム
タ
イ
プ
（D

um
b T

ype

）

一
九
八
四
年
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の

学
生
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
グ
ル
ー
プ
。
在
学
中
か
ら
海
外
公

演
を
含
め
た
活
発
な
活
動
を
続
け
、
現

在
で
も
拠
点
を
京
都
に
構
え
な
が
ら
、

海
外
公
演
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
建
築
、
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
、

音
楽
、
ダ
ン
ス
な
ど
異
な
る
表
現
手
段

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
芸
術
表
現

の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
る
。

Enoma PICNICA PICNICA 上からナガバサヨ、望月梨絵、木村良（PICNICA）。
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コ
ン
セ
プ
ト
を
後
か
ら
つ
け
た
り
、
最
初
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
立

て
て
そ
の
通
り
の
作
品
を
つ
く
る
と
い
う
の
が
多
い
。
僕
の
経

験
で
は
、
ア
ー
ト
の
世
界
で
食
べ
て
い
く
な
ら
、「
コ
ン
セ
プ

ト
」
は
あ
ま
り
重
要
じ
ゃ
な
い
で
す
ね
。
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
や
キ

ュ
レ
イ
タ
ー
と
の
対
話
で
は
、
そ
れ
よ
り
も
「
作
品
を
つ
く
る

動
機
」
が
一
番
問
わ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
の
学
生

は
知
ら
な
さ
す
ぎ
る
。

　

い
ち
い
ち
作
品
の
「
こ
れ
は
な
に
を
意
味
し
て
い
ま
す
」
と

か
、「
こ
の
カ
タ
チ
の
こ
れ
こ
れ
を
表
現
し
て
い
ま
す
」
と
か
話

す
必
要
は
な
く
て
、
ま
ず
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ら
作
品
を
つ
く
っ

た
動
機
を
語
れ
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
。
そ
の
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
の
説
明
と
勘
違
い
し
て
い
る
学
生
が
と
て
も
多
い
。
説
明
は

上
手
に
で
き
る
の
に
、
改
め
て
動
機
に
つ
い
て
聞
い
て
い
く
と
、

「
い
や
、
そ
れ
は
分
ら
な
い
で
す
」
っ
て
…
。
だ
っ
た
ら
パ
ブ

リ
ッ
ク
な
所
に
絵
を
展
示
す
る
資
格
は
な
い
と
思
う
の
で
す
。

　

自
然
豊
か
で
集
中
で
き
る
ア
ト
リ
エ
が
あ
っ
て
、
親
切
な
教

授
が
手
と
り
足
と
り
教
え
て
く
れ
て
、
制
作
す
る
の
が
あ
た
り

前
の
環
境
だ
か
ら
、
作
品
は
な
ん
と
な
く
で
き
て
く
る
だ
ろ
う

け
ど
、
卒
業
後
に
社
会
の
中
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
生
き
て

い
き
た
い
の
な
ら
、
こ
の
時
代
に
な
ぜ
ア
ー
ト
作
品
を
つ
く
る

の
か
を
き
ち
ん
と
表
明
で
き
な
く
て
は
駄
目
で
す
。
と
い
う
の

も
、
僕
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
っ
た
と
き
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
プ

レ
ゼ
ン
を
し
て
回
っ
て
い
た
ら
、
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
に
「
そ
れ
ぞ

れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ん
て
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
見
れ
ば
分
る
。
そ
れ
よ
り
も
君
が
作
品
を
つ
く
る
動
機
は
な

ん
だ
？
」
と
よ
く
言
わ
れ
た
の
で
す
。
当
時
は
村
上
隆
さ
ん
や

奈
良
美
智
さ
ん
（
注
9
）
が
世
界
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
寵
児
と
し

て
ワ
ー
ッ
と
出
て
き
て
い
た
の
で
、「
な
ぜ
日
本
人
の
君
が
ア

ニ
メ
で
は
な
い
の
？
」
と
か
、「
君
も
マ
ン
ガ
を
見
て
育
っ
て

き
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
君
の
作
品
に
マ
ン
ガ
的
な
要
素
が
な

い
の
は
な
ぜ
？
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
ま
ず
表
現
の
ル
ー
ツ
や
動
機
が
あ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
の
が
海
外
の
考
え

方
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
た
ち
の
「
動
機
が

ユ
ニ
ー
ク
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ら
、
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
フ
ォ
ー

ム
が
ど
う
変
容
し
よ
う
と
、
君
の
作
品
に
共
感
す
る
コ
レ
ク
タ

ー
は
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
ご
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も
東
京
で
も
東
北
で
も
、

そ
れ
は
基
本
的
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
態
度
だ
と
思

い
ま
す
。

宮
本　
　

中
山
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
に
九
・
一
一
（
注

10
）
に
遭
遇
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
の
中
山
さ
ん
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー

マ
に
人
間
関
係
を
シ
ャ
ー
プ
に
突
い
て
く
る
作
風
で
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
の
作
品
、
特
に
絵
画
に
顕
著
な
変
化
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。『
ス
タ
ジ
オ
食
堂
』
時
代
は
、
現
実
社
会
に
対

し
て
あ
る
種
攻
撃
的
だ
っ
た
表
現
手
法
に
、
自
ら
内
省
的
な
距

離
を
置
い
て
い
る
よ
う
な
…
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
体
験
は
、

中
山
さ
ん
の
ア
ー
ト
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の

で
し
ょ
う
か
？

中
山　
　

僕
の
ア
パ
ー
ト
は
同
時
多
発
テ
ロ
で
倒
壊
し
た
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所
に
あ

っ
た
か
ら
、
二
機
目
の
飛
行
機
が
突
入
す
る
瞬
間
を
肉
眼
で
見

ま
し
た
。
よ
く
晴
れ
た
日
だ
っ
た
か
ら
記
憶
の
中
で
は
、
す
ご

く
不
謹
慎
で
す
け
れ
ど
、「
き
れ
い
だ
な
」
と
い
う
印
象
と
恐
怖

感
が
混
在
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
の
タ
ワ
ー
が
崩
壊
し
、
僕
も

い
よ
い
よ
避
難
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
、
一
週
間
く
ら
い

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
過
ご
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
か
ら
避
難
解
除
の

指
令
が
出
て
ア
パ
ー
ト
に
戻
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
ま
だ
三
千

人
が
埋
ま
っ
て
燃
え
続
け
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
の
埃
が

注
8　

高
谷
史
郎（
た
か
た
に
し
ろ
う
）

映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
。
一
九
六
二
年
生

ま
れ
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
卒
業
。
ダ

ム
タ
イ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
兼
映
像
担
当
。
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
手
が
け
る
。

個
人
の
活
動
と
し
て
は
坂
本
龍
一
の
オ

ペ
ラ『LIFE

』（
一
九
九
九
年
）
で
の
映

像
製
作
、 

ソ
ロ
ワ
ー
ク
『optical flat

』

（
二
〇
〇
〇
年
、
児
玉
画
廊
）
な
ど
が

あ
る
。

注
9　

奈
良
美
智
（
な
ら
よ
し
と
も
）

現
代
美
術
家
。
一
九
五
九
年
青
森
県
生

ま
れ
。
愛
知
県
立
芸
術
大
学
修
士
課
程

修
了
。
世
界
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
作

家
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
や

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
現
代
美
術
館
に
作
品
が

所
蔵
さ
れ
る
な
ど
日
本
の
現
代
美
術
の

第
二
世
代
を
代
表
す
る
一
人
。
に
ら
み

つ
け
る
よ
う
な
目
の
女
の
子
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
知
ら
れ
る
。

注
10　

九
・
一
一

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
略
称
。

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
ア
メ
リ
カ

国
内
線
の
飛
行
機
四
機
が
同
時
に
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
そ
の
う
ち
三
機
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ペ
ン
タ
ゴ
ン
な
ど

に
突
入
す
る
と
い
う
史
上
ま
れ
に
見
る

大
掛
か
り
な
テ
ロ
事
件
。
多
く
の
死
傷

者
を
出
し
、
全
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

(Ruupa) (Ruupa) KAIYU
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ね
」
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
戦
争
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
彼
女
の
新
作
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
れ
は
一
般
的
な
戦
争
の
価
値
観
や
認
識
か
ら

す
る
と
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
欠
け
る
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
そ

れ
は
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
眼
を
そ

む
け
た
く
な
る
よ
う
な
戦
争
の
悲
惨
さ
や
哀
し
み
を
描
く
必
要

は
な
い
し
、「
こ
れ
が
わ
た
し
の
戦
争
画
で
す
」
と
言
わ
れ
た

と
き
、
彼
女
が
真
剣
に
そ
う
言
葉
を
発
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
そ
れ
で
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

僕
は
人
の
数
だ
け
表
現
が
あ
っ
て
、
戦
争
へ
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
や
世
界
の
と
ら
え
方
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
社
会
通
念
に
縛

ら
れ
な
い
個
人
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と

が
、
社
会
が
究
極
的
に
ア
ー
ト
に
求
め
て
い
る
役
割
だ
と
思
い

ま
す
。

　

美
術
史
に
残
る
巨
匠
た
ち
も
、
生
き
様
と
作
品
が
一
緒
に
語

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
よ
ね
。
父
親
が
亡
く
な
っ
て
絵
が
こ

う
変
わ
り
、
妻
が
亡
く
な
っ
て
絵
が
こ
う
変
わ
り
、
街
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
、
と
い
っ
た
人
生
の
喜
怒
哀
楽
が
絵
に
深
い

影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
描
く
動
機
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
僕

も
望
月
さ
ん
も
「
い
ま
」
を
懸
命
に
生
き
て
い
る
最
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
き
っ
か
け
に
作
品
化
し
て
い

く
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
個
人
的
体
験
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と

し
て
「
世
界
を
見
る
」
と
い
う
姿
勢
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
な

い
と
い
け
な
い
よ
ね
。

　

僕
は
、
大
切
な
家
族
が
死
ぬ
日
に
は
、
絶
対
に
絵
を
描
く
と

決
め
て
い
ま
す
。
九
・
一
一
で
数
千
人
が
目
の
前
で
亡
く
な
っ

た
と
き
に
、
し
ば
ら
く
絵
を
描
け
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
後
、
母
が
癌
で
倒
れ
て
ず
っ
と
看
病
し
て
い
た
と
き
、
自

然
に
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
再
開
し
て
い
た
の
で
す
。
僕
と
い
う
存

在
の
中
で
、
二
つ
の
死
の
風
景
は
絵
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に
「
僕
に
と
っ
て
ア
ー
ト
が
本
当
に
必

要
だ
ろ
う
か
？
」「
世
界
に
と
っ
て
僕
の
絵
は
必
要
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
表
現
の
動
機
へ
の
深
い
問
い
が
、
切
実
に
生
ま

れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 （

二
〇
〇
八
年
七
月
二
六
日　

re:bridge edit

）

漂
っ
て
い
て
、
死
の
煙
を
吸
い
な
が
ら
の
生
活
が
し
ば
ら
く
続

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
強
烈
な
体
験
を
し
た
の
で
、
自
分
の
心
境
が
前
よ
り

も
少
し
内
向
き
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

学
芸
員
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
間
く
ら
い
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
活
動

し
て
き
て
、
展
覧
会
を
企
画
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
若

い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
相
談
を
受
け
た
り
も
し
て

い
ま
し
た
。
変
化
し
続
け
る
ア
ー
ト
シ
ー
ン
に
対
し
て
客
観
的

な
位
置
を
保
つ
た
め
に
、
い
く
つ
も
の
自
分
を
使
い
分
け
る
ス

タ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
す
が
、
九
・
一
一
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
て
、

そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
僕
は
、
他
者
に
「
こ
れ
は
な
に
？
」
と
訊
か
れ

て
答
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ア
ー
ト
に
対
し
て
抵
抗
が
あ
り
ま
し

た
。
ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ケ
（
注
11
）
み
た
い
な
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
ア

ー
ト
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

み
た
い
な
自
己
満
足
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
を
す
ご
く
嫌
悪
し
て
い

ま
し
た
。

　

で
も
、
海
外
生
活
で
全
く
自
分
と
は
関
係
の
な
い
宗
教
と
か

経
済
と
か
国
家
の
衝
突
に
よ
っ
て
い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な

い
状
況
に
唐
突
に
放
り
込
ま
れ
て
、
自
分
の
命
が
い
か
に
儚
い

か
、
夥
し
い
死
者
の
煙
を
吸
い
な
が
ら
考
え
て
、「
こ
れ
は
も

う
少
し
〈
自
分
〉
に
立
ち
還
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
？
」
と
二
年
く
ら
い
悩
み
ま
し
た
ね
。
そ
し
て
気
が
つ
い
た

ら
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
す
ご
く
私
的
な
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
を
ノ
ー
ト
に
た
く
さ
ん
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
け
ど
、
自
分
の
中
か

ら
ア
ー
ト
に
対
す
る
新
し
い
動
機
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

誤
解
を
怖
れ
ず
に
言
う
と
、
ア
ー
ト
に
関
わ
っ
て
い
る
人
間

に
は
、
社
会
と
ア
ー
ト
と
の
関
連
性
に
熱
心
な
タ
イ
プ
と
、
一

枚
の
絵
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
自
分
に
し
か
理
解
し
得
な
い
心

情
を
動
機
と
す
る
タ
イ
プ
の
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
が
い
る

と
思
い
ま
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
を
背
景
に
ス
タ
ジ
オ
食
堂
で
ス
タ

ー
ト
し
た
僕
の
キ
ャ
リ
ア
は
、は
じ
め
は
前
者
で
し
た
が
、九
・

一
一
を
境
に
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
て
深
い
世
界
に
傾
き
は
じ
め
て

い
ま
す
。

宮
本　
　

今
回
、『I ’m

 here.

』
の
仙
台
展
に
セ
レ
ク
ト
さ
れ

た
望
月
梨
絵
さ
ん
は
、
ま
だ
大
学
院
に
在
学
中
の
ペ
イ
ン
タ
ー

で
、
中
山
さ
ん
が
担
当
教
員
で
す
。
彼
女
と
は
普
段
ど
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
で
す
か
？ 

ま
た
、

今
回
の
望
月
さ
ん
の
出
品
作
は
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
が
中
心
で
、
断

片
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
は
、
戦
争
や
死
の
図
像
も
見
ら
れ
ま

す
。
先
ほ
ど
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
お
話
を
踏
ま
え
て
、
彼
女

の
展
示
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
っ
た
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
山　
　

僕
が
望
月
さ
ん
に
い
つ
も
話
し
て
い
る
の
は
、「
い

っ
ぱ
い
恋
を
し
な
さ
い
」
と
か
、「
た
く
さ
ん
泣
い
て
ね
、
笑

っ
て
ね
」
と
か
で
す
ね
。
彼
女
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
帖
を
め
く
っ

て
み
る
と
、
時
々
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
イ
メ
ー
ジ
も
出
て
く
る
の

で
す
が
、
そ
れ
が
ど
れ
く
ら
い
肉
体
感
覚
を
伴
っ
て
い
る
の
か

も
追
及
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
「
全
部
話
せ
」
と
は
言
わ
な

い
け
ど
（
笑
）。

　

望
月
さ
ん
に
し
て
も
、『E

nom
a

』
に
展
示
し
て
い
る
ナ
ガ

バ
サ
ヨ
さ
ん
に
し
て
も
、
彼
女
た
ち
は
描
い
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る
こ
と
で
、
自
分
の
感
覚
や
自
分
を
と
り
ま
く
様
々
な
関
係

性
を
整
理
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
ー
ト
は
記
憶
や
深

層
心
理
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
通
し
て
出
て
く
る
「
声
な
き
言

葉
」
で
す
か
ら
。

　

で
も
さ
っ
き
も
話
し
た
よ
う
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
へ
の
憧
れ

だ
け
で
絵
は
描
き
続
け
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
な
り
の
動
機
を

制
作
の
継
続
の
中
か
ら
絞
り
込
ん
で
い
く
し
か
な
い
。
だ
か
ら

望
月
さ
ん
に
は
、「
た
く
さ
ん
絵
を
描
い
て
、
い
い
歳
と
っ
て

注
11　

ハ
ン
ス
・
ハ
ー
ケ

（H
ans H

aacke

）

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
一
九
三
六
年
ド
イ
ツ

生
ま
れ
。
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。
政
治
的
色
彩
の
濃
い
作
品

で
知
ら
れ
る
。
一
九
九
三
年
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
金
獅
子
賞
。
現

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
。

中
山
ダ
イ
ス
ケ

D
aisuke N

akayam
a

香
川
県
生
ま
れ
。
武
蔵
野
美
術
大
学
中

退
後
、
武
器
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
過
激

な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
様
々
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
演
劇
美
術
な
ど
、
手

法
に
と
ら
わ
れ
な
い
斬
新
な
表
現
力
が

国
内
外
か
ら
の
注
目
を
集
め
る
。
独
特

の
造
形
感
覚
が
織
り
成
す
鋭
く
も
や
さ

し
い
作
品
や
、
次
世
代
ア
ー
ト
界
を
リ

ー
ド
す
る
手
腕
が
評
価
さ
れ
、
一
九
九

七
年
よ
り
六
年
間
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
な
ど
か
ら
の
奨
学
金
を
得
て
渡
米
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
タ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
制
作
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

で
の
展
覧
会
が
話
題
と
な
り
、
一
九
九

八
年
台
北
（
台
湾
）、
二
〇
〇
〇
年
光

州
（
韓
国
）、
リ
ヨ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
日
本
代
表
作
家
に
選
出
さ

れ
る
。
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
若
手
芸

術
家
海
外
研
修
助
成
、
第
一
回
岡
本
太

郎
現
代
芸
術
大
賞
準
大
賞
な
ど
を
受
賞
。

C
laudia H

ill

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
な
ど
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
演
出
監
督
、
舞
台
美
術
デ
ザ
イ
ン
、

店
舗
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
コ

ン
セ
プ
ト
考
案
な
ど
、
近
年
は
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

手
が
け
る
。
二
〇
〇
二
年
よ
り
東
京
で

活
動
。
東
北
芸
術
工
科
大
学
情
報
デ
ザ

イ
ン
学
科
教
授
。
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●
七
月
五
日
（
土
） 

展
示
ま
で
あ
と
二
週
間
に
な
る
。
展
示
の
仕
方
を
学
芸
員

の
宮
本
さ
ん
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
つ
め
の
甘
さ
を
強
力

に
補
助
し
て
も
ら
う
。

部
屋
の
床
に
今
ま
で
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
な
ら
べ
て
み
る
。

今
ま
で
の
展
示
の
と
お
り
に
、
モ
チ
ー
フ
別
、
制
作
年
別

に
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
み
る
。
そ
れ
以
外
の
方
法
を
思
い
浮

か
べ
ら
れ
ず
、
と
り
あ
え
ず
決
め
た
。

そ
し
た
ら
、「
も
っ
と
観
る
人
を
圧
倒
す
る
感
じ
、
こ
こ

ま
で
や
る
の
？ 

と
い
う
感
じ
に
し
た
い
」
と
言
わ
れ
た
。

圧
倒
と
い
う
言
葉
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ

で
は
私
に
は
も
う
何
も
こ
わ
い
も
の
な
ど
な
い
よ
う
な
テ

ン
シ
ョ
ン
に
な
り
、
勘
違
い
に
大
い
に
結
構
で
は
な
い
か

と
簡
単
に
舞
い
上
が
っ
た
。
人
生
全
て
勘
違
い
に
し
た
い
。

●
七
月
八
日
（
火
）

恥
ず
か
し
い
気
分
に
や
ら
れ
る
。

誰
も
見
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
む
し
ろ
誰
に
も
見
せ
て
い
な

い
ん
だ
け
ど
。
万
事
、
恥
ず
か
し
く
な
る
。
今
日
は
ず
っ

と
さ
っ
き
か
ら
恥
ず
か
し
い
気
分
で
し
か
た
が
な
い
。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
恥
。
情
報
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
、
自

分
か
ら
発
す
る
こ
と
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
で
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い
て
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
は
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生
き
て
い
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
の

方
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
結
構
真
っ
当
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
軽
す
ぎ
て
空
回
り
す
る
の
で
危
険
度
は
高

い
気
が
す
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
レ
ベ
ル
で
夢
に
な
っ
て
終
わ

る
。

鮮
や
か
な
頭
で
作
っ
た
も
の
は
現
実
に
も
鮮
や
か
に
、
ま

ぶ
し
い
色
が
羅
列
さ
れ
て
、
後
で
観
る
と
、
シ
ラ
け
る
。

気
分
の
鮮
や
か
さ
が
抜
け
た
自
分
が
そ
こ
に
い
て
、
シ
ラ

け
る
パ
タ
ー
ン
は
か
な
り
が
っ
か
り
。

●
七
月
一
一
日
（
金
） 

飽
き
ず
に
ド
ツ
ボ
。
進
ま
な
く
て
何
度
も
観
て
る
ビ
デ
オ

を
リ
ピ
ー
ト
鑑
賞
。
ル
ー
プ
ル
ー
プ
。

何
か
ら
救
わ
れ
て
抜
け
出
す
か
と
い
う
と
案
外
、
色
だ
け
。

新
鮮
さ
を
と
り
戻
す
き
っ
か
け
は
新
し
い
絵
具
。
ご
飯
み

た
い
に
形
を
手
に
入
れ
た
ら
、
色
さ
え
あ
れ
ば
い
く
ら
で

も
行
け
る
こ
と
も
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

気
分
転
換
だ
け
で
万
事
は
結
構
単
純
で
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
い
る
。
毎
回
た
ど
り
つ
く
ま
で
は
め
ん
ど
く
さ
い
け
ど
。

●
七
月
一
三
日
（
日
） 

呆
れ
ら
れ
た
い
。「
そ
こ
ま
で
や
る
か
？
」
と
。
病
的
に

ポ
ッ
プ
な
感
じ
で
圧
倒
し
た
く
な
っ
た
。

欲
が
な
く
て
詰
め
の
甘
い
日
々
更
新
の
小
さ
な
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
ブ
ッ
ク
で
も
気
づ
け
ば
お
風
呂
一
杯
た
ま
っ
て
る
。

そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
大
き
い
絵
に
し
た
ら
い
い
ん
だ
…
。

ま
た
気
持
ち
悪
く
な
っ
た
。
自
分
の
絵
は
正
直
、
気
持
ち

悪
い
。

●
七
月
一
七
日
（
木
） 

あ
と
一
週
間
と
っ
く
に
過
ぎ
て
馬
力
を
発
揮
す
る
。
逃
げ

場
が
な
く
な
っ
た
の
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
っ
ぱ

な
し
で
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
。
ふ
わ
ふ
わ
の

危
険
な
軽
い
身
体
な
ん
だ
け
ど
、
こ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を
使

い
切
っ
て
か
ら
落
ち
よ
う
。

●
七
月
一
九
日
（
土
）

全
然
考
え
て
な
い
。
描
い
て
い
る
時
に
興
奮
し
て
い
る
だ

け
。
い
つ
も
焦
っ
て
後
付
け
す
る
。
意
味
と
か
何
と
か
。

レ
イ
ア
ウ
ト
も
全
然
決
ま
ら
な
く
て
ピ
ン
チ
。
エ
デ
ィ
タ

ー
に
な
ろ
う
。
で
も
、
は
っ
き
り
言
っ
て
全
く
成
功
す
る

気
が
し
な
い
。
何
が
落
書
き
で
何
が
人
に
見
せ
て
い
い
も

の
な
の
か
が
全
然
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
新
し
い
ピ
ア
ノ

モ
チ
ー
フ
、
か
な
り
よ
く
て
展
示
に
使
え
る
と
思
っ
た
け

ど
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
時
点
で
相
当
く
だ
ら
な

い
。
弱
々
し
い
。
い
い
ぞ
い
い
ぞ
と
思
い
な
が
ら
作
る
の

は
く
だ
ら
な
い
。
ま
と
ま
ら
な
く
て
も
楽
し
く
て
描
い
た

方
が
結
果
的
に
い
ち
ば
ん
い
い
。
で
も
ピ
ア
ノ
も
や
め
に

し
な
い
。
せ
っ
か
く
な
の
で
ど
う
に
か
し
て
や
る
。

頭
を
使
う
と
疲
れ
る
。
全
然
た
の
し
く
な
い
。
圧
倒
的
と

い
う
意
味
が
と
う
と
う
わ
か
ら
な
い
の
で
数
で
圧
倒
し
て

し
ま
え
と
思
い
、
ノ
ー
ト
か
ら
紙
き
れ
か
ら
自
分
が
記
し

た
形
を
す
べ
て
ひ
っ
ぱ
り
だ
し
て
み
る
。
そ
し
た
ら
宮
本

さ
ん
か
ら
「
ち
な
み
に
圧
倒
的
に
＝
物
量
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
と
ど
め
の
メ
ー
ル
を
受
信
。
途
方
に
暮
れ
て

国
語
辞
書
で
「
圧
倒
的
」
を
調
べ
る
と
、「
著
し
く
量
が

多
い
こ
と
」
と
あ
っ
た
。〝
物
〞
じ
ゃ
な
い
何
か
の
量
が

多
く
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
？

●
七
月
二
一
日
（
月
） 

や
っ
と
横
に
な
る
。
寝
な
い
こ
と
の
悪
影
響
を
思
い
知
る
。

人
生
で
い
ち
ば
ん
く
ら
い
の
ピ
ン
チ
を
気
力
で
乗
り
切
る
。

構
成
は
無
理
矢
理
の
や
っ
つ
け
仕
事
で
も
い
い
と
臨
ん
だ

け
れ
ど
、
洒
落
に
な
ら
な
い
状
況
と
思
っ
て
踏
ん
張
る
。

ギ
リ
ギ
リ
で
決
め
て
、
荷
物
を
丸
め
て
か
ば
ん
に
つ
め
る
。

放
り
な
げ
な
が
ら
押
し
込
む
慌
て
よ
う
。
そ
し
て
細
か
く

決
ま
っ
て
い
な
い
所
が
沢
山
。
だ
い
た
い
の
大
雑
把
な
イ

メ
ー
ジ
す
ら
ぼ
や
け
て
い
る
。

実
物
を
並
べ
な
が
ら
見
る
と
、
本
気
で
吐
き
そ
う
に
な
る

か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
決
め
て
お
く
。
吐
き
そ
う
と
い
う
の
は

一
枚
一
枚
が
強
す
ぎ
る
の
か
、
本
人
に
い
ち
ば
ん
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
る
な
ん
て
変
な
絵
。
近
視
眼
万
歳
。

昨
夜
は
深
夜
一
二
時
く
ら
い
に
展
示
作
業
を
終
え
た
。
ス

タ
ッ
フ
は
い
た
が
、
い
っ
さ
い
手
伝
わ
せ
な
い
。
い
や
な

人
だ
と
自
分
で
思
っ
た
が
、
余
裕
が
な
い
の
で
仕
方
が
な

い
。

朝
の
三
時
に
寝
た
。
ホ
テ
ル
に
つ
い
て
い
き
な
り
爆
睡
し

た
ら
し
く
気
づ
い
た
ら
翌
日
の
午
後
二
時
で
、
ケ
イ
タ
イ

を
見
て
も
テ
レ
ビ
を
見
て
も
い
ま
何
時
な
の
か
理
解
で
き

ず
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
。
一
週
間
く
ら
い
寝
続
け
た
気
分
が

し
た
。
と
り
あ
え
ず
風
呂
へ
入
り
、
ホ
テ
ル
の
バ
イ
キ
ン

グ
で
遅
す
ぎ
る
朝
食
を
食
べ
た
。
種
類
が
多
く
て
う
れ
し

か
っ
た
。
お
や
つ
用
に
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
と
バ
タ
ー
を
持
ち

帰
る
。
初
日
は
お
腹
が
い
た
く
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
物
置

き
ス
ペ
ー
ス
で
寝
て
す
ご
す
。
お
客
さ
ん
も
来
た
が
、
あ

ん
ま
り
憶
え
て
い
な
い
。
友
人
に
胃
薬
を
た
の
む
。

夕
方
に
な
っ
て
宮
本
さ
ん
一
家
が
来
る
。
青
む
ら
さ
き
グ

レ
イ
色
に
緑
の
点
々
の
あ
る
ソ
フ
ァ
の
絵
を
観
て
、「
な

す
」
と
言
っ
た
ユ
イ
ち
ゃ
ん
一
才
児
（
？
）。
一
才
で
な

す
を
知
っ
て
た
り
、
ま
た
他
の
会
話
の
中
で
〝
青
色
〞
を

知
っ
て
い
る
よ
う
す
で
お
ど
ろ
い
た
。
私
は
一
才
の
と
き

た
ぶ
ん
ま
だ
話
し
て
な
か
っ
た
気
が
し
た
。

●
七
月
二
二
日
（
火
）

元
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
お
じ
さ
ん
に
記
帳
し
て
も
ら
っ

て
い
る
と
き
に
「
音
楽
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？
」
と
き

か
れ
る
。や
っ
て
ま
せ
ん
と
答
え
た
ら「
鍵
盤
で
す
よ
ね
」

と
言
わ
れ
た
。
そ
し
て
「
リ
ズ
ム
を
追
っ
て
描
い
て
い
ま

す
」
と
答
え
た
ら
、「
ア
ァ
、
リ
ズ
ム
ね
、
リ
ズ
ム
」
と

ひ
と
り
言
気
味
に
う
な
ず
か
れ
た
。
会
話
は
そ
れ
く
ら
い
。

東
北
芸
術
工
科
大
学
卒
業
生
支
援
事
業  I ’m

 h
ere. 2008 vo

l.1 

｜ 

仙
台
展 『
ピ
ク
ニ
ク
ス
・
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
』

ペ
ラ
ペ
ラ
の
紙
の
ま
ま
、画
鋲
で
と
め
、密
集
し
た
り
重
な
っ
た
り
す
る
こ
と

E
n

o
m

a 
滞
在
日
記
＝

ナ
ガ
バ
サ
ヨ
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●
七
月
二
三
日
（
水
）

ピ
ク
ニ
カ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
。
私
の
展
示

を
観
て
も
ら
っ
た
。
若
い
お
客
さ
ん
達
は
、
素
直
な
質
問

を
次
々
に
投
げ
て
、
私
は
素
直
に
答
え
る
努
力
を
し
た
。

質
問
が
ざ
っ
く
り
す
ぎ
て
、
何
が
聞
き
た
い
の
か
わ
か
ら

ず
に
困
る
。
答
え
て
み
て
も
首
を
横
に
振
ら
れ
、
ど
う
や

ら
か
み
合
っ
て
い
な
い
様
子
。

「
今
回
ど
う
し
て
こ
ん
な
風
に
？
」
と
聞
か
れ
た
。
前
回

も
、
今
回
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。「
テ
ー
マ
は
何

で
す
か
？ 

例
え
ば
地
球
環
境
と
か
」
と
言
わ
れ
て
度
肝

を
ぬ
か
れ
た
。
私
は
そ
ん
な
大
き
な
も
の
を
考
え
ら
れ
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
難
し
い
と
思
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
テ
ー
マ
が
「
ナ
ガ
バ
式
」
だ
っ
た
。

私
の
画
面
の
特
長
で
あ
る
、「
く
り
返
し
、
羅
列
」
等
が

テ
ー
マ
で
、
お
客
さ
ん
達
が
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
絵
を
描

く
。
そ
し
て
そ
の
講
評
を
た
の
ま
れ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ピ
ク
ニ
カ
とE

n
o

m
a

の
オ
ー

ナ
ー
で
あ
る
木
村
さ
ん
が
企
画
し
て
い
て
、
毎
週
夜
に
や

っ
て
い
る
そ
う
。
一
人
ず
つ
歌
を
歌
っ
て
そ
れ
の
イ
メ
ー

ジ
で
絵
を
描
く
と
か
、
星
も
月
も
な
い
た
だ
黒
い
だ
け
の

空
を
見
て
、「
さ
あ
空
を
描
こ
う
」
と
か
。

図
工
の
時
間
を
そ
の
ま
ま
大
人
の
時
間
に
持
っ
て
き
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向
け
て
神
経
を
尖
ら
し
ま
す
。
オ
ー

ナ
ー
は
「
恥
を
か
く
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
」
と
言
っ
た
。

美
術
や
表
現
を
、
他
人
に
も
体
験
（
追
体
験
）
し
て
も
ら

う
た
め
の
お
膳
立
て
が
か
な
り
直
球
で
大
胆
な
気
が
し
た
。

大
胆
と
い
う
の
は
私
側
か
ら
感
じ
た
こ
と
だ
け
ど
。

●
七
月
二
四
日
（
木
）

近
所
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
し
て
い
る
女
性
が
来
場
。

「
淡
々
と
繰
り
返
す
、
同
じ
行
為
を
続
け
る
と
い
う
単
純

作
業
は
、
人
が
結
構
好
き
な
行
為
、
気
持
ち
よ
い
行
為
な

の
だ
と
思
う
。『
芋
づ
る
式
』
と
い
う
通
り
に
、
描
い
て

い
る
リ
ズ
ム
で
追
っ
て
い
る
の
を
観
る
側
も
追
体
験
で
き

る
と
思
う
。
気
持
ち
よ
さ
に
共
感
す
る
。
も
の
ご
と
は
一

見
何
の
関
係
も
な
い
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
、
ど
こ
か
で

つ
な
が
っ
て
い
る
。
考
え
る
こ
と
、
記
憶
な
ど
も
行
為
も

現
象
も
す
べ
て
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
。

自
分
の
絵
を
観
る
側
の
人
に
、
そ
れ
を
分
か
る
、
と
か
共

感
と
い
う
も
の
が
あ
り
え
る
の
だ
と
知
る
。
で
き
上
が
っ

た
画
面
を
見
せ
て
、
さ
て
何
が
伝
わ
る
か
？
と
か
、
何
か

観
せ
る
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
少
し

解
け
る
。
絵
に
は
そ
こ
に
現
れ
た
も
の
の
中
に
、
行
為
そ

の
も
の
、
描
く
時
間
の
経
過
も
見
ら
れ
る
の
だ
と
気
づ
く
。

「
説
明
を
聞
く
と
ま
た
面
白
い
で
す
よ
ね
」
と
何
度
も
言

わ
れ
て
い
る
。
で
は
説
明
が
な
け
れ
ば
半
分
し
か
楽
し
め

な
い
の
だ
と
気
づ
く
。
そ
も
そ
も
作
者
が
質
問
さ
れ
て
も

い
な
い
も
の
に
説
明
し
て
歩
く
な
ん
て
無
意
味
。
お
そ
ら

く
そ
れ
が
課
題
。

●
七
月
二
六
日
（
土
） 

中
山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
に
参
加
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
噛
み
合
い
す
ぎ
る
感
じ
に
現
実

味
が
薄
く
な
る
。
フ
ワ
フ
ワ
と
し
て
、
す
べ
て
が
肯
定
的

に
す
す
み
言
葉
の
出
方
が
ス
ム
ー
ズ
す
ぎ
て
、
ま
た
話
し

相
手
の
や
さ
し
さ
の
よ
う
な
も
の
が
新
鮮
で
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
で
よ

い
か
、
こ
ん
な
に
す
ん
な
り
で
よ
い
の
か
、
ス
タ
ー
ド
ッ

キ
リ
大
作
戦
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
と
、
内
心
浮
か
れ
そ
う
に
な

る
の
を
、
と
い
う
か
浮
か
れ
て
い
る
の
を
、
ど
う
に
か
こ

う
に
か
落
ち
着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。

中
山
さ
ん
に
「
過
激
な
心
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

の
に
冷
静
だ
ね
」
と
言
わ
れ
た
。「
感
情
に
振
り
回
さ
れ

て
混
乱
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
落
ち
つ
い
て
い

る
」
と
言
わ
れ
た
。「
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
」
と
言

わ
れ
た
。「
客
観
視
で
き
て
い
る
、
言
葉
に
で
き
る
、
き

ち
ん
と
話
せ
る
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
一
体

何
で
す
か
。

肯
定
さ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
肯
定
さ
れ
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
。
ほ
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
空
回
り

な
恐
怖
が
、
緊
張
の
解
放
と
し
て
噴
き
出
し
て
き
た
。

●
七
月
二
七
日
（
日
）

急
い
で
い
る
の
か
焦
っ
て
い
る
の
か
、
全
然
燃
え
た
り
し

て
い
な
い
の
に
燃
え
つ
き
症
候
群
っ
て
こ
う
い
う
も
感

じ
？ 

や
っ
ぱ
り
幸
せ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
に
く
い
。

暗
中
に
戻
り
た
い
。
甘
ち
ゃ
ん
自
覚
し
て
い
る
の
で
多
分

大
丈
夫
で
す
。
大
人
に
な
り
た
い
。
今
の
ペ
ー
ス
で
。
中

山
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
み
た
く
、
単
純
に
経
験
を
か
さ
ね

て
、
単
純
に
進
み
た
い
。
ど
う
か
お
願
い
。

●
七
月
二
八
日
（
月
）

宮
島
達
男
さ
ん
は
さ
ら
り
と
観
て
す
た
す
た
歩
い
た
。
中

山
ダ
イ
ス
ケ
さ
ん
も
そ
う
だ
っ
た
。
坂
東
慶
一
さ
ん
も
。

す
た
す
た
歩
い
て
さ
ら
り
と
観
た
。
そ
し
て
存
在
感
が
強

い
。
観
る
目
が
あ
る
人
と
い
う
の
は
さ
ら
り
と
観
る
の
か

と
思
っ
た
。
私
は
い
つ
も
凝
視
し
て
に
ら
む
の
で
多
分
観

る
目
が
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

質
問
が
次
々
と
と
ぶ
。「
ガ
ビ
ョ
ウ
は
こ
れ
で
い
い
の

か
？
」「
ペ
ン
使
っ
た
り
し
な
い
の
か
？
」
ポ
イ
ン
ト
は

き
っ
と
す
ぐ
見
え
て
く
る
の
だ
と
思
っ
た
。
で
も
私
は
い

ち
い
ち
そ
の
質
問
に
即
答
で
き
る
く
ら
い
に
言
葉
と
口
が

温
め
ら
れ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
答
え
て
い
っ
た
ら
、

う
な
ず
か
れ
た
。
普
段
は
う
な
ず
か
れ
る
よ
り
か
し
げ
ら

れ
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
多
い
の
で
興
奮
し
た
。

●
八
月
三
日
（
日
） 

最
終
日
。
会
社
員
で
数
学
系
の
研
究
を
し
て
い
る
男
性
が

来
た
。
そ
し
て
私
の
絵
を
観
て
そ
の
数
学
の
群
と
か
整
列

と
か
三
次
元
か
何
か
の
数
学
的
な
解
釈
で
観
て
く
れ
て
い

た
。
私
は
赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
し
た
。
赤
点
ば
か
り
採
っ
て

い
た
の
で
数
学
の
こ
と
な
ん
て
全
然
知
ら
な
い
。
で
も
図

形
や
方
程
式
と
い
う
言
葉
や
そ
の
存
在
く
ら
い
は
知
っ
て

い
て
、
そ
の
美
し
さ
も
な
ん
と
な
く
予
感
し
て
い
た
。
そ

れ
で
方
程
式
をw

ikip
ed

ia

や
辞
書
で
引
い
て
み
る
と
、

自
分
の
制
作
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

数
学
に
は
過
程
や
実
験
や
証
明
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
き

た
す
ご
い
歴
史
が
あ
っ
て
、
私
に
と
っ
て
は
絵
画
と
か
自

己
表
現
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
オ
エ
っ
と
す
る
歴
史
よ
り
も

ず
っ
と
身
近
な
作
業
な
気
が
し
た
。

私
は
制
作
表
現
と
し
て
感
情
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
く
持
っ

て
い
な
く
て
、
強
い
て
言
え
ば
、
描
く
こ
と
事
体
の
気
持

ち
よ
さ
と
紙
に
乗
る
絵
具
自
体
の
美
し
さ
と
、
あ
と
は
自

分
の
手
で
形
に
現
れ
る
そ
の
で
き
上
が
っ
た
形
そ
の
も
の

自
身
の
納
得
み
た
い
な
も
の
の
た
め
に
描
い
て
い
る
。
生

み
出
す
た
め
に
は
感
情
や
体
調
や
悩
み
は
必
須
で
す
が
、

そ
り
ゃ
人
間
だ
も
の
。
感
情
の
な
い
人
間
な
ん
て
い
な
い
。

数
学
の
羅
列
や
難
解
な
数
式
は
私
に
は
わ
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
自
分
に
も
わ
か
る
、
自
分
で
編
み
出
し
た
自
力
数
学

を
体
験
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
何
と
な
く
共
感
し
て
も
ら
え

た
気
が
し
た
。
数
学
の
専
門
書
を
観
た
方
が
い
い
と
言
わ

れ
た
。
き
っ
と
す
ご
く
楽
し
い
よ
、
と
。
文
章
読
め
な
く

て
も
理
解
で
き
な
く
て
も
、
群
や
三
次
元
の
な
ん
た
ら
や
、

図
形
シ
ス
テ
ム
の
整
列
に
は
萌
え
る
だ
ろ
う
、
と
。

で
も
多
分
興
味
が
あ
る
け
ど
私
は
自
力
っ
て
こ
と
が
手
懸

か
り
に
な
り
え
て
い
る
か
ら
そ
の
資
料
を
目
で
観
て
萌
え

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
未
知
。
で
も
そ
の
人
は
、「
私
は
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
じ
ゃ
な
い
か
ら
こ
う
い
う
表
現
は
で
き
な
い

け
ど
、
あ
な
た
み
た
い
な
人
が
こ
う
形
に
し
て
く
れ
た
ら
、

形
に
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
よ
」
と
言
っ
た
。
と
て
も
面
白
い
な
と
思
っ
た
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
っ
て
グ
ロ
テ
ス
ク
だ
と
思
う
。
ネ
タ
も
見

分
も
、
語
り
出
す
の
も
自
分
、
納
得
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
最
大
の
相
手
で
あ
る
自
分
。
す
べ
て
の
相
手
は
自
分
。

表
現
す
る
全
て
が
自
分
と
い
う
の
は
と
っ
て
も
む
な
し
い
。

そ
の
結
果
、
紙
の
上
に
現
れ
た
も
の
で
、
誰
か
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
ト
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
の
意
味
は
結
局
他
人

と
の
か
か
わ
り
合
い
の
道
具
で
し
か
な
く
、
し
ぼ
り
出
し

た
そ
の
色
や
カ
タ
チ
は
一
体
何
の
役
に
立
つ
の
か
、
た
だ

次
へ
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
た
だ
自
分
と
い
う
恥
と
そ

の
恥
さ
ら
し
で
し
か
な
い
。

そ
れ
が
せ
め
て
き
れ
い
で
明
る
い
画
面
な
ら
、
と
り
あ
え

ず
今
は
満
足
だ
け
ど
。
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「
記
憶
／
円
環
」

平
野
拓
也
（
生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科
四
年
）

　

山
形
の
酒
田
港
に
大
陸
か
ら
吹
い
て
く
る
冷
た
い

空
気
と
共
に
、
海
辺
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
流
れ
つ
い

た
大
量
の
ゴ
ミ
で
雑
然
と
し
て
い
る
。
流
れ
着
い
た

も
の
達
は
潮
に
よ
っ
て
洗
わ
れ
、
波
に
よ
っ
て
機
能

を
削
ぎ
落
と
さ
れ
純
化
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
手
か

ら
離
れ
た
彼
ら
は
ど
ん
な
記
憶
を
含
ん
で
山
形
に
来

た
の
か
。

『M
yth

 in
 u

s

／
私
た
ち
の
神
話
』
は
二
〇
〇
八

年
六
月
に
韓
国
の
「T

O
TA

L M
U

S
E

U
M

」
で
、

一
〇
月
に
日
本
の
東
北
芸
術
工
科
大
学
で
展
示
を
し

た
。「
神
話
」
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で
、
韓
国
と

日
本
を
行
き
来
し
て
共
同
で
展
覧
会
を
つ
く
っ
て
い

く
、
約
一
年
の
歳
月
を
か
け
た
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
そ
こ
に
は
海
と
い
う
確
か
に
存
在
す
る
境
界
線

が
あ
る
。

　

お
互
い
の
国
の
言
葉
も
伝
わ
ら
な
い
。
文
化
の
違

い
に
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
。
一
つ
の
会
話
を
成
立
さ

せ
る
た
め
に
全
身
を
使
う
。
少
し
ず
つ
、
少
し
ず
つ
、

海
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
、
国
籍
を
持
た
な
い
所
在

の
な
い
ピ
ー
ス
を
皆
で
拾
い
上
げ
、
つ
な
ぎ
留
め
る

よ
う
に
展
覧
会
（
1
）
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　

日
本
の
展
覧
会
の
設
置
準
備
を
終
わ
り
、
全
員
で

作
品
を
囲
み
、
円
に
な
っ
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
3
）

を
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
。
民
俗
学
者
の
赤
坂
憲
雄

さ
ん
の
手
か
ら
、
一
枚
の
地
図
が
登
場
し
た
。
富
山

県
が
発
行
し
て
い
る
「
日
本
海
諸
国
図
（
通
称
＝
逆

さ
地
図
）」と
い
う
、
日
本
や
韓
国
を
逆
さ
に
記
し
た

地
図
で
あ
る
。
普
段
、
見
慣
れ
て
い
る
日
本
や
韓
国

の
形
が
何
処
か
遠
く
離
れ
た
国
の
地
形
に
見
え
て
く

る
。
日
本
と
韓
国
は
サ
ー
ク
ル
状
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
隔
て
て
い
る
は
ず
の
海
が
「
東
海
」
で
も
「
日

本
海
」
で
も
な
い
海
へ
と
変
化
し
た
。
今
回
の
交
流

が
な
け
れ
ば
見
え
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
世
界
だ
っ

た
。

　

梨
花
女
子
大
學
校
造
形
芸
術
学
科
生
一
九
名
と
東

北
芸
術
工
科
大
学
の
一
〇
名
は
、
こ
の
三
つ
目
の
海

を
漂
い
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
航
海
に
指
針
を
示
す
の

だ
ろ
う
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
担

当
し
た
僕
は
、
こ
の
一
枚
の
地
図
と
の
出
会
い
を
き

っ
か
け
に
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
円
環
状
に
つ
な
が
っ
た

『M
yth

 in
 u

s

』
の
道
行
き
を
、
そ
の
交
流
の
カ
タ

チ
を
模
し
た
象
徴
的
な
カ
タ
ロ
グ
（
2
）
に
ま
と
め

る
こ
と
に
し
た
。

二
〇
〇
八
年
六
月
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
『M

yth
 in

 u
s

』
展
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
今
日
の
現
代
美
術
シ
ー
ン
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
中
に
、
東
ア
ジ
ア
に
伝
わ
る
神
話
的
モ
チ
ー
フ

の
表
出
を
探
っ
て
い
こ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
会
場
と
な
っ
たT

O
TA

L M
U

S
E

U
M

に
は
、
イ
ー
・
ブ

ル
や
チ
ョ
ー
・
ド
キ
ュ
ン
ら
韓
国
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
作
品
と
と
も
に
、
学
生
部
門
『C

LA
S

S
 

R
O

O
M

 P
R

O
JE

C
T

』
が
設
置
さ
れ
、
日
韓
の
学
生
た
ち
も
〝
私
た
ち
の
神
話
（
そ
の
今
日
的
解
釈
）〞
を
テ

ー
マ
と
す
る
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
に
参
加
し
た
。

2

3 1

日
韓
学
生
交
流
展
『M

yth
 in

 u
s

／
私
た
ち
の
神
話
』
制
作
ノ
ー
ト

〝
リ
ア
ル
の
在
処
〞は
還
流
し
て
い
る
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「
毎
日
訪
れ
る
一
日
」（
1
）

新
関
俊
太
郎
（
大
学
院
実
験
芸
術
領
域
二
年
）

　

ソ
ウ
ル
の
「M

yth
 in

 u
s

」
展
の
会
場
に
僕
が
持

ち
込
ん
だ
の
は
、
日
本
の
海
岸
に
漂
着
し
た
主
に
朝

鮮
半
島
か
ら
の
ゴ
ミ
だ
っ
た
。
島
国
に
暮
ら
す
僕
は
、

こ
れ
ら
の
漂
着
物
に
よ
っ
て
海
外
に
暮
ら
す
「
彼
女

ら
」
を
知
っ
た
気
が
す
る
。
ゴ
ミ
を
届
け
る
こ
と
で
、

「
彼
女
ら
」
に
こ
の
場
所
で
暮
ら
す
僕
た
ち
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
山
形
の
展
覧
会
で
は
、

さ
ら
に
多
く
の
漂
着
物
に
よ
っ
て
、「
僕
ら
」
と
「
彼

女
ら
」
を
隔
て
る
海
と
い
う
境
界
線
を
仮
設
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
境
界
線
そ
の
も
の
が
流
れ
て
漂
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
不
確
か
な
巨
大
な
ラ
イ
ン
を
跨
い
で
、

日
が
昇
り
日
が
沈
む
。
夕
日
や
朝
日
を
眺
め
な
が
ら

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
た
り
作
品
の
素
材
を
集
め
た
り
し

て
海
岸
で
過
ご
し
て
い
る
と
き
、
現
実
に
は
確
か
に

存
在
し
て
い
る
境
界
が
一
瞬
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
い
い
気
持
ち
に
な
る
。
ま
る
で
「
神
話
の
は
じ

ま
り
」
を
感
じ
さ
せ
る
光
景
だ
。

「
≒
焼
失
計
画
」（
2
）

柴
野
緑
（
大
学
院
日
本
画
領
域
一
年
）

　

私
は
去
年
の
冬
、
た
く
さ
ん
の
枠
を
積
み
重
ね
て

並
べ
る
作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
の
意
識

の
中
に
あ
る
ウ
チ
と
ソ
ト
の
境
界
感
覚
を
造
形
化
し

た
も
の
で
す
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
そ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
枠
を
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
和
紙
に
写

し
取
り
、
そ
れ
が
存
在
し
た
痕
跡
を
記
録
し
、
実
体

（
枠
そ
の
も
の
）
は
焼
失
さ
せ
ま
す
。
こ
の
燃
や
す

行
為
に
立
ち
合
っ
た
人
々
の
心
の
中
に
、
私
の
作
品

が
ど
の
よ
う
に
記
憶
さ
れ
て
い
く
の
か
？　

そ
れ
が

こ
の
「
焼
失
計
画
」
の
目
的
で
す
。「
神
話
」
も
ま

た
形
の
な
い
も
の
。
記
憶
の
中
に
の
み
存
在
す
る
も

の
。
形
が
な
い
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
そ
の
も
の
本
質
が

あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

「
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
」（
3
）

金
子
富
之
（
博
士
課
程
後
期
）

　

日
本
の
歴
史
と
は
、
妖
怪
と
対
峙
し
、
そ
れ
を
闇

に
葬
る
歴
史
だ
っ
た
と
い
っ
て
良
い
。
そ
れ
は
神
話

の
昔
か
ら
今
も
続
い
て
い
る
。
い
わ
ば
、
光
と
闇
の

闘
争
劇
。
勝
者
が
光
を
獲
得
し
敗
れ
た
も
の
が
闇
へ

と
葬
ら
れ
、
妖
怪
視
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
記
録
も
、

日
本
の
神
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
敗
者
の
幻
影

は
色
々
な
文
野
に
投
影
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
唯
識

論
の
第
七
識
や
八
識
の
魔
境
。
そ
こ
に
現
れ
い
ず
る

時
を
待
ち
、
魔
性
を
秘
め
長
い
時
間
を
か
け
不
気
味

に
沈
殿
し
て
き
た
物
の
怪
達
に
眼
を
凝
ら
し
て
み
た

い
。

『M
y

th in us

／
私
た
ち
の
神
話
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L
A

S
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 R
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O
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O
JEC
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）』

ソ
ウ
ル
展
＝
二
〇
〇
八
年
六
月
三
日（
火
）〜
二
九
日（
日
）

T
O

TA
L M

U
S

E
U

M

山
形
展
＝
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
三
日（
木
）〜
一
一
月
一
二
日（
水
）

東
北
芸
術
工
科
大
学

主
催
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
／
梨
花
女
子
大
學
校
芸
術
大
学

企
画
＝
東
北
芸
術
工
科
大
学
美
術
館
大
学
構
想
室

企
画
協
力
＝T

O
TA

L M
U

S
E

U
M

／G
allery O

p
era

／

G
allery Jant ’s

／
宮
島
達
男
／
東
北
芸
術
工
科
大
学
韓
国
事
務
所

オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
＝
チ
ョ
ー
・
ド
キ
ュ
ン﹇
梨
花
女
子
大
學
校
教
授
﹈

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
＝
宮
本
武
典﹇
東
北
芸
術
工
科
大
学
主
任
学
芸
員
﹈

デ
ザ
イ
ン
＝
平
野
拓
也
（
生
産
デ
ザ
イ
ン
学
科
四
年
）

参
加
学
生
＝
チ
ャ
ン
・
ソ
ヨ
ン
／
チ
ェ
・
ウ
ン
ヘ
／
イ
ー
・
フ
ァ

ヨ
ン
／
古
川
紗
帆
／
大
槌
秀
樹
／
ホ
ン
・
ジ
ュ
ヨ
ン
／
チ
ョ
ン
・

ソ
ン
ジ
ュ
／
松
山
隼
／
カ
ン
・
オ
ク
ジ
ュ
／
カ
ン
・
ス
ミ
ン
／
イ

ー
・
イ
エ
ナ
／
イ
ム
・
ハ
ナ
／
柴
野
緑
／
オ
ー
・
セ
ミ
／
オ
ー
・

ユ
ン
ジ
ョ
ン
／
ペ
ク
・
イ
ン
ヘ
／
パ
ク
・
ミ
ン
ハ
／
パ
ク
・
ソ
ン

ミ
ン
／
望
月
梨
絵
／
リ
ュ
ー
・
ミ
ン
ヨ
ン
／
ソ
ー
・
ジ
ェ
ジ
ョ
ン

／
ソ
ン
・
ソ
ヒ
ョ
ン
／
ソ
ン
・
ウ
ン
ヒ
／
ソ
ン
・
ユ
リ
／
新
関
俊

太
郎
／
金
子
富
之
／
立
花
泰
香
／
ユ
ー
・
ジ
ュ
ヒ
ョ
ン
／
佐
藤
優

／
井
上
裕
太

2
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私
は
一
ヶ
所
に
根
を
下
ろ
す
〈
根
付
き
〉
と
い
う
こ
と
を

信
じ
ま
せ
ん
。
肉
体
は
故
郷
に
帰
り
ま
し
た
が
、
精
神
は

航
海
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

―
―

マ
リ
ー
ズ
・
コ
ン
デ

　

本
誌
編
集
中
に
第
二
子
が
生
ま
れ
た
。

　

報
を
受
け
て
病
院
に
駆
け
つ
け
る
と
、
仮
死
状
態
で
生

ま
れ
た
と
い
う
赤
ん
坊
は
、
透
明
な
ア
ク
リ
ル
製
の
無
菌

ボ
ッ
ク
ス
の
中
で
適
切
な
酸
素
濃
度
と
室
温
に
く
る
ま
れ
、

ゆ
っ
く
り
と
ノ
イ
ズ
に
満
ち
た
こ
の
世
界
に
適
応
し
よ
う

と
し
て
い
た
。（
妻
は
陣
痛
室
の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
た

ま
ま
で
、
分
娩
後
も
続
く
子
宮
の
収
縮
の
痛
み
に
じ
っ
と

耐
え
て
い
た
…
）

　

僕
は
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
妻
に
促
さ
れ
、
保
育
器
の

飛
行
機
の
窓
に
似
た
小
さ
な
扉
を
開
き
、
サ
テ
ン
の
よ
う

な
そ
の
肌
に
触
れ
る
。
す
る
と
彼
女
は
、
驚
い
た
よ
う
に

腕
を
縮
こ
め
て
か
ら
、
ぎ
こ
ち
な
く
呼
び
か
け
る
父
親
に

顔
を
向
け
て
、
ま
だ
見
え
な
い
黒
い
瞳
を
片
方
だ
け
微
か

に
開
い
た
。

　

酸
素
や
薬
液
を
送
り
込
む
チ
ュ
ー
ブ
が
、
無
数
に
行
き

交
う
静
か
な
新
生
児
室
で
、
僕
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
娘

と
視
線
を
交
わ
し
な
が
ら
、
ま
だ
お
ぼ
ろ
げ
な
「
家
族
」

の
絆
と
、
そ
の
短
い
蜜
月
の
は
じ
ま
り
を
感
じ
た
。

　

今
年
二
才
に
な
っ
た
長
女
も
こ
こ
山
形
で
生
ま
れ
、
僕

の
新
し
い
小
さ
な
家
族
に
と
っ
て
、東
北
は「
故
郷
」に
な

ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
事
実
が
、
東
北
芸
術
工
科
大
学

で
の
僕
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

『
ひ
じ
お
り
の
灯
』
か
ら
派
生
し
た
、
山
形
県
最
上
郡
大

蔵
村
を
舞
台
と
す
る
一
連
の
ア
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

僕
は
赤
坂
憲
雄
さ
ん
の
導
き
に
よ
っ
て
、
カ
ル
デ
ラ
盆
地

の
底
に
ひ
っ
そ
り
と
息
づ
く
、
八
面
体
の
灯
籠
よ
り
複
雑

な
「
多
面
体
の
東
北
」
に
出
会
っ
て
い
っ
た
。
梶
井
照
陰

さ
ん
の
滞
在
制
作
に
立
ち
合
い
な
が
ら
『
よ
そ
も
の
、
わ

か
も
の
、
ば
か
も
の
』
が
見
た
村
の
暮
ら
し
は
、
閉
ざ
さ

れ
た
世
界
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
、
現
実
か
ら
逸
脱
す
る
イ

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
旅
の
予
感
に
み
ち
て
い
た
。

　

集
落
の
は
ず
れ
に
立
つ
苔
む
し
た
石
碑
や
巨
木
、
朽
ち

た
鉱
山
と
幽
霊
の
よ
う
な
鉱
夫
た
ち
の
古
写
真
、
湯
守
た

ち
の
穏
や
か
な
世
襲
、
廃
村
跡
で
の
若
者
た
ち
の
焚
き
火
、

幻
の
よ
う
な
野
辺
送
り
の
葬
列
、
独
居
老
人
た
ち
の
果
て

の
な
い
昔
語
り
…
。
そ
こ
で
は
過
去
は
現
在
と
、
生
者
は

死
者
と
垂
直
に
つ
ら
な
っ
て
共
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
こ
と
を
僕
た
ち
に
示
す
シ
グ
ナ
ル
は
あ
ま
り
に
微
か

だ
。
気
楽
な
旅
人
の
歩
み
を
止
め
て
、
眼
を
凝
ら
し
、
寡

黙
な
人
々
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
者
に
だ
け
、
そ
の
ほ
ん
と

う
の
姿
が
恩
寵
の
よ
う
に
開
か
れ
る
…
。
赤
坂
さ
ん
は
、

そ
れ
こ
そ
が
『
東
北
学
』
の
は
じ
ま
り
だ
と
語
っ
た
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

　

庄
内
地
方
を
舞
台
と
す
る
映
画
『
お
く
り
び
と
』
の
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
（
外
国
語
映
画
賞
）
受
賞
が
象
徴
的
に
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
経
済
危

機
に
よ
り
崩
壊
し
た
今
日
の
世
界
で
、
人
々
は
エ
ア
ポ
ケ

ッ
ト
に
唐
突
に
ほ
う
り
込
ま
れ
て
、
よ
う
や
く
身
近
な
人

や
場
所
と
の
関
係
に
真
剣
に
向
き
合
い
は
じ
め
て
い
る
。

「
東
北
」
は
、
京
都
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
意
味
で
の

「
日
本
」
と
は
無
縁
な
匿
名
的
な
故
郷
と
し
て
、
そ
ん
な

喪
失
感
か
ら
は
じ
ま
る
内
省
の
旅
を
呼
び
こ
ん
で
い
く
だ

ろ
う
。
実
際
、
山
形
に
お
け
る
僕
た
ち
の
美
術
館
大
学
構

想
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
つ
も
「
家
族
」
や
「
土
地
」
を

め
ぐ
る
物
語
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
。
人
が
一
ヶ
所
に
住

み
つ
い
て
、
そ
の
限
定
性
を
引
き
受
け
な
が
ら
人
生
や
家

庭
を
築
い
て
い
く
と
き
、
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
成
す
の
か
？　

と
い
う
問
い
が
（
本
誌
ア
ニ
ュ

ア
ル
・
レ
ポ
ー
ト
の
構
成
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
）
く

り
返
し
、
場
所
や
人
を
変
え
て
熱
心
に
語
ら
れ
て
い
る
。

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

　

大
学
で
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
傍
ら
、
僕
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
し
て
、
二
つ
の
立
場
の
違
い
を
包
括
す
る
ス
タ
イ

ル
で
発
表
を
続
け
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年
の
『
伊
勢
、ON

 

T
H

E
 T

R
A

IL

』（
α
ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
〇
七
／
鷹
見

明
彦
企
画
）
で
は
、
伊
勢
に
暮
ら
す
僕
自
身
の
双
子
の
兄

の
作
品
集
﹇
左
頁
写
真
﹈
を
展
示
し
た
。
伊
勢
神
宮
に
奉

職
し
て
も
う
一
〇
年
に
な
る
兄
は
、
式
年
遷
宮
の
技
師
と

し
て
働
き
な
が
ら
絵
を
描
き
た
め
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ホ
・

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ー
ス
の
『
原
罪
と
キ
リ
ス
ト
の
死
へ

の
哀
悼
』
や
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
『
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
』
な

ど
、
旧
約
聖
書
の
「
楽
園
追
放
」
を
描
い
た
古
典
的
名
画

の
模
写
な
の
だ
が
、
兄
の
描
く
ア
ダ
ム
と
エ
ヴ
ァ
は
い
つ

も
双
頭
に
描
か
れ
て
い
る
。
僕
は
そ
れ
ら
聖
な
る
フ
リ
ー

ク
ス
た
ち
を
、
家
族
写
真
の
よ
う
に
撮
影
し
、
兄
へ
の
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
と
と
も
に
限
定
千
部
の
作
品
集
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
僕
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
自
分
史
の
編
集
作
業
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
冬
に
開
催
し
た
個
展
﹇
94
頁
写
真
﹈
で
は
、

建
築
史
家
の
父
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
作
品
化
し
た
。

「
父
は
、
ほ
ん
と
う
は
彫
刻
家
に
な
り
た
か
っ
た
。
け
れ

ど
も
建
築
史
家
に
な
っ
て
、
か
わ
り
に
出
雲
大
社
の
古
代

神
殿
や
、
吉
野
ヶ
里
遺
跡
の
復
元
設
計
を
手
が
け
た
。
昨

年
夏
、
僕
は
信
州
に
あ
る
父
の
書
斎
を
訪
ね
て
、
考
古
学

や
史
跡
関
係
の
資
料
の
山
か
ら
、
何
枚
か
の
美
し
い
設
計

図
を
見
つ
け
出
し
自
分
の
ア
ト
リ
エ
に
持
ち
帰
っ
た
。
父

が
引
い
た
そ
れ
ら
〈
仮
説
の
建
築
〉
の
設
計
図
を
、
壁
に

貼
っ
て
毎
日
毎
日
、
眺
め
て
い
る
う
ち
に
、
そ
の
か
細
い

線
の
上
で
彷
徨
っ
て
い
る
は
ず
の
、
か
つ
て
の
父
の
夢
の

残
滓
を
図
面
か
ら
読
み
と
る
よ
う
に
し
て
、
小
さ
な
ブ
ロ

ン
ズ
製
の
彫
刻
を
、
父
の
た
め
に
つ
く
り
た
い
と
思
っ

た
」（
二
〇
〇
九
年
二
月
／Lim

A
rt

）

　

父
・
宮
本
長
二
郎
は
、
日
本
各
地
の
発
掘
現
場
を
飛
び

回
り
、
そ
の
膨
大
な
記
録
の
解
析
を
通
し
て
、
旧
石
器
時

代
か
ら
現
代
ま
で
の
住
居
や
宗
教
建
築
の
様
式
伝
播
を
調

査
し
て
い
る
。
作
品
『
仮
設
の
父
』
は
、
父
が
図
面
を
引

い
た
出
雲
大
社
古
代
神
殿
の
復
元
図
（
実
際
の
模
型
は
島

根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
）
を
、

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
彫
刻
の
よ
う
に
二
〇
分
の
一
ス
ケ
ー
ル
で

立
体
化
し
た
も
の
だ
。

　

短
命
な
「
家
族
」
の
時
間
と
、
永
続
性
を
背
負
う
「
土

地
」
や
「
家
」
や
「
芸
術
」
を
区
別
す
る
の
で
は
な
く
、

日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
並
行
さ
せ
混
在
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

こ
れ
が
目
下
の
と
こ
ろ
、
僕
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。

あ
と
が
き
の
よ
う
な
、私
的
な
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き

『
伊
勢
、O

N
 T

H
E

 T
R

A
IL

』
＋
『
仮
設
の
父
』

制
作
ノ
ー
ト
＝

宮
本
武
典

上：『Fuminori Miyamoto by Takenori Miyamoto』 宮本武典／2008
下：αm project 2007でのインスタレーション風景（撮影：柳場大） TUAD AS MUSEUM: Annual Report 2008 92



上：『仮設の父』  宮本武典／2009（基礎設計：宮本長二郎）
下：LimArtでのインスタレーション風景（撮影：柳場大）


